
三
井
物
産
と
豊
田
佐
吉
お
よ
び
豊
田
式
織
機
の
研
究
（
下
）

｜
豊
田
紡
織
工
場
か
ら
豊
田
紡
織
株
式
会
社
の
支
援
｜

由

井

常

彦

一

は
じ
め
に

二

佐
吉
の
渡
米
・
渡
英
と
三
井
物
産
の
海
外
支
店

三

豊
田
紡
織
工
場
と
三
井
物
産
に
よ
る
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
の
再
編

四

豊
田
紡
織
工
場
の
経
営
と
藤
野
亀
之
助

五

豊
田
紡
織
株
式
会
社
の
設
立
と
三
井
物
産
棉
花
部

六

豊
田
紡
織
廠
（
上
海
）
の
設
立
と
三
井
物
産
上
海
支
店

七

結

語
一

は
じ
め
に

｜
創
業
期
の
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
と
豊
田
佐
吉
の
辞
任
（
補
足
）
｜

本
稿
は
、
豊
田
佐
吉
な
い
し
豊
田
式
織
機
に
た
い
す
る
三
井
物
産
の
支
援
の
最
終
部
分
と
し
て
、
一
九
一
〇
年
代
の
豊
田
佐
吉
自
営
の
紡

績
工
場
の
支
援
、
そ
し
て
右
の
自
営
業
が
改
組
し
た
豊
田
紡
織
株
式
会
社
へ
の
協
力
の
研
究
で
あ
る
。
だ
が
、
は
じ
め
に
行
論
の
必
要
上
、
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前
号
と
や
や
重
複
す
る
が
、
そ
れ
に
さ
き
だ
つ
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
の
創
業
期
の
経
営
と
豊
田
佐
吉
の
常
勤
役
員
の
辞
任
の
経
緯
を
記
述

す
る
こ
と
に
し
た
い
。
た
ま
た
ま
本
稿
の
執
筆
中
、
豊
田
式
織
機
会
社
に
つ
い
て
非
常
に
貴
重
な
史
料
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
本
稿

に
お
い
て
肝
要
な
箇
所
を
採
録
し
、
こ
の
方
面
に
つ
い
て
の
研
究
者
の
参
考
に
供
し
よ
う
と
思
う
。

三
井
物
産
と
く
に
大
阪
支
店
と
棉
花
部
の
基
本
構
想
と
イ
ニ
シ
ヤ
テ
ィ
ブ
の
も
と
で
、
豊
田
式
織
機
の
諸
セ
ッ
ト
の
本
格
的
な
製
造
販
売

会
社
と
し
て
、
資
本
金
一
〇
〇
万
円
の
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
日
露
戦
争
後
間
も
な
い
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年

二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
新
会
社
は
豊
田
佐
吉
の
豊
田
商
会
の
織
機
製
造
の
工
場
（
名
古
屋
駅
近
く
の
島
崎
町
一
番
地
）
を
継
承
し
た
か
ら
、

設
立
後
ま
も
な
く
同
年
四
月
頃
か
ら
組
織
的
な
営
業
が
開
始
さ
れ
、
製
品
販
売
は
直
接
注
文
の
ほ
か
は
三
井
物
産
（
大
阪
支
店
と
名
古
屋
支

店
）
が
こ
れ
を
担
当
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

開
業
当
時
に
作
成
さ
れ
た
営
業
上
の
会
社
案
内
書
は
、
以
下
に
こ
れ
を
掲
げ
る
よ
う
に
、
な
か
な
か
興
味
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

社
ハ
豊
田
佐
吉
ノ
發
明
ニ
係
ル
力
織
機
ノ
總
テ
ノ
點
ニ
於
テ
優
レ
ル
ヲ
認
メ

氏
ノ
經
營
セ
ル
製
作
工
場
ノ
規
摸
狹
少
ニ
シ
テ
到
底
多
大
ノ
注

文
ニ
應
ズ
ル
能
ハ
ズ
爲
メ
ニ
空
シ
ク
吾
國
機
業
界
ノ
進
歩
ヲ
阻
止
シ
ツ
ヽ
ア
リ
且
又
其
設
備
モ
全
カ
ラ
ズ
爲
メ
ニ
苦
心
考
案
セ
ル
特
色
ヲ
發
揮
ス

ル
ニ
足
ル
ノ
良
織
機
ヲ
製
出
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ヲ
遺
憾
ト
シ
今
回
會
社
組
織
ヲ
以
テ
豊
田
商
會
ノ
事
業
全
般
ヲ

承
シ
製
作
工
場
ニ
ハ
有
ラ
ユ
ル
最

新
ノ
設
備
ヲ
加
ヘ
職
工
ヲ

シ
最
モ
完
全
ナ
ル
織
機
ヲ
發
賣
致
候
事
ト
相
成
候
ニ
付
機
業
家
諸彥（ママ）陸
續
御

用
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
希
上
候

名
古
屋
市
島
崎
一
番
地

豐
田
式
織
機
株
式
會
社

（
電
話
長
一
二
二
三
番
）

社

長

谷

口

藏
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圓萬百壹金本

常
務
取
締
役

豐

田

佐

吉

取

締

役

岩

下

淸

周

奥

田

正

香

田

太

志

方

勢

七

監

査

役

伊

藤

傳

七

田

中

市

太

藤

本

淸

兵

衛

相

談

役

山

邊

丈

夫

藤

野

龜

之

助

齋

藤

恒

三

支

配

人

樋

爪

禎

太

技
師
工
學
士

關

盛

土

屋

富

五

一

社
ハ
構
内
ニ
摸
範
織
布
工
場
ヲ
有
シ
各
種
織
機
運
轉
ノ
實
況
ヲ
御
覧
ニ
供
シ
候

一
設
計
見
積
書
ハ
御
申
越

第

ニ
差
出
ス
ベ
ク
且
ツ
新
タ
ニ
織
布
工
場
御
計
畫
ノ
向
ニ
對
シ
テ
ハ
弊
方
技
師
ヲ
シ
テ
其
組
織
等
ニ
付
充
分
御
相

談
致
サ
シ
ム
ベ
ク

御
求
ニ
應
シ
テ
熟

ナ
ル
職
工
ヲ
モ
差
出
可
申
候

一
詳
細
ナ
ル

明
書
ハ
御
申
越

第

ニ
御

付
可
致
候

一
他
商
會
ニ
販
賣
ス
ル
舊
式
豊
田
織
機
及
他
式
ニ
豊
田
式
ノ
設
計
ヲ
加
味
シ
タ
ル
ト
自

ス
ル
織
機
ア
リ
充
分
御
注
意
可
被
成
候

一
御
注
文
ハ

社
又
ハ
三
井
物
產
合
名
會
社
名
古
屋

大

阪

）兩
支
店
ノ
内
ヘ
便
宜
御
申
越
ノ
程
願
上
候
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役
員
の
顔
ぶ
れ
を
何
よ
り
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
会
社
（
工
場
）
の
な
か
で
豊
田
式
織
機
の
運
転
の
実
況
を

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
こ
と
、
注
文
先
に
は
設
計
見
積
り
は
も
と
よ
り
要
望
次
第
で
運
転
・
技
術
の
指
導
か
ら
さ
ら
に
は
熟
練

労
動
者
を
派
遣
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
、
な
お
旧
式
豊
田
織
機
と
の
相
違
や
模
倣
品
へ
の
注
意
を
促
な
す
な
ど
、
当
時
の
興
味
深
い
営

業
活
動
の
実
状
が
知
ら
れ
る
。

当
時
の
製
品
と
定
価
は
左
の
と
お
り
に
記
さ
れ
て

２
）

い
る
。

鐵
製
自
動
織
機

尺
三
幅
一
臺

金
百
七
拾
五
圓

三
十
九
年
式
織
機

尺
三
幅
一
臺

金

九

拾

五

圓

二
尺
四
寸
幅
綾
織

平
織

一
臺

金

百

參

拾

圓

便

織

機

尺
二
幅
一
臺

金

五

拾

圓

管

機

一
錘
掛
ニ
付

金

參

圓

絲

繰

返

機

一
枠
掛
ニ
付

金
參
圓
五
拾
錢

整

經

機

一
臺
分
ニ
付

金

壹

百

拾

圓

綜

統

百
筋
ニ
付

金

六

圓

以
上
ノ
外
目
下
縞
織
機
等
製
作
中
ニ
付
當
社
ヘ
御
光
來
被
下
候
ハ
バ
詳
細
ニ
御

明
可
致
候

右
の
案
内
書
に
は
各
織
機
別
に
、
性
能
と
特
徴
の
詳
細
と
特
許
が
付
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ほ
か
に
、
主
と
し
て
愛

知
県
と
大
阪
府
は
じ
め
近
隣
各
地
で
既
に
豊
田
式
織
機
を
設
置
し
て
い
る
約
五
〇
カ
所
に
つ
い
て
、
機
械
種
別
、
据
付
台
数
、
場
所
、
工
場

名
が
記
さ
れ
、「
最
寄
ノ
工
場
ニ
就
キ
御
覧
被
下
度
候
」
と
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
受
注
生
産
が
一
般
で
あ
っ
た
機
械
メ
ー
カ
ー
と
し
て
は
、
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画
期
的
な
試
み
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
開
業
後
一
年
半
の
ち
の
一
九
〇

（
明
治
四
一
）
年
九
月
末
の
時
点
に
お
い
て
、
豊
田
式
力
織
機
会
社
で
は
、
全
国
各
府
県
別
の

「
据
付
工
場
」
の
一
覧
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
た
ん
に
同
社
の
経
営
活
動
を
知
る
ば
か
り
で
な
く
、
当
時
の
日
本
全
国
の
力
織
機
経
営
の
実

態
と
全
貌
を
考
察
・
研
究
す
る
上
で
も
、
頗
る
有
用
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
左
に
掲
げ
て
み
る
こ
と
に
し

３
）

よ
う
（
第
一
表
）。

こ
れ
に
よ
っ
て
み
る
と
、
豊
田
商
会
以
来
の
「
軽
便
織
機
」
が
愛
知
県
と
大
阪
府
を
中
心
に
活
発
に
購
入
・
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
つ

い
で
「
三
九
年
式
」
が
、
主
要
な
機
業
地
で
有
力
と
み
ら
れ
る
織
布
工
場
で
比

的
ま
と
ま
っ
て
採
用
さ
れ
、
据
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
（
の
ち
の
第
二
表
を
も
参
照
）。
ま
た
三
井
物
産
の
各
支
店
の
手
に
よ
っ
て
、
東
海
地
方
は
も
と
よ
り
全
国
的
に
販
売
さ
れ
、
は
や

く
も
中
国
（
清
国
）
に
ま
で
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

さ
て
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
の
四
月
中
旬
に
、
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
の
緊
急
役
員
会
が
谷
口
房
蔵
社
長
に
よ
っ
て
招
集
さ
れ
、

豊
田
佐
吉
は
も
と
よ
り
谷
口
、
岩
下
、
志
方
、
石
原
ら
の
取
締
役
と
藤
野
亀
之
助
が
出
席
、
豊
田
佐
吉
常
務
取
締
役
が
こ
の
席
で
辞
任
す
る

と
い
う
事
態
が
起
っ
た
。
そ
の
理
由
は
前
号
で
詳
し
く
検
討
、
考
察
し
た
よ
う
に
、
不
況
下
の
受
注
の
不
振
（
こ
の
会
議
の
後
ま
も
な
く
好

転
）
の
も
と
に
お
い
て
、
経
営
管
理
の
不
備
、
研
究
支
出
の
増
加
、
環
状
織
機
の
試
運
転
の
失
敗
な
ど
に
よ
る
経
営
難
で
あ
り
、
豊
田
常
務

取
締
役
が
責
任
を
と
ら
さ
れ
た
か
た
ち
で
あ
っ
た
。

こ
の
会
議
は
、
豊
田
佐
吉
の
発
明
家
・
実
業
家
人
生
に
お
い
て
、
大
き
な
出
来
事
で
あ
り
、
豊
田
佐
吉
伝
記
関
係
の
諸
文
献
に
お
い
て
、

い
わ
ば
「
ヤ
マ
場
」
と
し
て
非
常
に
劇
的
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

４
）

あ
る
。
こ
こ
で
い
わ
ゆ
る
「
河
正
会
議
」
に
つ
い
て
は
、
立
ち
い

ら
な
い
が
、
十
分
な
意
見
の
交
換
や
事
態
の
改
善
の
た
め
の
努
力
が
行
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
感
情
的
に
な
っ
た
豊
田
佐
吉
が
、
会
議
早
々
に

退
席
し
、
事
実
上
常
務
取
締
役
を
辞
任
す
る
結
果
と
な

５
）

っ
た
と
い
う
の
が
眞
相
と
み
ら
れ
る
。
豊
田
式
織
機
会
社
と
し
て
は
、
会
社
の
目
的

か
ら
し
て
も
、
正
式
に
豊
田
佐
吉
の
役
員
離
脱
を
認
め
る
こ
と
は
現
実
に
は
困
難
で
あ
っ
て
、
事
実
、
そ
の
後
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
の

三井物産と豊田佐吉および豊田式織機の研究（下）（由井）
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第１表 豊田式織機据付工場（明治41年９月30日）

府 県 機 種 台数 所 在 地 据 付 先

東 京 府 軽便 16 北豊島郡日暮里村 河津織布工場

軽便 1 南多摩郡 王子町 東京府立織染学校

京 都 府 軽便 24 天田郡福知山町猪崎 塩見初蔵

大 阪 府 卅九年式 60 大坂市東区船越町2 岡橋商店

卅九年式 10 大坂市南区西浜町3 佐々木吉三郎

卅九年式 240 西成郡鷺洲村大字浦江 浦江織布工場

卅九年式 50 西成郡南伝法町 内外綿株式会社第一工場

卅九年式 36 中河内郡長吉村大字六反 西野徳次郎

鉄製大巾 20 北河内郡大和田村大字北島 見次恒次郎

卅 年式 20 三島郡豊川村大字道祖本 奥田久吉

軽便 20 堺市中之町 水本楠太郎

軽便 123 泉南郡田尻村大字吉見 田尻織布合資会社

軽便 64 泉南郡沼野村大字沼 川崎木綿合資会社

軽便 40 泉北郡上神谷村大字田中 泉神織布会社

軽便 20 泉北郡踞尾村 浜田兼吉

神奈川県 軽便 10 横浜市山下町 万福号

兵 庫 県 卅九年式 2 神戸市兵庫東尻池 鐘淵紡績株式会社

軽便 10 神戸市野田村 三合商会

軽便 12 美囊郡口吉川村ノ内槇村 将積平一郎

軽便 16 加東郡中東条村 谷房吉

軽便 10 加東郡中東条村ノ内松沢村 長浜福太郎

軽便 10 加東郡大部村ノ内中島村 川嶋真二

軽便 28 加西郡北条町 正仲清兵衛

軽便 40 加西郡北条町ノ内西南村 西村善右衛門

軽便 35 加西郡在田村ノ内殿原村 藤本亀之助

軽便 20 加西郡九会村ノ内網引村 堀井友治

軽便 10 加西郡九会村ノ内網引村 堀井利一

軽便 10 加西郡下里村ノ内阪本村 浅見常次郎

軽便 12 加西郡多加野村ノ内和泉村 衣笠 蔵

軽便 20 加西郡在田村ノ内殿原村 大西一郎

軽便 10 神崎郡鶴居村ノ内田中村 村田貞蔵

軽便 4 神崎郡甘地村ノ内谷村 坪田弥之助

軽便 4 多可郡津万村ノ内西脇村 多可物産株式会社

軽便 24 多可郡津万村ノ内西脇村 高瀬藤吉

軽便 20 多可郡津万村ノ内西脇村 広田清蔵

軽便 4 多可郡津万村ノ内下戸田 戸田善右衛門

軽便 30 多可郡日延庄村ノ内堀村 岡田儀三郎

軽便 24 多可郡日延庄村ノ内比延村 田中円次郎

軽便 10 多可郡重春村ノ内野村 長井弥吉

軽便 12 多可郡重春村ノ内高田井村 高瀬平吉

軽便 22 多可郡日野村ノ内師瀬村 広仲仁左衛門

軽便 2 多可郡日野村ノ内富吉村 笹倉宇之助

軽便 14 多可郡日野村 篠原幸右衛門

軽便 12 多可郡日野村ノ内富吉村 村井元蔵

軽便 18 多可郡日野村ノ内富吉村 平田善太郎

軽便 20 多可郡日野村ノ内大木村 片浦多七

軽便 12 多可郡福田村ノ内藤田村 大久保熊次郎

軽便 20 多可郡野間谷村ノ内貴船村 門脇庄吉

軽便 22 多可郡野間谷村ノ内貴船村 草別為次郎
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府 県 機 種 台数 所 在 地 据 付 先

兵 庫 県 卅 年式 20 多可郡野間谷村ノ内貴船村 斎藤巻太郎

埼 玉 県 卅 年式 20 北埼玉郡忍町行田 富多山織布合名会社

卅九年式 80 北埼玉郡忍町行田 富多山織布合名会社

卅九年式 20 北葛飾郡幸手町 斎藤悦治

軽便 8 南埼玉郡鷲宮村 鈴木高之助

千 葉 県 卅九年式 5 千葉市場町 高田喜太郎

軽便 10 千葉市場町 高田喜太郎

奈 良 県 卅 年式 50 南葛城郡御所町 吉原織布工場

卅 年式 60 北葛城郡高田町 中川織布工場

卅 年式 50 北葛城郡高田町 堀江三郎

卅九年式 70 北葛城郡高田町 堀江三郎

卅九年式 3 北葛城郡新所村 村井善四郎

軽便 4 北葛城郡磐園村 勝谷織布工場

三 重 県 卅 年式 70 津市新町 富田謹三

卅九年式 80 津市新町 富田謹三

軽便 32 津市新町 富田謹三

卅 年式 70 津市上浜町 富田金七

卅九年式 80 津市上浜町 富田金七

軽便 20 津市上浜町 富田金七

卅 年式 20 飯南郡松坂町 谷口源

卅九年式 95 飯南郡松坂町 谷口源

卅 年式 20 三重郡常盤村松本 村山孝吉

軽便 4 三重郡常盤村松本 村山孝吉

軽便 20 鈴鹿郡庄野村 森庄太郎

軽便 30 河芸郡栄村大字磯山 後藤新次郎

軽便 24 河芸郡一宮村大字北長太 中西宗七

軽便 20 飯南郡松坂町 松坂木綿会社

軽便 194 宇治山田市中島町 東麻次郎

軽便 20 宇治山田市船江町 山田織布工場

愛 知 県 鉄製自働 252 名古屋市熱田町西熱田 名古屋織布株式会社

卅 年式 150 名古屋市前津小林 祖父江分工場

軽便 56 名古屋市武平町 平田又吉

軽便 32 名古屋市島崎町 浅野吉太郎

軽便 28 東春日井郡牛山村 稲垣勘兵衛

卅九年式 112 東春日井郡小牧町 小牧織布株式会社

卅九年式 100 西春日井郡新川町 尾張織布株式会社

卅九年式 48 西春日井郡西枇杷島町小田井 太田幸太郎

卅九年式 26 西春日井郡金城村大字上名古屋 城北織布工場

卅 年式 24 西春日井郡金城村大字上名古屋 城北織布工場

卅 年式 45 西春日井郡金城村大字上名古屋 豊田平吉

軽便 34 西春日井郡金城村大字上名古屋 豊田平吉

軽便 18 愛知郡荒子村 奥村織布工場

卅九年式 24 愛知郡荒子村 奥村織布工場

卅九年式 50 中島郡稲沢町 稲垣織布株式会社

卅九年式 30 海東郡津島町 津島織布株式会社

卅 年式 20 海東郡津島町 津島織布株式会社

鉄製自働 100 海東郡津島町 津島織布株式会社

軽便 1 海東郡津島町 津島織布株式会社

軽便 50 丹羽郡楽田村 松山政根

軽便 50 丹羽郡小口村 小口棉布合資会社

三井物産と豊田佐吉および豊田式織機の研究（下）（由井）
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府 県 機 種 台数 所 在 地 据 付 先

愛 知 県 軽便 36 丹羽郡西成村 平松鎌次郎

軽便 50 丹羽郡岩倉町 岩倉織布合資会社

軽便 24 丹羽郡岩倉町字北島 戸田伊三郎

卅 年式 50 丹羽郡扶桑村 高雄棉布合資会社

軽便 50 丹羽郡扶桑村 高雄棉布合資会社

鉄製自働 100 知多郡半田町 三重紡績会社知多分工場

卅九年式 36 知多郡猪川村 森井政治

軽便 200 知多郡亀崎町乙川 石川藤

軽便 100 知多郡横須賀町 雀印織布合資会社

軽便 21 知多郡常滑町 柿田藤右衛門

軽便 30 知多郡師崎町 竹味惣右衛門

軽便 70 知多郡岡田村 竹田文次郎

軽便 60 知多郡荒尾村 上野織布合資会社

軽便 30 知多郡阿久比村 山本芳助

軽便 30 知多郡阿久比村 山内菊次郎

軽便 48 知多郡石浜村 竹内清兵衛

軽便 16 知多郡小鈴谷村大谷 千賀 三

軽便 20 知多郡鬼崎村 木錠吉

軽便 36 知多郡枳豆志村 久田動力織布工場

軽便 24 碧海郡大浜町 国松豊次郎

軽便 3 碧海郡大浜町 国松一作

軽便 40 碧海郡大浜町 磯貝仙太郎

卅九年式 15 碧海郡大浜町 磯貝仙太郎

卅九年式 50 碧海郡大浜町 亀島商会

卅九年式 50 碧海郡大浜町 杉浦一太郎

卅九年式 50 幡豆郡西尾町 西三織布合資会社

軽便 50 幡豆郡西尾町 西三織布合資会社

軽便 20 幡豆郡棚尾村 名倉源次郎

軽便 40 幡豆郡平阪町新在家 大村十五郎

軽便 30 幡豆郡平阪町与津村 岡田三代

軽便 4 額田郡 谷村字 泉寺 磯貝惣市

卅九年式 20 額田郡岡崎町 千賀千太郎

卅九年式 20 宝飯郡小阪井村伊奈 市川六郎

卅 年式 48 豊橋市新川町 滝崎機業合資会社

卅 年式 20 豊橋市花田町 松下栄三郎

軽便 30 豊橋市花田町 松下栄三郎

軽便 50 豊橋市花田町 尾崎次平

軽便 30 豊橋市曲手町 松下和市

卅九年式 50 渥美郡上細谷村 尾崎高治

静 岡 県 卅九年式 5 原郡萩間村 絹村善吉
卅九年式 40 磐田郡見付町 栗田勘次郎
卅九年式 10 磐田郡見付町 水島慶太郎
軽便 6 磐田郡見付町 水島慶太郎
軽便 16 周智郡飯田村 鈴木忠兵衛
軽便 30 浜名郡吉津村山口 山口機業合資会社
軽便 28 浜名郡舞阪駅前 石津郁三郎
軽便 10 浜名郡吉津村山口 佐原峯三
軽便 8 浜名郡新所村 岩城三四郎

岐 阜 県 軽便 50 稲葉郡鵜沼村 高木市兵衛
卅九年式 50 安 郡大垣町 大垣織布株式会社

滋 賀 県 卅 年式 30 蒲生郡 幡町 近江帆布株式会社
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府 県 機 種 台数 所 在 地 据 付 先

山 形 県 卅九年式 30 東村山郡山辺町 柏木喜代太

卅九年式 1 東村山郡天童町 東村山郡立染織学校

軽便 1 東村山郡天童町 東村山郡立染織学校

軽便 20 最上郡新庄町川原 石川機業部

卅九年式 5 最上郡新庄町川原 石川機業部

青 森 県 卅九年式 10 弘前市相良町 森岡守衛

岡 山 県 卅九年式 1 児島郡片岡 小柳睛次郎

軽便 1 児島郡片岡 小柳睛次郎

卅 年式 10 児島郡味野村 三宅商店

広 島 県 卅 年式 100 深安郡福山東町 熊谷棉布工場

鉄製小巾 2 深安郡福山東町 熊谷棉布工場

軽便 1 深安郡福山東町 熊谷棉布工場

軽便 20 芦品郡府中町 平地治平

軽便 20 芦品郡万能倉村 山手与四郎

軽便 50 沼隈郡水呑村 杉原吉次郎

軽便 10 赤磐郡軽部村 鷹取掉次郎

卅九年式 30 深安郡湯田村箱田 藤田綿布工場

卅九年式 20 深安郡川北村 吉岡芳助

山 口 県 卅九年式 1 玖珂郡柳井津町 山口県染織講習所

軽便 1 玖珂郡柳井津町 山口県染織講習所

和歌山県 軽便 50 那珂郡粉河町 粉河織布合資会社

軽便 5 和歌山市尾形町 木国織物組

軽便 10 日高郡湯川村小松原 小川定夫

卅九年式 100 和歌山市添桶屋町 和歌山綿布合資会社

卅 年式 20 和歌山市弁財天町 榎本織布工場

広巾木製 18 和歌山市弁財天町 榎本織布工場

徳 島 県 卅九年式 200 徳島市大字前川村 堺紡績会社徳島工場

卅 年式 20 徳島市蔵本町 美馬染織工場

軽便 15 徳島市蔵本町 美馬染織工場

軽便 100 徳島市西新町 長尾伝蔵

軽便 32 板野郡撫養町 撫養織布合資会社

卅九年式 30 板野郡撫養町 撫養織布合資会社

卅九年式 20 三好郡辻町 山林織布工場

卅 年式 20 阿波郡大俣村 井内織布工場

香 川 県 卅九年式 30 三豊郡豊浜町 合田久吉

愛 媛 県 卅九年式 100 松山市萱町 伊予電力織布会社

卅九年式 56 宇摩郡上分村 平井定次郎

卅九年式 1 北宇和郡吉田町 SK染織工場

軽便 20 北宇和郡吉田町 SK染織工場

福 岡 県 軽便 10 女郡福島本町 青柳光太郎

熊 本 県 軽便 1 熊本市 熊本県立工業学校

鉄製小巾 1 熊本市 熊本県立工業学校

清 国 鉄製自働 10 上海北四川路 宏与公司

鉄製小巾 49 上海北四川路 宏与公司

軽便 10 上海北四川路 宏与公司

木製広巾 2 上海北四川路 宏与公司

木製広巾 14 天津日本租界 吉長洋行

出所) 豊田式織機株式会社「豊田式織機据付工場」（明治41年9月30日現在）より作成。

三井物産と豊田佐吉および豊田式織機の研究（下）（由井）
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第
２
表

12府
県
の
織
布
力
織
機
種
別
据
付
状
況
（
紡
績
会
社
の
兼
営
を
除
く
、
1913年

）
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2,008
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出
所
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鈴
木
淳
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明
治
の
機
械
工
業
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ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
1996

年
）
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頁
か
ら
、
豊
田
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お
よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
織
機
の
据
付
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況
が
う
か
が
え
る
よ
う
に
作
成
。

豊
田
式
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島
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三
月
の
後
述
す
る
経
営
の
再
編
ま
で
、
登
記
上
は
従
来
ど
お
り
豊
田
佐
吉
が
常
務
取
締
役
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
そ
の
後
、「
第
拾
五
期
営

業
報
告
書
」（
大
正
参
年
四
月
）
に
は
、
前
年
の
一
一
月
一
五
日
、
大
正
天
皇
が
「
陸
軍
大
演
習
統
監
ノ
爲
メ
当
市
離
宮
ニ
御
駐
輩
」
に
さ

い
し
、
豊
田
式
織
機
会
社
に
た
い
し
、
豊
田
式
織
機
発
明
の
功
と
し
て
、「
発
明
者
豊
田
佐
吉
ニ
拝

ヲ
御
付
ケ
ラ
レ
又
徳
川
侍
従
ヲ
御
勅

使
ト
シ
テ
当
社
ニ
御
差
遣
ア
ラ
セ
ラ
レ
」
と
記
さ
れ
て

５
）

い
る
。

ち
な
み
に
豊
田
佐
吉
は
、
前
号
に
述
べ
た
よ
う
に
、
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
の
設
立
に
と
も
な
い
自
身
の
島
崎
町
工
場
は
こ
れ
を
同
社
に

従
業
員
と
も
移
転
し
た
が
、
別
に
自
営
の
織
布
工
場
と
し
て
、
弟
の
平
吉
に
押
切
工
場
、
同
じ
く
佐
助
に
菊
井
工
場
の
二
つ
の
工
場
（「
分

工
場
」
と
も
称
し
た
）
を
経
営
さ
せ
て
い
た
。
当
時
前
者
は
主
と
し
て
満
洲
む
け
の
白
木
綿
、
後
者
は
試
験
工
場
的
な
役
割
で
白
木
綿
を
製

織
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
と
も
に
小
規
模
の
も
の
で
あ

６
）

っ
た
。

１
）

豊
田
式
織
機
株
式
会
社
の
営
業
用
の
案
内
書
で
、
明
治
四
〇
年
四
月
〜
九
月
の
も
の
と
の
書
き
込
み
が
あ
る
。「
据
付
工
場
」
一
覧
な
ど
こ

れ
ら
一
連
の
史
料
は
、
ト
ヨ
タ
産
業
技
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
な
お
御
幸
毛
織
株
式
会
社
の
社
史
編
纂
室
か
ら
も
史
料
の
所
在
に
つ
い
て

御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

２
）

同

右

３
）

豊
田
式
織
機
株
式
会
社
「
豊
田
式
織
機
据
付
工
場
」（
明
治
四
一
年
九
月
三
〇
日
付
）

４
）
「
河
正
会
議
」
に
つ
い
て
は
、
与
良
松
三
郎
『
織
機
王

豊
田
佐
吉
』（
興
風
書
院
、
昭
和
六
年
）
三
六

七
一
頁
。
邦
光
史
郎
『
小
説

豊
田
佐
吉
』（
中
部
日
本
新
聞
社
、
昭
和
六
二
年
）
四
九

六
〇
頁
な
ど
、
多
分
に
脚
色
を
交
え
た
劇
的
な
記
述
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
な
か
で
は
、
執
筆
時
期
が
早
い
だ
け
に
、
与
良
著
が
比

的
事
実
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。『
豊
田
佐
吉
伝
』（
一
一
二
頁
）
を
含
め

て
、
い
ず
れ
も
豊
田
佐
吉
が
、
辞
表
を
提
出
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
会
社
側
が
正
式
に
受
理
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
も
常
務
取
締
役

に
再
選
さ
れ
て
い
る
。
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５
）

豊
田
式
織
機
株
式
会
社
「
第
拾
五
期
営
業
報
告
書
」（
大
正
参
年
四
月
）
二

三
頁
。

６
）

愛
知
県
「
工
場
票
」（
明
治
四
四
年
）
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
豊
田
平
吉
工
場
主
の
「
豊
田
織
布
工
場
」
は
、
明
治
三
三
年

月
創
業
、
西
春

日
郡
職
工
二
七
人
（
男
六
、
女
二
一
人
）、
徒
弟
（
十
四
才
以
下
）
一
〇
人
（
男
一
、
女
九
人
）、
売
上
高
七
、
五
二
六
・
四
円
、
動
力
は
ガ
ス

発
動
機
一
台
（
二
〇
馬
力
）
で
あ
る
。（
愛
知
県
公
文
書
館

史
料
〇
四
一
四

二
）。

二

佐
吉
の
渡
米
・
渡
英
と
三
井
物
産
の
海
外
支
店

豊
田
式
織
機
会
社
の
役
員
解
任
問
題
は
、
豊
田
佐
吉
に
と
っ
て
予
想
し
な
か
っ
た
か
ら
、
大
き
な
衝
撃
で
あ
っ
た
。
彼
自
身
、
こ
の
頃
発

明
家
と
し
て
自
信
と
抱
負
を
持
ち
、
と
き
に
は
「
大
言
壮
語
」
す
る
こ
と
も
あ

１
）

っ
た
だ
け
に
侮
辱
と
失
意
に
苦
悩
し
た
。
そ
し
て
辞
任
後
数

週
間
足
ら
ず
で
外
遊
を
思
い
立
っ
て
い
る
。
気
分
転
換
の
た
め
の
「
日
本
脱
出
」
に
は
、
高
辻
奈
良
造
が
大
い
に
同
情
し
、
激
励
し
た
と
い

わ

２
）

れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
豊
田
佐
吉
は
、
欧
米
諸
国
の
視
察
と
織
機
の
比

研
究
、
さ
ら
に
は
豊
田
式
織
機
の
ア
メ
リ
カ
で
の
特
許
取
得
と

普
及
を
目
途
し
て
、
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
春
に
わ
か
に
渡
米
す
る
こ
と
と
な

３
）

っ
た
。

外
遊
の
手
配
と
便
宜
は
、
藤
野
亀
之
助
が
こ
れ
に
当
た
り
、
海
外
諸
支
店
に
連
絡
・
依
頼
し
て
い
る
。
こ
の
年
佐
吉
の
勧
め
で
東
京
工
業

学
校
紡
織
科
を
卒
業
し
、
豊
田
式
織
機
に
入
社
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
西
川
秋
次
が
同
道
し
た
。
こ
の
と
き
の
渡
航
費
用
は
、
藤
野
の
口

聞
き
で
豊
田
式
織
機
の
特
許
使
用
料
な
ど
を
も
っ
て
こ
れ
に
あ

４
）

て
た
と
も
い
わ
れ
る
が
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
辞
任
後
一

カ
月
の
五
月
一

日
、
豊
田
佐
吉
は
、
日
本
郵
船
の
「
因
幡
丸
」
に
乗
船
、
渡
米
し
た
。

豊
田
佐
吉
の
ア
メ
リ
カ
で
の
見
聞
と
生
活
、
そ
し
て
製
織
工
場
と
織
機
の
国
際
比

に
つ
い
て
は
、
幸
い
佐
吉
自
身
が
こ
れ
を
記
録
し
、
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『
豊
田
佐
吉
伝
』
に
も
記
述
さ
れ
て

５
）

い
る
の
で
、
こ
れ
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
今
日
的
な
い
し
国
際
的
視
野
か
ら
考
究
し
、
そ
の
意
義
を
検
討
す

る
こ
と
が
で
き
る
。（
た
だ
し
、
二
〇
世
紀
初
期
の
進
歩
主
義
ア
メ
リ
カ
の
産
業
や
社
会
経
済
一
般
に
つ
い
て
の
彼
の
所
見
は
、
こ
こ
で
は

省
略
す
る
ほ
か
な
い
）。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
西
海
岸
で
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
長
の
津
田
弘
視
、
東
海
岸
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
瀬
戸
孝
之
助
が
終
始
彼

の
面
倒
を
み
、
便
宜
を
は
か
ら
っ
て
い
る
。
と
く
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
瀬
戸
支
店
長
が
意
を
尽
く
し
、
機
械
担
当
社
員
が
同
道
し
、
豊
田

佐
吉
を
三
井
物
産
の
視
察
者
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
織
物
工
業
の
見
学
と
調
査
を
可
能
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
佐
吉
は
、
同
年

月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
世
界
で
当
時
も
っ
と
も
進
歩
し
て
い
た
諸
機
業
地
（
ボ
ス
ト
ン
、
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス
、
ウ
ー
ス
タ
ー
、
ニ
ュ
ー
ベ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
）
の
諸
工
場
を
見
学
し
た
。
瀬
戸
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
は
、
彼
の
来
訪
と
滞
在
に
つ
い
て
、
後
年
左
の
よ
う
に
述
べ
て

６
）

い
る
。

私
が
豊
田
織
機
王
を
知
り
し
は
三
井
物
産
紐
育
支
店
在
勤
中
の
明
治
四
十
三
年
で
大
阪
の
藤
野
亀
之
助
支
店
長
よ
り
紹
介
並
に
滞
米
中
御
世
話

す
る
様
と
の
依
頼
来
し
居
り
西
川
秋
次
氏
を
同
伴
紐
育
に
着
せ
ら
れ
会
談
す
る
と
、
豊
田
式
自
動
織
機
の
優
秀
な
る
に
は
堅
き
自
信
あ
り
其
製
造

権
を
米
国
に
売
込
み
、
且
つ
米
国
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
式
自
動
織
機
其
他
の
構
造
運
転
振
ま
で
米
国
綿
紡
織
業
の
実
際
を
見
学
し
度
く
語
ら
れ
り
。
当

時
豊
田
氏
は
日
本
に
お
け
る
織
機
製
作
販
売
が
経
済
的
に
成
績
稍
不
良
失
意
の
際
な
り
し
も
其
楽
観
的
自
信
高
遠
な
る
理
想
に
は
変
り
無
く
、

益
々
織
機
製
作
に
成
功
せ
ん
と
の
不
屈
の
決
意
を
示
さ
れ
余
も
出
来
得
る
丈
の
助
力
を
試
み
た
り
。
其
の
際
織
機
製
造
権
の
売
込
み
不
成
功
に
終

り
た
り
し
も
、
米
国
綿
紡
織
業
の
発
達
機
械
工
業
の
進
歩
工
場
に
於
け
る
研
究
設
備
の
完
備
を
見
、
又
豊
田
式
織
機
に
改
良
の
余
地
あ
る
を
認
め

種
々
得
る
と
こ
ろ
有
り
欧
州
経
由
帰
朝
せ
ら
れ
た
り
。

二
〇
世
紀
の
初
期
に
は
、
豊
田
佐
吉
の
訪
米
よ
り
も
早
く
、
既
に
紡
績
業
者
な
ど
日
本
の
経
営
者
や
技
術
者
で
見
学
し
た
も
の
も
あ

７
）

っ
た
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が
、
経
営
者
か
つ
技
術
者
と
し
て
、
十
分
に
時
間
を
か
け
て
広
範
囲
に
調
査
し
た
の
は
彼
が
最
初
で
あ
っ
た
。
ま
た
前
号
で
み
た
よ
う
に
、

四
年
前
に
鐘
紡
の
神
戸
工
場
の
比

研
究
に
参
加
し
、
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
織
機
の
機
能
は
こ
れ
を
理
解
し
て
い
た
か
ら
、
織
物
工
場
の
実
地
見

学
は
、
予
備
知
識
が
十
分
あ
っ
た
だ
け
に
有
益
で
あ
っ
た
ろ
う
。

見
学
の
結
果
彼
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
有
力
な
製
織
工
場
が
、
自
動
織
機
こ
そ
普
及
し
て
い
な
い
も
の
の
、
予
想
を
は

る
か
に
上
ま
わ
る
大
資
本
、
大
規
模
で
あ
っ
て
、
一
工
場
当
り
数
百
台
以
上
の
規
模
で
操
業
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
一
人
の
労
働
者
に
よ
っ
て

織
機
一

台
な
い
し
二
四
台
が
運
転
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
独
立
し
た
試
験
室
な
ど
研
究
施
設
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
を
重
要
な

特
徴
と
し
て
理
解
し
、
納
得
し
た
。

と
り
わ
け
彼
を
驚
嘆
、
羨
望
さ
せ
た
の
は
、「
試
験
施
設
」
の
充
実
し
た
存
在
で
あ
り
、
試
験
用
の
織
機
二
〇
台
と
一
〇
人
を
こ
え
る
技

師
に
よ
っ
て
、
実
地
試
験
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ

８
）

っ
た
。
当
時
の
日
本
で
も
、
有
力
な
紡
績
会
社
、
三
重
紡
績
の
四
日
市
工
場
や
鐘
淵

紡
績
の
神
戸
工
場
な
ど
で
試
験
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
製
造
工
場
の
内
部
が
通
念
で
あ
っ
て
、
独
立
し
た
研
究
開
発
、
す

な
わ
ちR

esea
rch

&
D
ev
elo
p
m
en
t

の
組
織
的
発
展
に
瞠
目
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
豊
田
佐
吉
の
発
明
家
・
企
業
家
人
生
を
た

ど
る
上
で
、
さ
ら
に
は
日
米
の
製
造
企
業
の
経
営
発
展
に
お
け
る
比

の
上
に
も
重
視
さ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

も
っ
と
も
佐
吉
は
、
ア
メ
リ
カ
の
製
織
工
場
の
進
歩
に
圧
倒
さ
れ
た
わ
け
で
な
く
、
同
時
に
経
営
上
の
重
要
な
弱
点
、
問
題
点
を
、
自
身

の
豊
田
式
織
機
の
製
織
工
場
と
の
比

に
お
い
て
、
見
出
し
て
い
た
。『
豊
田
佐
吉
伝
』
に
記
述
さ
れ
、
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
左
の
諸
点
で

９
）

あ
る
。

⑴

豊
田
式
力
織
機
が
一
分
間
に
二
二
〇
回
以
上
（
実
際
に
は
一

〇
な
い
し
二
三
〇
回
程
度
）
の
高
速
回
転
す
る
の
に
た
い
し
、
ア
メ
リ
カ
の

は
約
一
六
〇
回
で
、
回
転
速
度
が
お
そ
い
こ
と
。
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⑵

織
機
全
体
の
機
構
が
複
雑
で
あ
る
た
め
破
損
が
多
い
こ
と
。

⑶

織
機
の
振
動
が
は
な
は
だ
し
い
こ
と
。

⑷

経
糸
の
切
断
が
多
い
こ
と
。

⑸

製
品
の
「
地
合
」
い
が
良
く
な
い
こ
と
。

こ
れ
ら
の
諸
点
は
、
い
ず
れ
も
当
時
の
日
米
の
技
術
・
経
営
の
国
際
比

の
観
点
か
ら
、
こ
こ
で
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
⑴
の
回
転
数

は
、
直
接
機
械
の
能
率
を
示
す
基
準
で
あ
っ
て
、
豊
田
佐
吉
が
そ
の
増
大
に
大
い
に
こ
だ
わ
っ
た
点
で
あ
る
。
だ
か
ら
回
転
速
度
に
お
い
て

豊
田
式
の
優
位
を
認
識
し
た
こ
と
は
、
⑵
⑶
⑷
と
あ
わ
せ
て
、
彼
の
自
信
を
裏
付
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
従
来
あ
ま
り
注
意
さ
れ

て
い
な
い
が
、
⑸
の
製
品
の
属
性
は
重
視
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
の
製
品
が
、
豊
田
佐
吉
の
眼
か
ら
み
る
と
、
日
本
の
市

場
で
や
か
ま
し
い
「
風ふう
合あ
い
」「
地じ
合あ
い
」
の
よ
う
な
き
め
細
か
さ
と
、
製
品
の
種
類
の
相
違
に
配
慮
が
欠
け
、
一
般
に
モ
ノ
ト
ナ
ス
に
感

じ
ら
れ
た
こ
と
で

10
）

あ
る
。
彼
は
帰
国
後
、
豊
田
紡
織
工
場
に
お
い
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
と
は
対
照
的
に
、
中
規
模
の
製
織
工

場
を
経
営
し
、
著
し
い
多
品
種
生
産
を
展
開
す
る
。

豊
田
佐
吉
は
、
こ
う
し
て
入
念
な
調
査
・
見
学
の
末
、
技
術
的
に
み
る
と
ア
メ
リ
カ
の
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
式
（
管
換
式
）
と
日
本
の
豊
田
式

（

替
式
）
と
は
異
な
る
構
造
で
あ
り
、
自
動
化
に
つ
い
て
も
別
の
シ
ス
テ
ム
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
同
時
に
、
織
布
工
場
の
経
営
に

つ
い
て
は
、
規
模
に
お
い
て
ま
さ
る
ア
メ
リ
カ
の
工
場
も
、
製
造
コ
ス
ト
（
原
料
綿
糸
、
労
動
賃
金
と
も
に
日
本
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
、

と
く
に
後
者
は
桁
ち
が
い
で
あ
っ
た
）
な
ら
び
に
製
品
品
質
に
お
い
て
優
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
の
結
論
に
達
し
、
こ
れ
を
日
本
の

三
井
物
産
に
か
き
送

11
）

っ
た
。
事
実
、
こ
の
時
期
に
前
号
で
考
察
し
た
よ
う
に
「
満
洲
」
に
お
い
て
、
日
本
の
国
産
綿
布
が
ア
メ
リ
カ
製
品
を

「
駆
逐
」
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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ち
な
み
に
、
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
式
と
豊
田
式
の
自
動
織
機
の
比

は
、
こ
れ
よ
り
約
一
〇
年
の
の
ち
、
佐
吉
の
長
男
の
喜
一
郎
が
、
東
大
工

学
部
を
卒
業
し
、
父
の
事
業
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
一
九
二
〇
年
代
に
本
格
的
に
と
り
組
む
こ
と
と

12
）

な
る
。

な
お
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在
中
、
豊
田
佐
吉
は
、
三
井
物
産
の
紹
介
で
、
高
峰
譲
吉
に
会
っ
て
い
る
。
高
峰
は
、
製
薬
業
の
先
駆
者
で
、
ア

メ
リ
カ
に
お
い
て
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
や
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
発
見
と
工
業
化
実
現
し
、
ア
メ
リ
カ
で
成
功
し
た
日
本
人
と
し
て
大
き
な
評
価
を
え

て
い
た
。
豊
田
佐
吉
は
多
大
の
敬
意
を
も
っ
て
高
峰
の
自
宅
を
再
三
訪
問
し
、
発
明
発
見
の
工
業
化
は
、
営
利
的
会
社
企
業
の
よ
く
す
る
と

こ
ろ
で
な
く
、
発
明
家
自
身
の
手
に
よ
っ
て
な
す
べ
き
こ
と
と
の
高
峰
の
意
見
に
深
い
感
銘
を
え
た
、
と
さ
れ
て

13
）

い
る
。

豊
田
佐
吉
は
、
彼
の
発
明
を
ア
メ
リ
カ
で
特
許
出
願
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
滞
在
中
に
よ
び
よ
せ
た
石
原
卯

が
担
当
し
た
が
、
こ
れ
は
十

分
な
成
果
を
み
な
か
っ
た
）
し
た
の
ち
、
同
年
一
〇
月

日
、
紡
織
業
の
研
究
を
継
続
さ
せ
る
べ
く
西
川
を
残
し
て
、
石
原
と
と
も
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
を
出
発
し
た
。
つ
い
で
イ
ギ
リ
ス
に
渡
航
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
地
方
で
、
一
カ
月
近
く
織
物
工
場
を
見
学
、
こ
こ
で
は
磯
村
豊
太

郎
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
が
彼
の
世
話
を
み
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
織
機
メ
ー
カ
ー
、
プ
ラ
ッ
ト
は
じ
め
三
井
物
産
の
長
い
期
間
に
わ
た
る
密

接
な
取
引
先
が
あ
っ
た
か
ら
、
見
学
が
ア
メ
リ
カ
よ
り
は
る
か
に
容
易
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
一
九
世
紀
を
通
じ
て
「
世
界
の
工
場
」
と
い
わ
れ
、
産
業
革
命
の
メ
ッ
カ
に
お
い
て
彼
が
目
撃
し
た
の
は
、
意
外
と
も
い
え

る
事
実
で
あ
っ
た
。

彼
は
こ
う
記
し
て

14
）

い
る
。

大
抵
工
女
一
人
ニ
テ
平
均
四
台
半
位
ノ
取
扱
ヒ
ニ
過
ギ
ス
。
殊
ニ
自
動
織
機
ナ
ド
ヲ
扱
ヒ
居
レ
ル
工
場
ハ
、
サ
ラ
ニ
一
ケ
所
モ
ナ
シ
。（
中
略
）

同
所
ノ
職
工
賃
金
ハ
、
我
ガ
国
ノ
四
倍
以
上
ニ
当
レ
リ
（
以
下
略
）
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イ
ギ
リ
ス
の
紡
織
工
業
の
停
滞
と
国
際
的
に
み
た
競
争
力
の
低
下
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
綿
糸
の
場
合
は
、

す
で
に
日
本
の
紡
績
会
社
の
製
品
が
東
洋
市
場
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
製
品
に
と
っ
て
代
る
よ
う
に
な
り
、
綿
布
に
つ
い
て
も
、
ち
ょ
う
ど
こ

の
時
期
に
日
本
の
輸
出
が
成
果
を
あ
げ
は
じ
め
て
い
た
。
こ
の
点
も
前
号
で
考
察
し
た
と
こ
と
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
イ
ギ
リ
ス
の
綿
業
の
構
造
的
な
問
題
な
い
し
凋
落
が
ひ
ろ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
二
〇
年
代
、
と
く
に
後
半

の
こ
と
で

15
）

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
長
い
間
綿
業
の
本
場
と
い
わ
れ
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
い

て
、
織
物
工
場
の
経
営
が
著
し
く
保
守
的
で
能
率
が
低
い
実
態
を
み
て
、
佐
吉
が
意
外
に
感
じ
た
の
も
、
無
理
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
豊
田
佐
吉
は
、
自
信
を
と
り
戻
し
、
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
を
訪
ね
、
翌
年
早
々
帰
国
し
た
。

欧
米
先
進
国
の
綿
織
物
業
の
技
術
・
経
営
の
視
察
結
果
は
、
豊
田
佐
吉
「
各
国
ヲ
視
察
シ
テ
我
ガ
国
綿
業
ノ
将
来
ヲ
占
セ
リ
」
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
た
。
結
論
部
分
は
、
以
下
の
と
お
り
で

16
）

あ
っ
て
、
藤
野
は
じ
め
三
井
物
産
の
綿
花
部
の
豊
田
織
機
の
支
援
グ
ル
ー
プ
の
構
想
を
さ

ら
に
鼓
舞
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

扨
テ
、
米
国
ノ
斯
業
ヲ
視
タ
ル
ニ
、
仮
令
自
動
織
機
ニ
テ
、
一
人
ノ
職
工
ガ
二
十
台
内
外
ヲ
取
扱
ヒ
居
ル
モ
、
其
ノ
収
入
ハ
本
邦
ノ
夫
レ
ニ
比

ス
ル
ト
、
殆
ド
十
倍
以
上
タ
リ
。
殊
ニ
木
綿
ノ
地
合
風
合
ノ
面
白
カ
ラ
ザ
ル
事
（
東
洋
的
デ
ナ
キ
コ
ト
）
最
良
ノ
米
綿
ノ
ミ
ヲ
使
用
ス
ル
故
、
出

来
上
リ
ノ
綿
糸
ガ
高
価
ナ
ル
事
等
ニ
於
テ
、
米
国
何
等
恐
ル
ル
ニ
足
ラ
ズ
。
現
ニ
米
国
綿
布
ハ
、
日
清
戦
争
前
後
マ
デ
ハ
、
満
州
ニ
多
大
ノ
輸
出

ヲ
見
シ
ガ
、
三
井
物
産
ト
東
洋
紡
其
ノ
他
ノ
大
紡
績
会
社
ノ
奮
闘
ニ
ヨ
リ
テ
、
二
、
三
年
間
ニ
全
部
駆
逐
セ
ラ
レ
シ
例
ア
ル
ヲ
以
テ
、
目
指
ス
処

ハ
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
ニ
在
リ
ト
信
ジ
、
精
シ
ク
視
察
シ
タ
ル
次
第
ナ
リ
。
予
ハ
カ
ネ
テ
ヨ
リ
、
綿
業
ノ
大
事
業
ナ
ル
事
ハ
悟
リ
居
リ
シ
モ
、
同

地
ヲ
視
察
シ
テ
初
メ
テ
、
紡
織
業
ハ
工
業
中
ノ
最
大
ナ
ル
事
ヲ
親
シ
ク
目
撃
セ
リ
。
英
国
ニ
テ
ハ
、
大
抵
工
女
一
人
ニ
テ
平
均
四
台
半
位
ノ
取
扱

ヒ
ニ
過
ギ
ズ
。
殊
ニ
自
動
織
機
ナ
ド
ヲ
扱
ヒ
居
レ
ル
工
場
ハ
、
サ
ラ
ニ
一
ケ
所
モ
ナ
シ
。
之
レ
予
ガ
斯
業
ニ
大
イ
ニ
望
ヲ
嘱
シ
タ
ル
所
以
ナ
リ
。

何
ト
ナ
レ
バ
、
同
所
ノ
職
工
賃
金
ハ
我
ガ
四
倍
以
上
ニ
当
リ
、
我
ガ
国
当
時
ノ
広
幅
織
機
一
人
ノ
持
チ
台
ハ
、
漸
ク
平
均
一
台
二
、
三
分
ニ
当
ラ
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ザ
リ
シ
ガ
、
一
碼
ノ
生
産
費
ハ
、
英
国
ノ
夫
レ
ヨ
リ
少
シ
ク
高
キ
ニ
ア
ル
位
ノ
事
ナ
リ
。
サ
レ
バ
、
之
ヲ
若
シ
我
ガ
自
動
織
機
ニ
テ
製
織
ス
レ
バ
、

仮
令
、
一
人
ニ
テ

台
持
ツ
ト
シ
テ
モ
、
其
ノ
碼
当
リ
ノ
工
賃
ハ
、
英
国
ノ
十
分
ノ
二
・
三
ニ
止
マ
ル
概
算
タ
ル
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
実
行
ス
レ
バ
、

漸
次
英
国
ヲ
凌
駕
シ
、
遂
ニ
必
勝
ヲ
期
シ
得
ベ
キ
事
瞭
然
タ
リ
。

１
）

豊
田
佐
吉
が
「
遠
大
な
理
想
と
楽
観
」
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
、、
当
時
友
人
の
「
名
古
屋
の
服
部
兼
三
郎
」
に
た
い
し
「
東
洋
の

豊
田
」
と
自
称
し
た
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
前
掲
『
豊
田
佐
吉
伝
』
逸
話
篇
、
二
二
頁
。

２
）

前
掲
『
織
機
王
豊
田
佐
吉
』
三
七
四
頁
。
な
お
藤
野
ら
三
井
物
産
側
は
、「
万
が
一
」
の
彼
の
身
を
案
じ
た
と
い
わ
れ
る
（
同
書
三
七
三

頁
）。

３
）

前
掲
『
豊
田
佐
吉
伝
』
一
一
二

三
頁
。

４
）

ち
な
み
に
「
第

期
営
業
報
告
書
」（
明
治
四
三
年
一
〇
月
）
の
損
益
計
算
の
収
出
に
は
、
臨
時
費
二
、

〇
七
円
九
〇
銭
、
特
許
料
二
二

〇
円
の
記
録
が
あ
る
。
後
記
の
瀬
戸
支
配
人
の
回
顧
談
か
ら
み
る
と
滞
在
費
な
ど
は
三
井
物
産
の
各
支
店
が
負
担
し
た
よ
う
に
も
と
れ
る
。

５
）

以
下
の
外
遊
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
前
掲
『
豊
田
佐
吉
伝
』（
一
一
三

九
頁
）、
同
、
揖
西
『
豊
田
佐
吉
』（

五

九
〇
頁
）
な
ど
。

６
）

瀬
戸
孝
之
助
「
豊
田
佐
吉
氏
の
追
憶
」、
前
掲
『
豊
田
佐
吉
伝
』
追
懐
篇
、
二

一

二
頁
よ
り
引
用
。

７
）

す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
式
織
機
は
、
一

九
四
年
の
発
明
の
管
替
式
補
充
装
置
で
、
ま
も
な
く
日
本
に
紹
介
さ
れ
、

と
く
に
一

九
九
年
に
三
井
物
産
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
支
店
長
岩
原
謙
三
が
帰
国
し
た
さ
い
そ
の
意
義
を
説
き
、
翌
一
九
〇
〇
年
に
既
述
の
よ

う
に
、
高
辻
奈
造
が
渡
米
し
た
と
き
、
和
田
豊
治
（
三
井
工
業
部
か
ら
鐘
紡
）
の
ほ
か
、
山
辺
丈
夫
・
滝
村
竹
男
（
大
阪
紡
織
）、
斉
藤
恒
三

（
三
重
紡
織
）、
高
橋
栄
治
（
金
巾
製
織
）
ら
が
、
た
ま
た
ま
同
時
に
調
査
目
的
で
渡
米
し
た
（
前
掲
『
豊
田
佐
吉
』

六
頁
、
そ
の
ほ
か
喜
多

貞
吉
『
和
田
豊
治
伝
』

和
田
豊
治
伝
編
纂
所

、
大
正
一
五
年
、
二
三
四

二
七
〇
頁
な
ど
参
照
）。

８
）

前
掲
『
豊
田
佐
吉
伝
』
一
一
五

六
頁
。

９
）

同
右
一
一
五
頁
、
後
掲
の
豊
田
佐
吉
「
各
国
ヲ
視
察
シ
テ
我
国
綿
業
ノ
将
来
ヲ
占
セ
リ
」
な
ど
。
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10
）

製
品
市
場
の
き
め
細
か
さ
の
も
つ
意
味
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
こ
れ
を
比

経
営
史
の
立
場
で
立
ち
い
っ
て
論
述
し
た
こ
と
が
あ
る
。
由
井

常
彦
・
大
東
英
祐
編
『
大
企
業
時
代
到
来
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）「
概
説
」、（
と
り
わ
け
五
四

六
三
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

11
）

三
井
物
産
側
に
お
い
て
史
料
的
に
確
認
で
き
な
い
が
、
上
述
の
諸
事
情
か
ら
み
て
、
藤
野
亀
之
助
に
こ
の
情
報
が
届
け
ら
れ
た
こ
と
は
確
実

で
あ
り
、
三
井
物
産
の
内
部
で
、
国
産
綿
布
の
輸
出
方
針
が
鼓
舞
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

12
）

和
田
一
夫
・
由
井
常
彦
『
豊
田
喜
一
郎
伝
』（
名
古
屋
大
学
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
第
四
章
の
二
「
Ｇ
型
自
動
織
機
の
誕
生
」、
一
五
二
頁
以

下
。

13
）

前
掲
『
豊
田
佐
吉
伝
』
一
一
七

頁
。

14
）
「
各
国
ヲ
視
察
シ
テ
我
国
綿
業
ノ
将
来
ヲ
占
セ
リ
」
豊
田
自
動
織
機
製
作
所
『
四
十
年
史
』（
同
社
、
昭
和
四
二
年
）
六
〇

五
頁
。

15
）

イ
ギ
リ
ス
の
綿
業
の
停
滞
と
競
争
力
の
低
下
を
論
じ
た
論
考
は
、
鐘
紡
の
武
藤
山
治
に
は
じ
ま
り
、
昭
和
年
代
に
入
っ
て
新
聞
聯
合
会
社
編

「
英
国
綿
業
の
苦
悶
」（
同
社
、
大
阪
、
昭
和
三
年
）、
外
務
省
商
工
局
調
査
「
英
国
綿
業
の
現
状
」（
外
務
局
、
昭
和
四
年
）
な
ど
が
公
刊
さ
れ
、

関
心
を
呼
ぶ
こ
と
と
な
る
。

16
）

前
掲
豊
田
自
動
織
機
製
作
所
『
四
十
年
史
』
六
四

五
頁
に
所
載
。

三

豊
田
紡
織
工
場
と
三
井
物
産
に
よ
る
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
の
再
編

一
九
一
一
（
明
治
四
四
）
年
一
月
帰
国
し
た
豊
田
佐
吉
は
、
独
立
自
営
の
織
布
工
場
を
経
営
し
つ
つ
自
身
の
自
動
織
機
の
研
究
・
発
明
を

志
し
た
。
同
年
一
一
月
、
名
古
屋
駅
お
よ
び
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
工
場
（
島
崎
町
）
か
ら
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
西
区
栄
生
町
（
当
時
の
愛
知
郡

中
村
大
字
栄
字
米
口
、
現
産
業
技
術
記
念
館
の
場
所
）
に
三
、
〇
〇
〇
坪
の
用
地
を
購
入
し
、「
豊
田
自
動
織
布
工
場
（
三
年
後
紡
績
の
兼
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営
後
は
豊
田
自
動
紡
織
工
場
）」
と
称
す
る
織
布
工
場
の
建
設
に
着
手
し
た
。
当
初
は
輸
出
向
の
金
巾
の
製
織
の
た
め
に
三
幅
織
機
二
〇
〇

台
（
資
金
不
足
か
ら
当
初
は
一
〇
〇
台
、
ち
な
み
に
購
入
価
格
は
一
台
二
〇
〇
円
前
後
と
考
え
ら
れ
る
）、
当
時
の
自
営
と
し
て
は
や
や
大

規
模
で
、
う
ち

台
を
自
動
織
機
に
改
造
し
、
試
験
用
に
あ

１
）

て
た
。
こ
こ
に
、
海
外
視
察
の
経
験
と
抱
負
と
が
知
ら
れ
る
。
当
時
の
資
力
で

は
、
必
要
な
投
資
額
（
四
〜
五
万
円
程
度
か
）
に
到
底
足
り
ず
、
周
囲
か
ら
借
金
を
し
、
捨
身
の
覚
悟
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
工
場
の
建
設

と
と
も
に
家
族
と
と
も
に
こ
の
工
場
に
移
住
、
数
十
人
の
従
業
員
と
寝
食
を
と
も
に
し
、
経
営
と
研
究
に
没
頭
し
て

２
）

い
る
。

さ
て
こ
の
間
、
佐
吉
が
去
っ
た
の
ち
の
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
は
、
須
永
達
支
配
人
、
土
屋
富
五
郎
技
師
長
の
も
と
に
、
管
理
体
制
の
近

代
化
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
受
注
の
急
速
な

復
に
よ
っ
て
、
経
営
は
好
転
し
た
。
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
「
第
九
期
営
業
報
告
書
」（
明

治
四
四
年
四
月
）
に
お
い
て
、「
広
幅
織
機
ヲ
始
メ
ト
シ
他
ノ
小
幅
織
機
ニ
至
ル
マ
デ
益
々
其
眞
価
ヲ
認
識
セ
ラ
ル
ヽ
ニ
至
リ
殊
ニ
三
重
紡
績

株
式
会
社
其
他
ノ
大
会
社
ヨ
リ
多
数
ノ
注
文
ヲ
受
ケ
其
成
績
頗
ル
良
好

３
）

ナ
リ
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
紡
績
会
社
か
ら
の
広
幅
織
機
の
受
注

増
大
を
み
た
。
そ
の
結
果
、
払
込
資
本
金
二
五
万
円
に
た
い
し
、
一
七
、

五
七
円
六
三
銭
余
の
利
益
を
計
上
、
創
立
後
四
年
目
で
は
じ
め

て
一
割
の
配
当
を
実
施

４
）

し
た
。
同
時
に
、
豊
田
佐
吉
に
た
い
し
て
、
九
七
〇
円
の
特
許
に
た
い
す
る
報
酬
が
支
払
わ
れ
て

５
）

い
る
。

経
営
の
好
転
は
持
続
し
、
翌
年
の
「
第
十
一
期
営
業
報
告
」（
明
治
四
五
年
四
月
）
に
お
い
て
は
、
期
中
に
清
国
革
命
が
お
こ
り
、
中
国

輸
出
に
は
障
害
が
多
か
っ
た
と
い
え
、「
本
社
特
製
小
幅
織
機
製
ノ
綿
布
ハ
絶
ヘ
ズ
内
外
ノ
需
用
多
カ
リ
キ

小
幅
織
機
ノ
機
構
完
全
ニ
シ

テ
殊
ニ
機
械エ（ママ）率
ノ
大
ナ
ル
事
ハ
益
々
世
ノ
認
識
ス
ル
所
ト
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
此
種
ノ
注
之
最
モ
多
ク
幸
ニ
シ
テ
前
期
ニ
比
シ
一
層
優
良
ナ
ル

成
果
ヲ

６
）

収
ム
」
と
記
さ
れ
、
利
益
も
二
一
、
〇
三

円
余
（
一
割
五
分
配
当
実
施
）
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
は
、

広
幅
小
幅
と
も
豊
田
式
織
機
に
つ
い
て
、
三
井
物
産
を
一
手
販
売
機
関
と
し
、
大
正
年
代
を
迎
え
る
頃
に
、
当
初
の
三
井
物
産
の
構
想
ど
お

り
、
本
格
的
な
綿
織
物
の
機
械
メ
ー
カ
ー
と
し
て
経
営
が
軌
道
に
の
る
よ
う
に
な
っ
た
。

い
ま
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
末
に
お
け
る
豊
田
式
織
機
の
普
及
状
況
を
、
鈴
木
淳
の
全
国
的
調
査
の
成
果
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
第
２
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表
の
と
お
り
で
あ
る
。（
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、
東
海
地
方
で
「
豊
田
式
」
に
つ
い
で
設
置
を
み
た
「
中
村
式
」
は
、
三
井
物
産
一

手
扱
の
「
豊
田
式
」
に
対
抗
す
る
意
図
も
あ
っ
て
、
他
の
白
木
綿
問
屋
が
普
及
を
試
み
た
と

７
）

い
う
）。
豊
田
式
の
場
合
、
紡
績
会
社
用
の
広

幅
織
機
数
百
台
が
こ
れ
に
加
わ
る
か
ら
、
そ
の
地
位
は
さ
ら
に
高
い
。
ま
た
大
阪
で
、
主
と
し
て
泉
南
に
普
及
中
の
原
田
式
の
発
達
も
留
意

さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
独
立
し
た
豊
田
佐
吉
の
栄
生
町
の
新
織
布
工
場
の
方
は
、
お
な
じ
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
の
秋
に
い
ち
お
う
操
業
開
始
に
こ

ぎ
つ
け
た
が
、
し
か
し
そ
の
後
容
易
に
資
金
難
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
豊
田
佐
吉
は
、
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
と
の

間
の
契
約
（
配
当
支
払
後
の
利
益
の
三
分
の
一
）
を
改
め
、
同
社
か
ら
一
時
金
で
の
支
払
を
求
め
る
に
い
た
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
谷
口
社

長
も
受
諾
の
意
向
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
豊
田
式
織
機
に
た
い
し
、
三
井
物
産
す
な
わ
ち
藤
野
亀
之
助
が
、
仲
介
と
調
整
に
の
り

８
）

出
し
、

豊
田
式
織
機
と
豊
田
佐
吉
、
そ
し
て
三
井
物
産
の
三
者
間
の
関
係
は
、
全
面
的
に
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

た
ま
た
ま
こ
の
年
春
に
、
三
井
物
産
の
名
古
屋
支
店
で
は
、
七
六
万
円
を
こ
え
る
多
額
の
手
形
詐
取
問
題
と
い
う
事
件
が
起

９
）

っ
た
。
こ
の

た
め
支
店
長
の
寺
島
昇
が
罷
免
と
な
り
、
兒
玉
一
造
が
新
任
さ
れ
た
。
兒
玉
一
造
（
一

一
年
滋
賀
県
出
身
）
は
、
一
九
〇
〇
年
に
三
井

物
産
研
究
生
と
し
て
採
用
さ
れ
、
北
京
、
台
南
な
ど
海
外
支
店
に
勤
務
、
大
い
に
能
力
を
発
揮
し
て
お
り
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
一
〇

月
、
三
二
才
で
名
古
屋
支
店
長
に
抜
擢
さ

10
）

れ
た
。

こ
う
し
た
経
過
を
へ
て
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
の
秋
に
、
藤
野
亀
之
助
の
イ
ニ
シ
ヤ
テ
ィ
ブ
の
も
と
に
、
調
整
が
落
着
し
た
。
豊
田
佐

吉
と
豊
田
式
織
機
会
社
間
の
特
許
に
つ
い
て
の
契
約
は
、
一
時
払
に
よ
っ
て
清
算
さ
れ
、
豊
田
佐
吉
は
同
社
の
常
務
取
締
役
を
正
式
に
退
く

こ
と
と
な
っ
た
。
同
時
に
、
豊
田
式
織
機
の
役
員
な
ら
び
に
出
資
が
全
面
的
な
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
翌
年
四
月
、
同
社
の
役
員
は
、
谷
口

房
蔵
社
長
の
も
と
に
、
豊
田
佐
吉
（
取
締
役
と
し
て
留
任
）、
岩
下
清
周
、
益
田
太
郎
、
志
方
勢
七
、
そ
し
て
須
永
達
（
支
配
人
、
翌
年
常

務
取
締
役
）
お
よ
び
三
井
物
産
名
古
屋
支
店
長
の
兒
玉
一
造
が
、
取
締
役
に
新
任
さ
れ
た
。
監
査
役
に
は
山
辺
丈
夫
と
斎
藤
恒
三
が
就
任

三井物産と豊田佐吉および豊田式織機の研究（下）（由井）
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11
）

し
た
。

出
資
関
係
に
つ
い
て
も
少
な
か
ら
ず
変
更
さ
れ
、
豊
田
佐
吉
は
持
株
の
半
分
近
い
五
〇
〇
株
を
手
放
し
（
七
二
六
株
と
な
る
）、
代
っ
て

役
員
に
新
任
の
須
永
達
（
三
四
〇
株
）
と
三
井
物
産
の
兒
玉
一
造
（
一
〇
〇
株
）
が
主
要
な
株
主
に
加
わ
っ
た
。
ま
た
、
波
多
野
承
五
郎
、

早
川
千
吉
郎
（
と
も
に
三
〇
株
）
ら
三
井
関
係
の
有
力
者
た
ち
が
株
主
に
顔
を
つ
ら
ね
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
三
井

郎
次
郎
名
義
の
三

井
物
産
株
式
会
社
と
藤
野
亀
之
助
の
持
株
に
は
変
化
が

12
）

な
い
。
し
た
が
っ
て
最
後
的
に
は
三
井
関
係
の
出
資
は
、
約
二
〇
％
に
増
加
し
た
。

こ
の
と
き
、
設
立
以
来
不
振
で
あ
っ
た
名
古
屋
織
布
株
式
会
社
（
資
本
金
一
〇
万
円
、
払
込
五
万
円
）
を
、
こ
の
機
会
に
豊
田
式
織
機
が

吸
収
す
る
こ
と
と
な
り
、
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
の
資
本
金
は
一
一
〇
万
円
（
払
込
三
〇
万
円
）
と
な
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
名
古
屋
織
布

の
工
場
（
熱
田
）
は
、
従
前
の
試
験
的
な
小
幅
鉄
製
織
機
を
廃
棄
、
新
式
の
広
幅
鉄
製
に
一
新
さ
れ
、
製
織
工
場
と
し
て
操
業
す
る
こ
と
と

な

13
）

っ
た
。

特
許
権
の
一
時
支
払
金
に
つ
い
て
は
、『
豊
田
佐
吉
伝
』、
豊
田
自
動
織
機
製
作
所
『
四
十
年
史
』
は
じ
め
既
刊
の
文
献
は
い
ち
よ
う
に

万
円
と
記
し
て

14
）

い
る
。
し
か
し
、
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
「
第
十
四
期
決
算
書
」
に
お
い
て
は
、
資
産
に
お
け
る
特
許
権
の
計
上
額
は
六

15
）

万
円
で
あ
り
、
以
後
年
一
万
円
が
償
却
さ
れ
て

15
）

い
る
。
前
記
の
よ
う
に
豊
田
佐
吉
は
持
株
五
〇
〇
株
を
売
却
し
て
い
る
の
で
、
売
却
額
を
あ

わ
せ
て
、
合
計

万
円
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
か
く
こ
の
時
の
資
金
で
、
過
去
の
借
金
を
返
済
し
、
新
設
の
工
場
に
は
計
画
ど
お

り
試
験
用
ふ
く
め
二
〇
〇
台
の
三
幅
織
機
の
設
置
、
稼
動
を
み
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
豊
田
佐
吉
は
、
工
場
の
全
面
的
な
操
業
開
始
の
ま
も
な
く
、
リ
ス
ク
を
冒
し
て
も
紡
績
業
の
兼
営
、
す
な
わ
ち
紡
績
業
へ
の
進

出
を
決
断
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
当
時
無
謀
と
思
わ
れ
た
紡
績
業
経
営
に
つ
い
て
の
動
機
、
意
思
決
定
と
周
囲
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
豊

田
自
動
織
機
製
作
所
『
四
十
年
史
』
が
や
や
詳
し
く
記
述
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
み
る
こ

16
）

と
に
し
よ
う
。
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か
く
て
佐
吉
は
、
よ
う
や
く
本
来
の
目
的
で
あ
る
自
動
織
機
の
発
明
に
、
安
心
ん
じ
て
専
心
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
研
究
を
進
め
て
ゆ
く

う
ち
に
、
ま
た
新
し
い
障
害
に
遭
遇
し
た
。
そ
れ
は
、
自
動
織
機
の
試
験
に
使
用
す
る
糸
が
買
糸
の
た
め
品
質
が
粗
悪
で
、
非
常
に
不
都
合
が
多

い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
良
質
な
原
糸
を
自
ら
製
造
し
供
給
し
な
け
れ
ば
、
十
分
な
試
験
が
行
な
え
な
い
こ
と
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
紡
績

の
自
営
、
そ
れ
は
当
時
の
佐
吉
と
し
て
は
容
易
な
ら
ぬ
大
事
業
で
あ
る
が
、
そ
れ
へ
進
ま
な
け
れ
ば
肝
腎
の
自
動
織
機
の
発
明
が
完
成
さ
れ
な
い

と
い
う
重
大
な
局
面
に
直
面
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
小
紡
績
の
経
営
は
不
経
済
で
、
採
算
が
と
れ
な
い
の
が
常
識
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
佐

吉
は
あ
え
て
こ
の
危
険
を
冒
す
こ
と
を
決
意
し
、
三
年
間
の
ア
メ
リ
カ
遊
学
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
西
川
秋
次
に
、
小
紡
績
工
場
の
設
計
を
命

じ
た
。
佐
吉
の
周
囲
の
人
々
は
、
こ
の
企
て
を
無
謀
な
冒
険
で
あ
る
と
反
対
し
、
重
任
を
負
わ
さ
れ
た
西
川
秋
次
も
自
信
が
も
て
な
い
ま
ま
、
再

三
辞
退
し
た
が
、
佐
吉
は
最
後
ま
で
こ
れ
ら
の
申
し
出
を
受
け
い
れ
な
か
っ
た
。「
自
動
織
機
発
明
完
成
の
目
的
で
紡
績
工
場
を
経
営
し
、
万

一
失
敗
に
終
っ
て
自
分
の
財
産
を
無
に
し
て
も
、
い
さ
さ
か
も
悔
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
」
こ
れ
は
当
時
佐
吉
が
関
係
者
を
励
ま
し
た
と
き

の
言
葉
で
あ
る
。

当
時
、
名
古
屋
に
お
い
て
優
良
な
綿
糸
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
、
三
井
物
産
の
第
二
回
（
大
正
二
年
七
月
）
支
店
長
会
議
の

席
上
に
お
い
て
、
兒
玉
名
古
屋
支
店
長
は
、
次
の
よ
う
に
こ
の
点
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
三
井
物
産
の
輸
出
綿
布
の
消
長
を
知
る
上

に
も
有
用
な
の
で
、
こ
こ
に
掲
げ
て
み

17
）

よ
う
。

木
綿
ノ
輸
出
ハ
從
來
満
洲
向
大
尺
布
、
臺
灣
向
白
木
綿
ヲ
取
扱
ヒ
ツ
ヽ
ア
リ
、
此
商
品
ハ
名
古
屋
織
布
會
社
ヲ
中
心
ト
シ
其
他
附
近
ノ
小
工
場
ヨ

リ
買
集
メ
ヲ
爲
ス
モ
ノ
ナ
リ
、
然
ル
ニ
昨
年
來
満
洲
ニ
ハ
全
然
輸
出
シ
得
ス
又
臺
灣
モ
暴
風
雨
ノ
結
果
購
買
力
減
少
シ
殆
ト
一
反
ノ
商
賣
モ
爲
シ

得
サ
リ
シ
、
是
レ
其
消
費
地
ノ
不
況
モ
原
因
ナ
レ
ト
モ
一
ニ
ハ
名
古
屋
附
近
ヲ
中
心
ト
セ
ル
機
業
カ
昨
今
泉
州
ニ
移
ル
ニ
至
レ
リ
、
即
チ
彼
ノ
方

面
ニ
ハ
紡
績
會
社
數
多
ア
リ
テ
糸
ヲ
得
ル
點
ニ
於
テ
非
常
ノ
差
違
ア
リ
又
金
融
上
ニ
モ
大
ニ
便
利
ア
リ
、
從
來
名
古
屋
方
面
ニ
中
心
ノ
ア
リ
シ
ハ

主
ト
シ
テ
工
女
ノ
比

的
割
安
ナ
ル
爲
ナ
メ
リ
シ
カ
、
夫
レ
ヨ
リ
ハ
糸
ヲ
便
利
ニ
得
又
金
融
上
都
合
好
キ
方
勝
ヲ
制
シ
近
來
是
等
ノ
工
場
ハ
泉
州

三井物産と豊田佐吉および豊田式織機の研究（下）（由井）

157



方
面
ニ
中
心
ヲ
移
シ
名
古
屋
附
近
ニ
テ
ハ
多
ク
ノ
モ
ノ
ヲ
出
サ
ス
、
從
テ
大
阪
支
店
ノ
取
扱
ニ
移
リ
タ
ル

第
ナ
リ
、
玆
ニ
於
テ
名
古
屋
支
店
ニ

テ
ハ
近
時
印
度
向
縞
木
綿
ノ
商
賣
ヲ
開
始
セ
リ
、
是
レ
ハ
在
來
ノ
古
機
ヲ
利
用
シ
テ
縞
物
ヲ
織
ラ
シ
メ
之
ヲ
甲
谷
他
、
蘭
貢
方
面
ヘ
輸
出
ス
ル
モ

ノ
ニ
テ
、
本
年
三
月
頃
ヨ
リ
注
文
ヲ
受
ケ
二
三
ケ
月
間
ニ
二
十
萬
反
許
ノ
商
賣
成
立
シ
口
銭
モ
相
當
ニ
ア
リ
、（
以
下
略
）

い
う
ま
で
も
な
く
紡
績
工
場
経
営
に
さ
い
す
る
最
大
の
問
題
は
、
小
資
本
で
足
り
る
織
布
業
と
ち
が
い
多
額
の
資
本
調
達
を
要
す
る
こ
と

（
当
時
経
済
単
位
二
万
錘
工
場
で
二
五
〇
万
円
と
い
わ
れ
た
）
で
、
こ
れ
に
た
い
し
彼
の
場
合
数
千
錘
規
模
の
計
画
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で

こ
う
し
た
事
態
に
た
い
し
、
三
井
物
産
の
大
阪
支
店
長
兼
綿
花
部
長
の
藤
野
と
名
古
屋
支
店
長
の
兒
玉
は
、
と
も
に
豊
田
佐
吉
の
紡
績
業
の

兼
営
の
支
援
に
の
り
出
し
た
。
藤
野
は
、
三
井
物
産
か
ら
六
万
円
を
融
資
、
さ
ら
に
三
井
物
産
か
ら
の
プ
ラ
ッ
ト
製
紡
機
の
購
入
に
つ
い
て

は
、
販
売
代
金
の
三
カ
年
賦
分
割
支
払
を
と
り
計

18
）

ら
い
、
少
な
か
ら
ぬ
信
用
を
供
与
し
て
い
る
。

こ
の
と
き
の
三
井
物
産
に
よ
る
援
助
に
つ
い
て
の
一
次
史
料
は
見
当
ら
な
い
が
、
三
井
物
産
「
第
二
回
支
店
長
会
議
々
事
録
」（
大
正
二

年
七
月
）
の
な
か
で
、
藤
野
亀
之
助
は
、
次
の
よ
う
な
発
言

19
）

を
し
、
右
の
よ
う
な
支
援
を
裏
づ
け
て
い
る
。
発
言
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
は
、
藤

野
と
兒
玉
に
よ
る
支
援
が
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
か
た
ち
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
豊
田
佐
吉
の
紡
績
業
進

出
に
た
い
す
る
積
極
的
な
評
価
が
う
か
が
え
る
。

名
古
屋
支
店
長
ノ
報
告
ニ
同
地
方
ニ
小
工
場
ノ
設
立
セ
ラ
ル
ヽ
由
ナ
ル
カ
、
是
レ
大
ニ
注
意
ヲ
要
ス
ル
事
項
ニ
シ
テ
、
紡
績
業
ハ
数
百
万
円
ノ

資
本
ヲ
以
テ
合
資
的
ニ
爲
ス
ヘ
キ
事
業
ト
考
ヘ
タ
リ
シ
ニ
、
近
來
ハ
僅
ニ
五
六
万
円
ノ
資
本
ヲ
有
ス
ル
者
カ
機
械
商
ヨ
リ
機
械
ヲ
借
入
レ
五
千
錘

乃
至
一
万
錘
ノ
紡
績
ヲ
經
營
ス
ル
者
多
キ
ニ
至
リ
、
其
者
ハ
自
カ
ラ
工
場
監
督
ノ
位
地
ニ
立
チ
テ
不
經
済
等
ノ
事
ナ
キ
様
緻
密
ナ
ル
注
意
ヲ
加
エ

ル
爲
其
利

ハ
株
式
ニ
依
ル
大
會
社
ノ
利

ヨ
リ

カ
ニ
多
キ
ヲ
得
、
資
本
ノ
大
ナ
ル
爲
メ
起
ル
困
難
ハ
毫
モ
ナ
ク
シ
テ
小
資
本
ノ
者
カ
利

ヲ

得
ル
反
対
ノ
状
態
ヲ
現
出
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
ヤ
、
此
ノ
方
面
ノ
需
要
者
ハ
多
少
機
械
悪
シ
キ
コ
ト
ハ
厭
ハ
サ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
何
ト
カ
資
金
供
給
ノ
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道
ヲ
開
キ
是
等
ノ
仕
事
モ
爲
シ
見
タ
シ

さ
ら
に
豊
田
佐
吉
は
、
工
場
担
保
で
、
日
本
勧
業
銀
行
か
ら
六
五
、
〇
〇
〇
円
を
借

20
）

入
れ
、
か
く
し
て
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
春
に
は

織
布
工
場
に
隣
接
し
て
紡
績
工
場
を
竣
工
、
六
、
〇
〇
〇
錘
の
紡
機
を
据
え
付
け
、
操
業
を
開
始
し
て

21
）

い
る
。

参
考
ま
で
に
明
治
末
年
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
三
井
物
産
の
綿
布
輸
出
の
動
向
を
み
る
と
、
第
３
表
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
一
三
年

七
月
の
支
店
長
会
議
に
お
い
て
、
棉
花
部
長
と
し
て
藤
野
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
綿
布
市
場
の
取
引
に
お
い
て
、「
急
迫
ノ
場
合
」
に
各
支

店
が
「
時
機
ヲ
逸
ス
ル
」
こ
と
な
く
、「
買
持
」
を
許
可
す
る
方
針
を
左
の
よ
う
に
指
示
し
て

22
）

い
る
。

藤
野

先
ニ
綿
布
ノ
買
持
ヲ
願
出
テ
タ
ル
場
合
ニ
能
ク
其
買
持
ノ
必
要
ナ
ル

理
由
ヲ
申
立
ツ
ヘ
キ
旨
注
意
ア
リ
タ
リ
、
綿
布
商
賣
開
始
以
来
既
ニ
二
十
年
ノ

今
日
買
持
必
要
ノ
所
以
ヲ
縷
述
ス
ル
ハ
間
違
タ
ル
事
ニ
シ
テ
、
我
々
カ
急
迫
ノ

場
合
ニ
テ
電
信
ニ
テ
申
出
ヲ
爲
シ
タ
ル
場
合
ニ
ハ
本
店
ノ
承
知
セ
ラ
ル
ヽ
範
囲

内
ニ
於
テ
之
ヲ
許
可
ス
ル
ノ
権
限
ヲ
有
シ
貰
ハ
サ
レ
ハ
、
總
テ
仕
事
カ
形
式
ニ

流
ル
ヽ
ノ

ア
ル
ヘ
シ
、
我
々
ハ
現
在
常
ニ
何
処
迄
モ
損
害
ヲ
防
カ
ン
爲
メ
ニ

多
少
形
式
ニ
外
ル
ヽ
所
ア
ル
モ
之
ヲ
實
行
ス
ル
コ
ト
ア
リ
当
該
掛
モ
亦
皆
ナ
献

身
的
精
神
ヲ
以
テ
事
ニ
当
ル
爲
メ
之
ヲ
爲
シ
得
ル
次
第
ニ
シ
テ
、
我
々
モ
当
該

掛
ヲ
信
シ
、
重
役
モ
能
ク
我
々
ヲ
知
ラ
ル
ヽ
カ
爲
メ
行
ハ
ル
ヽ
所
ニ
シ
テ
、
然

ラ
サ
レ
ハ
形
式
ニ
反
シ
タ
ル
行
爲
ヲ
爲
サ
ハ
叱
責
ヲ
得
ク
ヘ
シ
ト
テ
臨
機
ノ
処

置
ハ
取
ラ
サ
ル
ヘ
ク
、
左
ス
レ
ハ
其
許
可
、
指
令
到
着
ノ
節
ハ
既
ニ
業
ニ
（ママ）時

機

出所) 三井物産「事業報告書」各期（三井文庫所蔵史料

物産 614、615）。

注) 1915年上期は史料欠。

円
4,250,032

3,192,208

4,999,086

5,510,123

4,427,539

5,373,736

3,995,876

5,783,660

4,834,953

5,695,446

5,526,637

5,286,542

－

6,552,199

8,441,657

11,541,690

1909（明治42）年 上 期

〃 下 期

1910（明治43）年 上 期

〃 下 期

1911（明治44）年 上 期

〃 下 期

1912（明治45）年 上 期

〃 下 期

1913（大正２）年 上 期

〃 下 期

1914（大正３）年 上 期

〃 下 期

1915（大正４）年 上 期

〃 下 期

1916（大正５）年 上 期

〃 下 期

綿布輸出額年 次

第３表 三井物産の綿布輸出取扱額の推移

三井物産と豊田佐吉および豊田式織機の研究（下）（由井）
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ヲ
逸
シ
タ
ル
後
ナ
ル
ヘ
シ

以
上
の
よ
う
に
、
大
正
の
初
年
一
九
一
二
〜
一
三
年
に
行
わ
れ
た
三
井
物
産
の
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
な
ら
び
に
豊
田
個
人
の
紡
織
工
業

の
両
者
た
い
す
る
積
極
な
介
入
と
支
援
は
、
結
果
的
に
は
適
切
か
つ
効
果
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
直
後
に
お
こ
っ
た
第
一
次
世
界
大
戦
に
と
も

な
う
好
況
は
、
輸
出
の
急
拡
大
と
と
も
に
綿
紡
織
の
分
野
に
お
い
て
も
っ
と
も
顕
著
な
も
の
が
あ
り
、
三
井
物
産
の
積
極
的
な
営
業
姿
勢
の

も
と
に
、
織
機
な
ら
び
に
綿
糸
布
の
製
造
体
制
を
強
化
し
て
い
た
両
者
に
、
予
想
を
こ
え
た
市
場
拡
大
を
も
た
ら
し
た
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、

豊
田
佐
吉
自
身
の
経
営
す
る
豊
田
紡
織
工
場
を
中
心
に
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
成
長
と
三
井
物
産
の
支
援
活
動
を
立
ち
い
っ
て
考
究
し
て

み
る
こ
と
と
し
よ
う
。

１
）

前
掲
『
豊
田
佐
吉
伝
』
一
一
九
頁
。

２
）

独
立
の
さ
い
の
彼
の
決
意
と
行
動
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
豊
田
佐
吉
伝
』
が
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。（
一
一
九
〜
一
二

三
頁
）。

３
）

豊
田
式
織
機
株
式
会
社
「
第
九
期
営
業
報
告
書
」（
明
治
四
拾
四
年
四
月
）
二

三
頁
。

４
）
５
）

同
右

四
頁
の
決
算
記
録
に
よ
る
。
な
お
、
従
来
揖
西
光
速
『
豊
田
佐
吉
』
を
含
め
て
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
文
献
が
、
豊
田
佐
吉
は
大

正
二
年
に
特
許
一
時
金
支
払
ま
で
、
配
当
も
特
許
支
払
も
行
わ
れ
て
い
な
い
、
と
記
述
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
正
し
く
な
い
。

６
）
「
第
拾
壱
期
営
業
報
告
書
」（
明
治
四
拾
五
年
四
月
）
三
頁
。

７
）

前
掲
『
明
治
の
機
械
工
業
』
二
五
七
頁
。
そ
の
ほ
か
豊
田
式
織
機
以
外
の
力
織
機
の
普
及
・
発
展
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
同
書
（
二
五

五

二
六
一
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

８
）

興
良
松
三
郎
『
発
明
物
語

豊
田
織
機
王
』（
興
風
書
院
、
昭
和
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
藤
野
が
一
二
万
円
を
主
張
し
た
が
、
結
局
谷
口
の
意
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見
に
し
た
が
っ
た
と
い
わ
れ
る
（
同
書
三
九
四

五
頁
）。

９
）

こ
の
事
件
は
当
時
深
刻
な
問
題
で
、
三
井
物
産
支
店
長
会
議
な
ど
で
も
し
ば
し
ば
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
荻
野
伸
三
郎
『
兒
玉
一
造
伝
』

（
三
秀
舎
、
昭
和
九
年
）
五
一

五
二
頁
参
照
。

10
）

彼
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
兒
玉
一
造
伝
』（
一

頁
以
下
）
に
よ
る
。

11
）

豊
田
式
織
機
株
式
会
社
「
第
拾
五
期
営
業
報
告
書
」（
大
正
三
年
四
月
）
一

二
頁
。

12
）

豊
田
式
織
機
株
主
会
社
「
株
主
名
簿
」、「
第
拾
四
期
営
業
報
告
書
」（
大
正
二
年
一
〇
月
）
一
七

二
一
頁
に
所
収
。

13
）

前
掲
「
第
拾
四
期
営
業
報
告
書
」
二
頁
。

14
）

前
掲
『
豊
田
佐
吉
伝
』（
一
二
一
頁
）
に
よ
れ
ば
、
豊
田
佐
吉
は
、
藤
野
亀
之
助
と
服
部
兼
三
郎
に
は
か
っ
て
「

万
円
の
手
切
金
」
で
納

得
し
た
と
い
わ
れ
る
。

15
）

豊
田
式
織
機
株
式
会
社
「
第
拾
四
期
決
算
書
」、
前
掲
「
第
拾
四
期
営
業
報
告
書
」
九

一
二
頁
に
所
載
。

16
）

前
掲
豊
田
自
動
織
機
製
作
所
『
四
十
年
史
』
六
七

頁
よ
り
引
用
。

17
）

三
井
物
産
株
式
会
社
文
書
課
「
第
二
回
支
店
長
会
議
々
事
録
」（
大
正
二
年
）（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

物
産
一
九

二
）
二
四
頁
。

18
）

前
掲
『
豊
田
佐
吉
伝
』
一
二
二
頁
。

19
）

前
掲
「
第
二
回
支
店
長
会
議
々
事
録
」
三
二
頁
。

20
）
21
）

前
掲
『
豊
田
佐
吉
伝
』
一
二
二

三
頁
。

22
）

前
掲
「
第
二
回
支
店
長
会
議
々
事
録
」
三
一
一
頁
。

三井物産と豊田佐吉および豊田式織機の研究（下）（由井）
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四

豊
田
紡
織
工
場
の
経
営
と
藤
野
亀
之
助

三
井
物
産
の
支
援
を
え
て
紡
織
兼
営
に
踏
み
こ
ん
だ
豊
田
佐
吉
の
「
豊
田
自
動
紡
織
工
場
」（
以
下
、
豊
田
紡
織
工
場
と
略
称
す
る
）
は
、

十
分
に
成
功
し
た
。
自
動
織
機
に
む
け
た
研
究
・
発
明
は
進
捗
し
、
経
糸
切
断
の
自
動
停
止
お
よ
び

の
運
動
の
つ
い
て
の
改
善
を
中
心
に
、

彼
は
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
末
ま
で
に
相
つ
い
で
い
く
つ
の
特
許
を
出
願
・
取
得

１
）

し
た
。
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
五
月
に
は
、「
自
動

織
機
」
の
特
許
（
二
九
四

四
）
を
登

２
）

録
し
（
ち
な
み
に
最
後
的
な
「

替
式
自
動
織
機
」
の
特
許
（
六
五
一
五
六
）
は
、
一
九
二
五
年
登

録
）、
部
下
に
実
地
試
験
の
継
続
を
さ
せ
て

３
）

い
る
。
ほ
か
に
実
用
化
に
は
ほ
ど
遠
か
っ
た
が
、
環
状
織
機
の
研
究
も
再
開
し
、
そ
の
後
の
中

断
を
へ
て
、
一
九
二
五
年
に
い
く
つ
か
の
特
許
を
う
る
こ
と
と

４
）

な
る
。

研
究
の
進
捗
の
か
た
わ
ら
、
リ
ス
ク
が
大
き
か
っ
た
紡
織
工
場
の
経
営
は
、
計
画
以
上
の
成
功
で
報
わ
れ
た
。
何
よ
り
も
一
九
一
四
（
大

正
三
）
年
七
月
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、
翌
一
九
一
五
年
春
に
は
か
っ
て
経
験
し
た
こ
と
な
い
好
景
気
が
国
内
の
紡
織
業
に
到
来
し

た
か
ら
で
あ
る
。
紡
織
工
場
を
全
面
的
に
操
業
し
た
ば
か
り
の
豊
田
佐
吉
は
、
前
半
生
と
ち
が
っ
て
、
今
度
は
大
き
な
好
運
に
恵
ま
れ
た
。

彼
の
「
独
立
経
営
」、
そ
し
て
小
規
模
な
が
ら
紡
績
の
兼
営
、
い
わ
ば
「
垂
直
的
統
合
」
の
戦
略
が
、
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
わ
れ
た
結

果
と
な
っ
た
。

豊
田
紡
織
工
場
（
栄
生
）
は
、
当
初
の
輸
出
金
巾
に
と
ど
ま
ら
ず
、
弟
の
平
吉
の
「
押
切
工
場
」
と
と
も
に
、
織
物
の
製
品
の
多
様
化
を

試
み
る
と
と
も
に
、
こ
の
機
会
を
逸
す
る
こ
と
な
く
、
設
備
の
全
面
的
拡
張
・
増
強
に
と
り
組
ん
だ
（
弟
た
ち
の
押
切
、
菊
井
両
工
場
も
設

備
と
操
業
を
拡
大
し
た
）。
小
規
模
だ
っ
た
紡
績
部
門
の
増
強
は
と
く
に
著
し
く
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
三
月
に
紡
機

、
四
三
二
錘

を
据
付
け
を
お
え

４
）

る
と
、
直
ち
に
一
五
、
〇
〇
〇
錘
へ
、
そ
し
て
織
機
も
一
、
〇
〇
〇
台
水
準
に
と
増
設
を
計
画
、
さ
ら
に
紡
績
に
つ
い
て
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第４表 豊田紡織工場の発展（『工場通覧』織物業の記載による）

1) 原動機(0.1馬力）

年 月 工 場 汽 力 電 力(買電） 其他（自家発電等）

1916(大正5)年12月 栄 生

押 切

菊 井

1

1

1

440

50

114

7 377 10

1

260

50

1918(大正7)年１月 栄 生

押 切

菊 井

1

1

1

440

60

75

9

1

429

10

24

2

1

1,155

55

55

1919(大正8)年１月 栄 生

押 切

菊 井

1

1

1

440

60

114

22

1

111

50

10

2

445

55

2) 従業員(職工数）

2,347

255

463

1,932

224

396

415

31

67

栄 生

押 切

菊 井

1919(大正8)年１月

2,698

300

431

2,251

263

360

447

37

71

栄 生

押 切

菊 井

1918(大正7)年１月

1,571

73

348

1,249

55

307

322

18

41

栄 生

押 切

菊 井

1916(大正5)年12月

計女男工 場年 月

年 月 工 場 製 品

1916(大正5)年12月 栄 生

押 切

菊 井

金巾類 綾木綿 綿糸中番手

金巾 綾織木綿

南印天竺木綿

1918(大正7)年１月 栄 生

押 切

菊 井

白木綿 金巾 寒冷 綾木綿

綿織物

天竺木綿

1919(大正8)年１月 栄 生

押 切

菊 井

――

綿織物

綿織物

3) 主要製品

出所) 農商務省『工場通覧』、大正7年版（309頁）、大正8年版（89頁）、大正9年版（97頁）による。

備考) 動力馬力数は、計算の仕方で必ずしも現実の出力と一致しないことがある。製品種類は、不揃いで

あるが、出典の記載どおりとした。1918年は、製品が特定できない状態であったと考えられる。

三井物産と豊田佐吉および豊田式織機の研究（下）（由井）
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は
、
こ
の
実
施
の
途
中
で
計
画
を
倍
増
し
、
結
局
一
九
一

（
大
正
七
）
年
春
に
、
紡
績
工
場
の
規
模
は
三
〇
、
〇
〇
〇
錘
近
く
に
達
し
た
。

従
業
員
数
も
増
大
を
続
け
、
同
年
末
に
は
二
、
六
九

人
に

５
）

上
り
、
一
工
場
の
単
位
と
し
て
は
、
国
内
の
紡
績
会
社
の
有
力
な
工
場
な
み
の

水
準
と
な
っ
た
。

い
ま
、
こ
の
時
期
の
『
工
場
通
覧
』（
大
正
三
、
五
お
よ
び
七
年
）
に
よ
っ
て
、
設
備
規
模
、
従
業
員
、
製
品
の
発
展
に
つ
い
て
、
と
り

ま
と
め
て
み
れ
ば
第
４
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
こ
の
過
程
の
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
一
〇
月
の
「
機
械
学
会
誌
」
の
「
豊

田
自
動
紡
績
工
場
」
の
概
要
記
事
を
転
載
し
て
み
れ
ば
左
の
と
お
り
で

６
）

あ
る
。

沿
革

豊
田
式
自
動
織
機
の
完
全
な
る
試
験
を
な
し
其
の
改
良
を
な
さ
ん
が
為
め
に
大
正
元
年
九
月
現
場
主
が
個
人
に
て
豊
田
自
動
織
布
工
場
を

設
立
し
力
織
機
五
拾
壱
吋
巾
百
九
拾
貳
台
を
据
付
け
主
と
し
て
金
巾
製
織
を
な
し
大
正
参
年
拾
貳
月
紡
機
六
千
参
百
六
拾

錘
を
据
付
け
自
動

織
機
及
一
般
織
機
の
功
（ママ）率

を
比

研
究
な
し
且
又
特
殊
織
物
の
試
織
を
な
す
大
正
五
年
三
月
紡
機

千
四
百
参
拾
二
錘
を
据
付
く
大
正
五
年
四

月
第
三
拡
張
を
な
し
紡
機
壱
万
五
千
錘
力
織
機
壱
万
五
千
錘
力
織
機
壱
千

台
を
増
設
す
べ
く
目
下
建
設
工
事
中
な
り

敷
地
及
建
物

敷
地
壱
万
四
千
坪

建
物
六
千
七
百
坪

製
品
の
種
類

綿
糸
中
番
手

金
巾
類

生
産
額
及
販
路

綿
布
百

拾
万
六
千
円

内
地
、
支
那
、
及
び
印
度
方
面

経
営
者
技
術
者
其
他
職
員

豊
田
佐
吉
、
西
川
秋
次
外
工
務
員

名
事
務
員

名

職
工
数

女
工
六
百

拾
四
名

男
工
百
五
拾
九
名

原
動
機
、
主
な
る
機
械
（
種
類
及
数
）

三
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
発
動
機
及
ユ
ニ
フ
ロ
ー
エ
ン
ジ
ン
一
台

増
設
に
属
し
七
百
貳
拾
キ
ロ
ワ
ッ
ト
名
古

屋
電
灯
会
社
よ
り
買
ふ

紡
機
一
万
四
千

百
錘

織
機
貳
百
参
拾
貳
台

外
に
増
設
分
紡
機
壱
万
五
千
錘

織
機
七
百
拾
六
台

発
明
の
事
項

豊
田
自
動
織
機
の
能
率
試
験
中
環
状
単
流
原
動
機
を
発
明
し
目
下
試
験
中
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こ
う
し
た
第
一
次
大
戦
中
の
豊
田
紡
織
工
場
の
急
激
な
成
長
の
要
因
に
つ
い
て
、『
豊
田
佐
吉
伝
』
は
じ
め
従
来
公
刊
の
関
係
諸
会
社
の

社
史
な
ど
数
多
く
の
諸
文
献
は
、
が
い
し
て
大
戦
下
の
好
景
気
と
い
う
条
件
に
つ
い
て
の
み
記
述
さ
れ
て
お
り
、
技
術
や
経
営
の
実
態
そ
し

て
財
務
・
資
金
調
達
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
考
究
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
個
人
経
営
体
で
あ
っ
た
時
期
で
も
あ
り
、
経
営
に

つ
い
て
詳
細
を
知
る
べ
き
史
料
も
乏
し
い
。
だ
が
、
こ
の
時
期
に
豊
田
紡
織
工
場
の
経
営
が
、
た
ん
に
好
況
下
の
規
模
拡
大
に
と
ど
ま
ら
ず
、

そ
の
能
力
、
経
営
体
質
を
著
し
く
強
化
し
た
こ
と
は
見
の
が
せ
な
い
事
実
で
あ
っ
て
、
三
井
物
産
の
効
果
的
支
援
の
役
割
と
あ
わ
せ
て
考
察

す
る
必
要
が
あ
る
。

本
稿
で
は
さ
し
当
り
、
質
量
と
も
こ
の
数
年
間
の
発
展
に
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
要
因
を
、
以
下
の
四
つ
の
側
面
、
⑴
製
造
販
売
体
制

と
経
営
管
理
す
な
わ
ち
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
改
善
、
⑵
技
術
の
向
上
と
り
わ
け
動
力
こ
と
に
電
動
力
の
先
駆
的
、
効
果
的
な
活
用
、
⑶
機
械
設

備
と
原
料
と
く
に
紡
績
機
械
の
入
手
、
そ
し
て
⑷
所
要
資
金
の
調
達
の
可
能
に
つ
い
て
、
必
要
な
範
囲
に
か
ぎ
っ
て
論
考
し
て
お
き
た
い
。

⑴
ま
ず
製
造
販
売
体
制
と
経
費
管
理
が
著
し
く
強
化
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
い
ま
だ
中
規
模
と
い
え
、
少
な
か
ら
ぬ
雇
用
労
働
力

を
も
つ
（
一
般
の
織
布
兼
営
の
紡
績
会
社
と
は
こ
と
な
る
）、
ユ
ニ
ー
ク
な
織
布
兼
営
紡
績
の
経
営
に
お
い
て
成
功
し
た
こ
と
で
あ
る
。
か

っ
て
豊
田
式
織
機
の
常
務
取
締
役
時
代
の
豊
田
佐
吉
は
、
前
号
で
み
た
よ
う
に
、
経
営
者
で
あ
る
よ
り
も
、
技
術
者
・
発
明
家
で
あ
っ
た
。

だ
が
豊
田
紡
織
工
場
に
お
い
て
は
、
借
金
返
済
の
た
め
に
も
、
工
場
拡
張
の
た
め
に
も
、
利
益
を
う
る
た
め
の
経
営
に
尽
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
製
造
販
売
体
制
と
雇
用
労
働
力
の
管
理
を
ふ
く
め
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
製
造
販
売
体
制
で
は
、

紡
糸
生
産
の
拡
大
と
と
も
に
、
弟
の
平
吉
と
佐
助
担
当
の
押
切
・
菊
井
の
二
工
場
を
含

７
）

め
て
、
市
況
に
応
じ
た
織
布
の
製
造
に
つ
と
め
た
。

第
４
表
に
つ
い
て
み
て
も
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
製
品
の
種
類
が
増
加
・
変
化
し
て
お
り
、
経
営
が
市
場
・
販
路
の
変
動
に
応
じ
て
、
迅
速

に
対
応
し
て
い
る
。

こ
の
面
で
三
井
物
産
の
綿
花
部
す
な
わ
ち
兒
玉
一
造
か
ら
の
直
接
的
情
報
が
、
こ
の
上
な
く
有
用
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

三井物産と豊田佐吉および豊田式織機の研究（下）（由井）
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事
実
、
こ
こ
で
立
ち
入
っ
た
検
討
・
分
析
を
省
く
が
、
毎
年
の
三
井
物
産
支
店
長
会
議
録
の
報
告
に
み
え
る
棉
花
部
お
よ
び
東
洋
各
海
外
支

店
の
好
調
な
製
品
の
動
向
と
、
豊
田
紡
織
工
場
の
主
要
製
品
の
推
移
と
に
は
相
関
関
係
が
見
出
さ
れ
る
。
豊
田
紡
織
工
場
が
市
況
に
た
い
し
、

機
敏
、
弾
力
的
に
運
営
さ
れ
た
こ
と
が
ま
ず
注
目
さ
れ
る
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
改
善
も
重
視
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
兒
玉
一
造
の
弟
の
利
三
郎
を
、
一
九
一
五
（
大
正
四
年
）
一
〇
月
に
長

女
愛
子
の
婿
養
子
に
迎
え
た
こ
と
が
大
き
い
。
利
三
郎
は
（
神
戸
高
商
卒
、
東
京
高
商
専
門
部
学
習
、
伊
藤
忠
合
名
会
社
に
勤
務
）
は
、
商

社
経
験
を
も
ち
、
三
二
才
の
働
き
盛
り
で
あ
り
、
結
婚
た
だ
ち
に
豊
田
紡
織
の
経
営
に

８
）

参
加
し
た
。
豊
田
利
三
郎
が
、
営
業
ば
か
り
で
な
く
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
大
い
に
意
を
用
い
、
能
力
を
発
揮
し
た
こ
と
は
明
ら
か
と
い
え
る
。
さ
き
の
工
場
概
要
を
み
る
と
、
豊
田
紡
織
工
場
は
、

本
格
的
な
近
代
的
工
場
と
し
て
、
豊
田
利
三
郎
、
西
川
秋
次
の
ほ
か
に
、
技
術
者
、
事
務
職
員
が
と
も
に

名
存
在
し
て
い
る
（
こ
の
人
数

は
、
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
と
は
ほ
ぼ
同
数
で

９
）

あ
る
）。

既
掲
の
第
４
表
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
設
備
能
力
の
拡
大
に
た
い
し
、
と
く
に
第
三
次
の
拡
大
に
さ
い
し
従
業
員
数
の

増
加
は
抑
制
さ
れ
、
労
働
生
産
性
の
向
上
が
計
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
重
視
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

２
）の
技
術
の
つ
い
て
は
、
動
力
設
備
に
工
夫
が
払
わ
れ
、
電
動
力
が
先
駆
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
豊
田
紡
織
工

場
で
は
、
当
初
は
汽
力
が
用
い
ら
れ
た
が
（
第
４
表
参
照
）、
そ
の
後
「
三
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
発
電
機
及
ユ
ニ
フ
ロ
ー
エ
ン
ジ
ン
」
が
設
置
さ

れ
て
い
る
（
ボ
イ
ラ
ー
は
当
時
新
式
の
バ
ブ
コ
ッ
ク
式
）。
ユ
ニ
フ
ロ
ー
・
エ
ン
ジ
ン
（
ス
イ
ス
、
ズ
ル
チ
ェ
ル
社
製
）
は
、
三
井
物
産
が

紹
介
し
、
東
洋
紡
績
の
三
軒
家
工
場
で
導
入
さ
れ
て

10
）

い
る
が
、
同
じ
時
期
の
こ
と
で
、
電
力
の
普
及
と
電
動
力
の
将
来
を
十
分
に
予
想
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
は
、
機
械
設
備
の
拡
大
に
と
も
な
い
名
古
屋
電
燈
か
ら
の
買
電
を
増
大
し
、
所
要
動
力
の
経
済
的
利
用
を

は
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
改
善
・
近
代
化
と
と
も
に
、
製
品
コ
ス
ト
の
低
下
に
寄
与
し
た
ろ
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

３
）の
設
備
拡
大
に
と
も
な
う
紡
績
機
械
の
入
手
お
よ
び
原
料
綿
花
の
購
入
に
お
い
て
、
豊
田
紡
織
工
場
は
、
明
ら
か
に
同
業
他
社
と
比
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し
て
有
利
で
あ
っ
た
。
第
一
次
大
戦
期
と
く
に
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
以
後
に
な
る
と
、
好
景
気
の
到
来
に
も
拘
ら
ず
、
紡
織
業
界
で

は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
プ
ラ
ッ
ト
社
製
は
じ
め
紡
績
機
械
の
輸
入
が
困
難
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
紡
績
会
社
は
設
備
の
拡
大
が
著
し
く
制
約
さ
れ
、

輸
入
取
引
の
過
半
を
占
め
る
三
井
物
産
で
対
応
に
苦
慮
し
、
ア
メ
リ
カ
製
品
に
き
り
変
る
な
ど
の
手
段
を
講
じ
た
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で

11
）

あ
る
。
参
考
ま
で
に
こ
の
点
の
実
状
を
知
る
た
め
に
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
下
期
の
三
井
物
産
「
事
業
報
告
書
」
に
お
け

る
紡
績
機
械
の
輸
入
に
か
ん
す
る
報
告
を
み
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で

12
）

あ
る
。

紡
績
機
械
ハ
英
国
ヨ
リ
輸
入
不
可
能
ノ
爲
メ
今
期
当
社

文
引
受
ノ
十
六
万
錘
ハ
全
部
米
国
製
品
ナ
リ
而
シ
テ
大
正
四
年
以
降
本
邦
紡
績
増
錘

百
五
十
三
万
余
錘
ノ
内
当
社
ハ
其
六
割
ヲ
取
扱
ヒ
過
去
三
年
間
ノ
本
国
積
出
済
数
量
ハ
当
社
分
約
二
十
六
万
錘
、
反
対
商
扱
五
、
六
万
錘
、
合
計

三
十
万
錘
ナ
ル
カ
故
ニ
残
余
百
万
錘
ノ
英
国
製
品
ハ
向
後
数
年
ニ
亘
リ
積
出
サ
ル
ヘ
キ
モ
米
国
物
ハ
来
年
中
ニ
大
部
分
積
終
リ
ノ
予
定
ナ
リ
ト
ス

こ
の
よ
う
に
紡
機
の
増
設
、
と
く
に
一
九
一
七
年
の
増
設
の
計
画
と
実
施
は
、
容
易
で
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
豊
田
紡
織
に
お
い
て

は
、
三
井
物
産
と
く
に
綿
花
部
長
の
兒
玉
一
造
の
存
在
が
有
利
に
働
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
プ
ラ
ッ
ト
製
品
の
輸
入
の
困
難
の
増
大

を
み
こ
し
て
、
兒
玉
が
第
二
次
増
設
の
最
中
に
、
そ
れ
を
上
ま
わ
る
大
幅
な
増
設
を
奨
め
、
豊
田
佐
吉
が
無
理
を
お
し
て
も
こ
れ
に
応
じ
た

こ
と
も
十
分
に
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
原
料
綿
花
の
購
買
に
お
い
て
、
豊
田
紡
織
に
利
点
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
改
め
て
説
明
す
る
ま
で
も

な
い
。４

）豊
田
紡
織
工
場
の
急
速
な
設
備
と
操
業
の
拡
大
に
お
い
て
、
前
に
も
触
れ
た
が
、
資
金
調
達
は
き
わ
め
て
切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
。

こ
の
側
面
に
お
い
て
も
三
井
物
産
（
そ
し
て
三
井
銀
行
）
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

設
立
と
操
業
に
つ
い
で
、
豊
田
紡
織
工
場
は
、
一
九
一
五
か
ら
一
九
一
七
年
に
か
け
て
の
僅
か
三
年
の
う
ち
に
、
紡
績
・
織
布
と
も
に
、

三井物産と豊田佐吉および豊田式織機の研究（下）（由井）
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一
九
一
四
年
当
初
の
設
備
能
力
か
ら
み
る
と
約
五
倍
（
三
万
錘
、
一
〇
〇
〇
台
）
に
増
強
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
間
の
投
資
所
要
金
額
は
、
当

時
の
二
万
錘
二
五
〇
万
円
の
経
済
規
模
（
既
述
）
か
ら
み
て
、
百
数
十
万
円
を
は
る
か
に
超
え
る
水
準
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
一

九
一
五
年
か
ら
一
七
年
の
三
カ
年
間
の
利
益
は
、
せ
い
ぜ
い
年
間
二
〇
万
円
〜
四
〇
万
円
程
度
と
考
え
ら

13
）

れ
る
か
ら
、
い
か
に
こ
の
時
期
に

多
額
の
利
益
を
獲
得
し
た
に
せ
よ
、
自
己
資
金
の
増
殖
を
も
っ
て
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
て
、
相
当
額
の
借
入
や
信
用
の
供
与
を
う
け

る
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。（
か
り
に
先
物
取
引
な
ど
流
通
で
利
益
を
え
た
と
し
た
ら
そ
れ
も
三
井
物
産
に
依
存
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
）。

安
易
な
推
定
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
が
、
日
本
勧
業
銀
行
か
ら
の
借
入
の
継
続
、
増
加
の
ほ
か
、
投
資
額
の
大
半
を
占
め
る
紡
機
の
購
入

代
金
に
つ
い
て
、
紡
績
進
出
と
第
一
次
投
資
の
と
き
と
同
様
に
、
大
幅
な
年
賦
支
払
な
ど
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ

る
。
三
井
物
産
に
よ
る
資
金
援
助
の
役
割
は
否
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
う
し
て
大
正
初
期
に
、
豊
田
紡
織
工
場
は
、
中
規
模
の
紡
績
・
織
布
経
営
と
し
て
著
し
く
成
功
し
た
。
一
九
一

（
大
正

七
）
年
当
時
、
二
神
名
古
屋
支
店
長
は
、
同
工
場
の
経
営
を
、「
個
人
紡
績
」
な
が
ら
「
工
場
ノ
制
度
、
事
業
ノ
模
様
、
職
工
ノ
使
用
方
等

ニ
付
キ
極
メ
テ
周
到
ナ
ル
」、〞
模
範
工
場
〝
と
し
て
報
告
し
、
三
井
物
産
の
各
支
店
の
関
係
者
は
、
名
古
屋
訪
問
の
さ
い
は
豊
田
紡
織
工
場

を
見
学
す
る
よ
う
要
望
し
て

14
）

い
る
。

な
お
、
詳
細
な
経
過
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
省
略
す
る
が
、
豊
田
式
織
機
の
製
造
メ
ー
カ
ー
た
る
、
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
に
つ

い
て
も
略
述
し
て
お
こ
う
。

も
と
よ
り
こ
の
時
代
を
通
ず
る
綿
業
の
一
大
活
況
の
も
と
に
、
一
九
一
四
年
以
後
同
社
は
、
設
備
能
力
の
拡
大
と
と
も
に
、
ほ
ぼ
毎
期
の

よ
う
に
増
収
増
益
が
続
き
、
増
配
も
再
三
行
わ
れ
た
。
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
四
月
当
時
の
規
模
は
、
織
機
製
作
工
場
が
敷
地
二
、

五

六
坪
、
建
物
一
、
九
四
五
坪
、
織
機
の
製
造
実
績
が
大
小
あ
わ
せ
て
年
間
三
、
〇
〇
〇
〜
三
、
六
〇
〇
台
（
製
造
額
約
四
〇
万
円
）
と
な
り

（
ほ
か
に
織
布

熱
田
工
場

製
造
額
六
二
万
円
）、
職
工
数
は
織
機
部
門
二

三
名
、
織
布
部
門
四
二
一
（
う
ち
女
子
三
七
二
）
名
と
記
録
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さ
れ
て

15
）

い
る
。

そ
の
後
ひ
き
継
ぎ
設
備
能
力
の
増
強
は
顕
著
な
も
の
が
あ
り
、
翌
々
一
九
一

年
に
は
、
過
去
の
日
産
三
五
〇
〜
四
〇
〇
台
の
実
績
が
、

い
ま
や
七
〇
〇
台
〜
一
、
〇
〇
〇
台
に
達
し
た
。
同
社
の
取
締
役
で
あ
り
、
三
井
の
利
益
を
代
表
す
る
立
場
の
兒
玉
一
造
は
、
設
置
の
増
大

と
と
も
に
、
同
年
上
期
の
二
五
％
の
配
当
、
資
産
内
容
の
充
実
、
有
力
紡
績
向
は
じ
め
内
外
受
注
の
殺
到
な
ど
、
豊
田
式
織
機
会
社
の
め
ざ

ま
し
い
成
功
と
業
績
を
、
三
井
物
産
支
店
長
会
議
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
報
じ
て

16
）

い
る
。

兒
玉

豊
田
織
機
會
社
ハ
當
社
ト
關
係
ア
ル
所
ヨ
リ
五
ケ
年
以
來
自
分
當
社
ヲ
代
表
シ
テ
同
社
ノ
取
締
役
ニ
就
任
シ
ツ
ヽ
ア
リ
、
昨
今
事
業
モ
非

常
ニ
盛
況
ニ
向
ヒ
、
昨
年
下
季
ヨ
リ
本
年
ニ
掛
ケ
一
ケ
月
三
百
五
十
臺
乃
至
四
百
臺
ノ
機
械
ヲ
製
造
シ
、
其
後

ホ
製
造
力
ヲ

シ
最
近
一
ケ
月

七
百
臺
ヲ
製
造
シ
、
本
年
七
月
ヨ
リ
ハ
更
ニ
一
ケ
月
一
千
臺
ニ

加
ス
ル
筈
ナ
リ
、
最
近
欧
米
ヲ

察
シ
タ
ル
人
ノ

ニ
モ
一
ケ
月
一
千
臺
ノ
製

造
ヲ
爲
ス
モ
ノ
ハ
稀
レ
ナ
ル
由
ニ
シ
テ
、
織
機
製
造
會
社
ト
シ
テ
ハ
世
界
有
数
ノ
モ
ノ
ナ
ル
旨
聞
及
ヘ
リ
、
同
社
ハ
資
本
金
百
三
十
萬
圓
、

額

拂
込
ニ
シ
テ
、
營
業
ノ
成
績
亦
頗
ル
良
好
ニ
シ
テ
、
以
前
ヨ
リ
引
續
キ
一
割
六
分
ノ
配
當
ヲ
爲
セ
シ
モ
、
二
三
年
來
二
割
ニ

加
シ
、
前
季
ハ
二

割
五
分
ノ
配
當
ヲ
爲
シ
、
又
其
財
産
状
態
モ
良
好
ニ
シ
テ
其
如
ク
盛
大
ニ
營
業
ヲ
爲
ス
ニ
拘
ハ
ラ
ス
機
械
代
十
九
萬
圓
、
地
所
一
萬
坪
ヲ
有
シ
、

其
内
大
阪
ニ
ア
ル
地
所
ノ
如
キ
ハ
一
坪
四
五
十
圓
唱
ノ
モ
ノ

千
坪
ヲ
有
ス
其
他
建
物
十
四
萬
圓
ヲ
有
シ
、
前
季
ノ
純

ハ
考
課
状
ニ
現
ハ
レ
タ

ル
高
十
七
萬
圓
、
本
年
下
季
ハ
少
ク
ト
モ
三
十
萬
圓
許
ノ
純

ア
ル
ヘ
ク
、

額
拂
込
ノ
資
金
ニ
對
シ
三
十
萬
圓
ノ
純

ア
ル
ト
キ
ハ
約
五
十
％

ニ
相
當
ス
、
注
文
ハ
非
常
ニ
輻
輳
シ
明
年
七
月
迄
ハ
最
早
新
注
文
ニ
應
ス
ル
餘
力
ナ
ク
、
唯
四
、
五
、
六
月
ニ
於
テ
幾
分
ハ
繰
合
モ
付
ケ
得
ヘ
シ

今
日
迄
ノ
注
文
ハ
總
テ
銑
鐵

十
五
圓
ヨ
リ
百
圓
迄
ノ
モ
ノ
ヲ
以
テ
引
受
ケ
居
リ
、
織
機
一
臺
二
百
二
三
十
圓
ニ
テ
注
文
ヲ
引
受
ケ
居
レ
ト
モ
、

今
後
ハ
二
百
七

十
圓
若
ク
ハ
三
百
圓
ニ
騰
貴
ス
ヘ
シ
、
夫
レ
ニ
テ
モ
紡
績
會
社
ニ
於
テ
利

ア
ル
ニ
付
時
々
注
文
ヲ
得
ル
有
様
ナ
リ
、
最
近
日

本
ノ
紡
績
會
社
ハ
百
三
十
萬
錘

錘
セ
ル
ヲ
以
テ
、
將
來
右

錘
ニ
要
ス
ル
機
械
到
着
セ
ハ
織
機
ノ
注
文
モ
絶
ヘ
ス
來
ル
ヘ
シ
、
其
他
支
那
方
面

ヨ
リ
モ
漸
次
「
エ
ン
ク
ア
イ
ア
リ
ー
」
來
ル
ヲ
以
テ
見
本
的
ニ

リ
ツ
ヽ
ア
リ
、
又
最
近
印
度
ヨ
リ
「
サ
ー
、
プ
ロ
ー
チ
ャ
ー
」
ト
云
ヘ
ル
人
來
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朝
ノ
際
三
百
臺
ノ
注
文
ア
リ
タ
レ
ト
モ
其
注
文
ニ
應
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
、
僅
カ
ニ
五
十
臺
見
本
ヲ

リ
タ
リ
、
此
織
機
ハ
七
年
前
ヨ
リ
世
ニ
出
テ

タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
種
々
其
間
ニ
經

ヲ
積
ミ
、
如
何
ナ
ル
部
分
カ
最
モ
磨
滅
シ
易
キ
カ
等
ノ
點
ニ
付
テ
モ
充
分
調
査
研
究
セ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
、

最
近
ニ
至
リ
テ
ハ
「
プ
ラ
ッ
ト
」
社
ノ
製
品
ト
磨
滅
ノ
程
度
モ
劣
ラ
ス
、
又
「
エ
フ
ヒ
シ
エ
ン
シ
ー
」
モ
劣
ラ
ス
、
最
近
尼
紡
ヨ
リ
千
二
百
臺
、

倉
敷
ヨ
リ
千
三
百
臺
ノ
注
文
ア
リ
タ
リ
、
此
ノ
如
キ
有
様
ナ
レ
ハ
今
季
ハ
三
十
萬
圓
ノ
利

ナ
レ
ト
モ
明
年
ニ
至
ラ
ハ

ホ
多
ク
ノ
利

ア
ル
ヘ

シ
、（
以
下
略
）

こ
う
し
た
豊
田
式
織
機
会
社
に
よ
る
、
小
幅
か
ら
広
幅
に
い
た
る
織
機
生
産
の
発
展
は
、
紡
績
会
社
の
兼
営
織
布
を
容
易
に
し
、
紡
績
業

を
ふ
く
め
て
日
本
の
綿
業
の
第
一
次
大
戦
中
の
著
し
い
発
展
を
可
能
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
第
一
次
大
戦
中
に
は
、
欧
米
製
の
機
械
輸
入
が
困
難
と
な
り
、
機
械
製
造
の
国
産
化
と
く
に
大
阪
の
機
械
製
造
の
発
展
が
期
待
さ
れ
、

か
つ
進
行
し
た
。
藤
野
亀
之
助
は
、
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
と
関
係
が
深
い
紡
織
機
械
メ
ー
カ
ー
の
木
本
鉄
工
所
を
三
井
物
産
の
傘
下
に
お

く
こ
と
に
つ
と
め
、
つ
い
で
一
九
一
七
年
に
は
藤
野
・
兒
玉
の
進
言
に
よ
っ
て
、
豊
田
式
織
機
が
こ
れ
を
買
収
し
、
同
社
の
大
阪
支
店
と
さ

れ
た
（
土
屋
富
五
郎
が
支
店
長
に
就
任
）。
そ
の
ほ
か
、
ス
ピ
ン
ド
ル
、
セ
ー
ラ
ー
、
リ
ン
グ
な
ど
の
部
品
メ
ー
カ
ー
の
育
成
が
は
か
ら
れ
、

一
九
二
一
年
に
は
豊
田
式
織
機
は
紡
織
の
全
プ
ラ
ン
ト
を
完
成
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
大
阪
に
お
け
る
藤
野
・
兒
玉
の
活

動
と
、
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
の
経
営
の
発
展
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
ほ
か
な
い
。

１
）
２
）

こ
れ
ら
の
特
許
に
つ
い
て
、
ま
た
「
自
動
化
」
の
程
度
と
意
味
に
つ
い
て
、
本
稿
は
た
ち
入
ら
な
い
。
特
許
の
内
容
と
一
覧
は
、
前
掲

『
豊
田
佐
吉
伝
』
三
七
一

二
頁
、
前
掲
『
四
十
年
史
』

〇
頁
を
参
照
。「
自
動

換
装
置
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
最
近
刊
行
の
前
掲
書
『
豊

田
喜
一
郎
伝
』
の
な
か
で
、
和
田
一
夫
が
詳
し
く
論
じ
て
い
る
（
一
五
九

一
六
二
頁
参
照
）。

３
）

前
掲
『
四
十
年
史
』

〇
頁
。
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４
）

前
掲
『
豊
田
佐
吉
伝
』
三
七
四
頁
。

５
）

前
掲
『
四
十
年
史
』
六
九

七
頁
、
前
掲
『
豊
田
喜
一
郎
伝
』

二

三
頁
な
ど
。

６
）

機
械
工
学
会
「
機
械
学
会
誌
」
第
十
九
巻
第
四
十
五
号
（
大
正
五
年
一
〇
月
）
六
九

七
〇
頁
。

７
）

こ
れ
ら
弟
二
人
の
担
当
の
二
工
場
の
詳
細
に
つ
い
て
は
記
述
を
割
愛
す
る
。
こ
れ
の
概
要
に
つ
い
て
は
第
４
表
に
記
入
し
た
の
で
、
同
表
で

参
照
さ
れ
た
い
。

８
）

兒
玉
一
造
と
利
三
郎
と
豊
田
家
に
つ
い
て
は
前
掲
『
豊
田
喜
一
郎
伝
』
を
参
照
さ
れ
た
い
（
五
一

二
頁
）。
利
三
郎
の
出
身
と
経
歴
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
岡
本
藤
次
郎
編
『
豊
田
利
三
郎
氏
伝
記
』（
豊
田
利
三
郎
氏
伝
記
編
纂
会
、
昭
和
三
三
年
）。

９
）

前
掲
「
機
械
学
会
誌
」
第
十
九
巻
第
四
十
五
号
（
七
一
頁
）
の
「
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
」
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、
技
術
者
が
土
屋
富
五
郎
以

下
五
名
、
ほ
か
事
務
員
七
名
で
あ
る
。

10
）

前
掲
「
機
械
学
会
誌
」
第
十
九
巻
四
十
五
号
、
一
七
四
頁
。
本
稿
で
は
、
前
々
号
い
ら
い
豊
田
佐
吉
の
動
力
に
つ
い
て
の
関
心
に
つ
い
て
注

意
を
払
っ
て
き
た
、
若
干
こ
こ
で
補
足
す
る
と
、
豊
田
佐
吉
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
最
初
の
乙
川
織
布
合
資
会
社
の
時
代
か
ら
力
織
機
の
た
め
の

動
力
の
設
備
に
努
力
し
、
そ
の
と
き
弟
の
平
吉
は
、
か
せ
く
り
器
の
営
業
を
や
め
、
一
時
動
力
に
専
念
し
、
ス
チ
ム
エ
ン
ジ
ン
の
中
古
品
を
手

に
入
れ
、
こ
れ
に
手
入
れ
を
し
て
織
機
用
に
修
理
、
乙
川
製
布
工
場
に
間
に
あ
わ
せ
た
と
い
わ
れ
る
。
豊
田
英
二
『
私
の
履
歴
書

決
断
』

（
日
本
経
済
新
聞
社
、
昭
和
五
〇
年
）
一
五

六
頁
。
豊
田
平
吉
は
、
豊
田
英
二
の
父
で
あ
り
、
父
の
思
い
出
と
し
て
話
さ
れ
て
い
る
。

1
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
近
刊
の
麻
島
昭
一
『
戦
前
期
三
井
物
産
の
機
械
取
引
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
一
年
）
が
丹
念
に
フ
ォ
ロ
ー
し
、

記
述
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
同
書
五
九

七
一
頁
）。
詳
細
は
同
書
に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
。

1
）

三
井
物
産
株
式
会
社
「
第
十
六
回
事
業
報
告
書
」（
大
正
六
年
度
下
期
）（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

物
産

六
一
五

一
〇
）
三
三
頁
。

1
）

す
べ
て
の
設
備
が
全
面
的
に
操
業
し
、
そ
の
上
市
価
が
上
昇
し
た
一
九
一

（
大
正
七
）
年
四
月
｜
九
月
期
の
豊
田
紡
織
株
式
会
社
の
利
益

（
第
二
期
）
が
四
〇
万
円
程
度
で
あ
る
か
ら
み
て
（
後
述
）、
前
年
の
利
益
は
そ
の
半
額
以
下
で
あ
ろ
う
。

14
）
16
）
「
第
六
回
支
店
長
会
議
々
事
録
」（
大
正
七
年
）（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

物
産

一
九

六
）
四
二

九
頁
。
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15
）

前
掲
「
機
械
学
会
誌
」
第
十
九
巻
四
十
五
号
、
七
一
頁
。

五

豊
田
紡
織
株
式
会
社
の
設
立
と
三
井
物
産
棉
花
部

一
九
一

（
大
正
七
）
年
一
月
、
豊
田
佐
吉
の
豊
田
紡
織
工
場
の
事
業
と
資
産
は
、
株
式
会
社
の
経
営
に
改
組
さ
れ
、
豊
田
紡
織
株
式
会

社
が
設
立
さ
れ
た
。
会
社
形
態
へ
の
改
組
は
、
か
っ
て
の
失
敗
に
加
え
て
、
個
人
企
業
体
と
し
て
急
成
長
を
と
げ
た
経
験
か
ら
、
豊
田
佐
吉

の
好
む
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
が
、
経
営
活
動
の
拡
大
に
と
も
な
い
必
要
な
措
置
と
し
て
、
利
三
郎
は
じ
め
周
辺
の
要
請
の
も
と
に
行
わ
れ

た
、
と
さ
れ
て

１
）

い
る
。
資
本
金
五
〇
〇
万
円
（
払
込
三
〇
〇
万
円
）
で
、
株
主
と
持
株
は
第
五
表
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

豊
田
一
族
の
出
資
は
合
計
六
〇
、

〇
〇
株
、
払
込
金
額
一

二
万
四
〇
〇
〇
円
で
、
豊
田
家
の
紡
織
事
業
の
資
産
総
額
で
あ
っ
た
ろ
う
。

豊
田
一
族
の
ほ
か
で
は
藤
野
亀
三
郎
ひ
と
り
が
頭
ぬ
け
た
株
主
で
、
二
九
、
四
〇
〇
株
、
払
込
金
額
で

五
万
二
、
〇
〇
〇
円
に
上
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
る
。
藤
野
個
人
の
こ
う
し
た
多
額
の
出
資
は
現
実
に
は
考
え
が
た
い
と
こ
ろ
で

２
）

あ
り
、
長
い
間
三
井
物
産
か
ら
豊
田
紡
織
の
資

金
助
成
を
主
張
し
、
豊
田
紡
織
の
設
立
時
に
融
資
を
実
現
し
て
い
た
こ
と
か
ら
み
て
、
藤
野
の
名
義
に
よ
る
三
井
物
産
か
ら
の
間
接
的
な
出

資
の
可
能
性
は
、
否
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

豊
田
紡
織
会
社
の
役
員
は
、
取
締
役
社
長
の
豊
田
佐
吉
、
常
務
取
締
役
の
豊
田
利
三
郎
、
そ
し
て
取
締
役
の
藤
野
亀
之
助
の
三
人
の
み
で

あ
る
。
ほ
か
に
監
査
役
は
兒
玉
一
造
一
人
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
質
的
に
は
取
締
役
三
人
が
名
実
と
も
責
任
を
も
ち
、
一
族
近
親
者
の

み
が
有
限
責
任
の
出
資
者
た
る
、
実
質
に
お
い
て
は
合
資
会
社
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

豊
田
紡
織
株
式
会
社
の
創
業
当
時
の
経
営
と
業
績
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
記
録
が
『
豊
田
紡
織
株
式
会
社
史
』（
同
社
編
、
昭
和
二
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年
）
に
採
録
さ
れ
て

３
）

い
る
。
以
下
に
「
豊
田
紡
織
株
式
会
社
綿
布
製
織
高
販
売
高
」（
大
正
七
年
度
）
お
よ
び
第
二
回
営
業
報
告
書
（
大

正
七
年
四
月
一
日
〜
九
月
末
日
）
の
決
算
書
の
概
要
を
、
第
６
表
⑴
⑵
に
掲
げ
て
お
こ
う
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
創
立
早
々
の
第
二
回
（
大
正
七
年
上
半
期
）
に
お
い
て
売
上
高
が
九

六
万
円
強
、
う
ち
輸
出
額
四

五
・
五
万
円
、

当
期
利
益
約
三
九
・

万
円
に
達
し
、
好
調
な
発
足
ぶ
り
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、「
主
な
る
製
品
は
、
金
巾
、
細
綾
（
ヂ
ー
ン
ス
）
で
、
寸

法
及
品
質
に
よ
り
約
三
十
種
に
分
類
し
、「鴫（ママ）」
及
「
双鴫（ママ）」
の
登
録
商
標
の
も
と
に
、
海
外
販
路
は
印
度
、
南
洋
、
近
東
、
東
ア
フ
リ
カ
、

南
支
方
面
と
い
う
広
汎
な
地
域
に
及
ん
」

４
）

だ
。
こ
と
に
「
印
度
へ
の
輸
出
は
当
社
が
率
先
開
拓
し
た
も
の
で
、
常
務
取
締
役
豊
田
利
三
郎

氏
は
自
ら
大
正
七
年
秋
、
上
海
、
香
港
経
由
で
孟
買
に
渡
航
し
、
約
十
ケ
月
も
滞
在
し
て
、
彼
地
の
棉
並
に
綿
布
消
費
状
態
を
審
に
調
査
す

る
と
共
に
新
販
路
開
拓
に

５
）

努
力
」
し
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
海
外
で
営

業
活
動
の
経
験
を
も
つ
利
三
郎
が
、
棉

花
部
長
の
兒
玉
一
造
そ
し
て
三
井
物
産

の
各
海
外
支
店
と
緊
密
な
協
力
の
も
と

に
、
イ
ン
ド
を
は
じ
め
東
洋
各
地
で
市

場
の
実
需
に
応
じ
た
新
製
品
を
販
売
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
豊
田
紡
織
会
社
は
、
ま
も
な

く
大
き
な
試
練
を
う
け
る
こ
と
と
な
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
第
一
次
大
戦
の
終
結

出所)『株式会社豊田自動織機製作所 四十年史』（同社、

昭和42年）70-71頁による。

1,000,000株計 25名

48,000

29,400

10,000

9,000

500

500

300

300

200

200

200

200

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

50

50

豊 田 佐 吉

藤 野 亀 之 助

豊 田 利 三 郎

児 玉 米 子

豊 田 喜 一 郎

児 玉 一 造

豊 田 平 吉

豊 田 愛 子

豊 田 伊 吉

豊 田 佐 助

豊 田 洋 子

児 玉 桂 三

豊 田 ゑ い

豊 田 な を

豊 田 す が

園 田 忠 雄

園 田 武 彦

藤 野 つ ゆ

鈴 木 正 吉

鈴 木 こ う

鈴 木 栄 蔵

鈴 木 ろ く

鈴 木 金 蔵

園 田 操 子

園 田 京 子

持 株株 主 名

第５表 創立時豊田紡織株式会社創立時の

主要株主
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（
休
戦
協
定
の
実
施
）
の
翌
一
九
一
九
（
大
正

年
）
の
春
か
ら
「
空
景
気
」
と
称

さ
れ
た
戦
後
の
好
況
が
お
と
づ
れ
、
同
年
秋
か
ら
は
投
機
熱
が
沸
騰
し
、
年
末
に
ピ

ー
ク
に
達
し
た
。
そ
れ
が
翌
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
四
月
以
降
一
転
し
、
日
本
経

済
は
反
動
恐
慌
に
み
ま
わ
れ
た
。

こ
う
し
た
一
九
一
九
｜
二
〇
年
の
バ
ブ
ル
経
済
と
そ
の
後
の
恐
慌
の
経
験
は
、
第

一
次
大
戦
中
に
繁
栄
し
た
紡
織
工
業
が
代
表
的
で
あ
っ
た
。
一
九
一
九
年
下
期
の
三

品
相
場
は
一
時
熱
狂
的
な
ブ
ー
ム
の
様
相
を
呈
し
、
取
引
所
の
正
規
の
取
引
と
は
別

に
、「
証
拠
金
を
要
し
な
い
仲
間
間
の
先
物
取
引
」
が
活
発
に
行

６
）

わ
れ
、
強
気
筋
の

先
物
約
定
残
は
膨
大
な
額
に
達
し
、
受
渡
さ
え
順
調
な
ら
ば
多
額
の
利
益
が
約
束
さ

れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
二
〇
年
四
月
に
は
株
式
と
と
も
に
商
品
価
格
が
一
斉
に
急

落
し
、
下
旬
に
な
る
と
、
取
引
が
し
ば
し
ば
停
止
し
、「
浜
松
、
知
田
方
面
の
機
屋

は
七
割
方

７
）

休
業
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
恐
慌
状
態
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
た
い
し
豊
田
紡
織
会
社
は
、
対
応
の
途
を
誤
ら
ず
、
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
と

波
乱
を
利
し
て
、
大
き
な
利
益
の
獲
得
と
蓄
積
に
成
功
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
三
期
、
第
四
期
と
ひ
き
つ
づ
き
年

分
配
当
を
実
施
し
た

の
ち
、
第
四
期
（
大
正
九
年
三
月
期
）
に
は
、「
一
挙
に
年
一
〇
割
、
一
五
〇
万
円
に
の
ぼ
る
多
額
の
株
主
配
当
を
行
う
と
い
う
大
盛
業
を

８
）

み
た
」。
こ
の
利
益
に
つ
い
て
、
豊
田
自
動
織
機
製
作
所
の
公
刊
社
史
に
は
、「
こ
れ
は
こ
の
期
間
中
に
、
多
額
の
先
物
取
引
に
よ
り
巨
利
を

収
め
た
結
果
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
高
率
の
配
当
も
、
実
際
に
は
こ
の
直
後
に
未
払
込
株
式
二
〇
〇
万
円
の
徴
収
が
行
わ
れ
た
た
め
、

実
質
的
に
社
外
に
流
出
す
る
こ
と
な
く
社
内
に
蓄
積
さ

９
）

れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

第６表⑴ 豊田紡織株式会社綿布製織高、販売高

（大正７年度）

綿 糸 製 織 高 ヤール

金 巾

細 綾

傘地 その他

20,592,000

6,119,000

4,772,00

合 計

同 金 額

31,483,000

9,863,000円

うち海外輸出高、輸出額 ヤール

金 巾

細 綾

傘地 その他

10,391,000

6,119,000

2,417,000

合 計

同 金 額

18,927,000

4,855,000円

出所) 豊田紡織株式会社『豊田紡織株式会社史』（同社、昭和28

年）27頁による。
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こ
の
間
の
史
料
お
よ
び
営
業
報
告
書
が
見
出
せ
ず
、
正
確
な
数
字
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
は
残
念
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
同
業
で
豊
田
佐
吉

の
友
人
の
服
部
兼
三
郎
の
「
服
部
商
店
」（
名
古
屋
市
）
は
、
逆
に
強
気
の
先
物
の
手
仕
舞
に
失
敗
し
、
こ
の
と
き
の
相
場
損
失
額
が
二
七

四
万
円
余
に
上
っ
た
と

10
）

い
う
か
ら
、
同
期
の
利
益
も
さ
き
の
数
値
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
社
長
の
豊
田
佐
吉
は
、
次
項
で
み
る
よ
う
に
、
長
期
に
わ
た
っ
て
中
国
に
滞
在
し
て
お
り
、
現
実
の
経
営
、
と
り

第６表⑵ 豊田紡織株式会社決算書

資 産 之 部 負 債 之 部

未払込資本金

土 地

建 物

機 械

工 具

什器用度品

原 棉

原 糸

仕 掛 品

製 布

売 掛 金

請 取 手 形

銀 行 預 金

公 債

株 券

仮 出 金

現 金

資 本 金

繰 越 金

積 立 金

支 払 手 形

未 払 工 賃

掛 買 代 金

割 引 手 形

預 り 金

仮 受 金

当 期 利 益

合 計 合 計

2,000,000

128,876

593,062

2,200,671

214,878

166,571

1,450,956

74,070

152,533

115,221

276,321

714,994

66,565

56,787

317,353

277,171

4,498

8,620,731 8,620,731

5,000,000

18,486

6,000

1,855,781

18,452

787,862

269,453

216,454

50,336

397,901

Ⅰ 貸借対照表

出所)『豊田紡織株式会社史』（昭和28年）29～31頁による。

備考)「決算書」は円以下をきり捨てるなど、若干簡略化した。

416,388

13,000

14,700

200,000

397,901

397,901

18,486

2,258,007円

2,139,080

45,019

73,907

1,860,105

291,155

1,568,950

計

(内 訳)

法 定 積 立 金

役員賞与金及交際費

配 当 金(８分)

差 引 当 期 利 益 金

Ⅲ 利益金処分

当 期 利 益 金

前 期 繰 越 金

当 期 総 益 金

(内 訳)

製 品 売 捌 益

屑 物 売 捌 益

雑 益

当 期 総 損 金

(内 訳)

事 務 所 費

工 場 費

Ⅱ 損益計算書
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わ
け
商
品
の
売
買
の
責
任
を
執
っ
て
い
た
の
は
、
常
務
取
締
役
の
豊
田
利
三
郎
で
あ
る
。
彼
へ
、
取
締
役
の
藤
野
亀
之
助
が
三
井
物
産
棉
花

部
長
の
兒
玉
一
造
と
緊
密
に
連
絡
を
と
り
、
相
場
の
動
向
に
つ
い
て
、
迅
速
な
情
報
と
助
言
を
与
え
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

兒
玉
一
造
は
、
一
九
二
〇
年
四
月
、
三
井
物
産
の
棉
花
部
が
独
立
し
て
東
洋
棉
花
株
式
会
社
と
な
る
に
さ
い
し
、
同
社
の
専
務
取
締
役
に

就
任
す
る
が
、
翌
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
年
）
七
月
開
催
の
三
井
物
産
支
店
長
会
議
に
出
席
し
（
大
正
九
年
七
月
は
、
恐
慌
の
到
来
に
よ
り

支
店
長
会
議
が
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
）、
一
九
一

年
か
ら
二
〇
年
に
い
た
る
過
去
二
カ
年
間
の
綿
糸
布
取
引
の
市
場
の
波
乱
と
経
過
そ
し

て
棉
花
部
の
対
応
を
、
詳
細
に
説
明
し
て

11
）

い
る
。

兒
玉
東
洋
棉
花
専
務
取
締
役

一
昨
年
ノ
支
店
長
会
議
ニ
ハ
諸
君
ト
共
ニ
棉
花
部
ノ
報
告
ヲ
爲
シ
タ
リ
シ
カ
、
昨
年
三
月
初
旬
突
然
棉
花
部
ヲ
独

立
會
社
ト
爲
ス
ヘ
キ
旨
ノ
命
令
ア
リ
、
從
來
棉
花
部
ヲ
担
当
セ
ル
関
係
上
自
分
ハ
引
続
キ
新
會
社
ニ
移
リ
其
經
營
ノ
任
ニ
当
ル
コ
ト
ヽ
ナ
リ
、
爾

來
諸
君
ノ
種
々
ナ
ル
御
援
助
御
指
導
ノ
下
ニ
漸
ク
一
ケ
年
ヲ
經
過
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
玆
ニ
新
會
社
設
立
前
後
ヨ
リ
今
日
ニ
至
迄
ノ
事
情
ヲ
大
略
報

告
ス
ヘ
シ

棉
花
部
独
立
ノ
コ
ト
ヲ
本
店
ヨ
リ
命
令
ア
リ
タ
ル
ハ
三
月
初
旬
ニ
シ
テ
即
チ
一
昨
年
休
戦
以
來
織
布
界
悲
況
ノ
反
動
ト
シ
テ
非
常
ナ
ル
「
ブ
ー

ム
」
時
代
ニ
属
シ
、
当
時
ハ
綿
糸
ノ
相
場
モ
七
百
円
ヲ
維
持
シ
タ
リ
シ
時
ナ
リ
、
其
際
ニ
方
リ
此
新
會
社
ヲ
組
織
シ
爾
來
其
組
織
ニ
約
一
ケ
月
ヲ

費
シ
四
月
十
五
日
ニ
設
立
登
記
ヲ
了
シ
、
從
來
ノ
棉
花
部
業
務
ヲ
引
継
キ
將
ニ
新
會
社
ノ
手
ニ
於
テ
業
務
ヲ
開
始
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
方
リ
御
承
知
ノ

如
ク
財
界
ニ
大
変
動
ヲ
來
シ
有
ラ
ユ
ル
商
品
ハ
急
転
直
下
ノ
勢
ヲ
以
テ
暴
落
シ
、
殊
ニ
綿
糸
ノ
如
キ
ハ
一
カ
月
ヲ
經
サ
ル
間
ニ
七
百
円
ノ
相
場
ハ

四
百
円
ニ
下
落
シ
、
又
綿
布
ノ
如
キ
殆
ト
三
四
割
ノ
下
落
ヲ
見
ル
ニ
至
レ
リ
、
而
シ
テ
我
々
ハ
同
業
者
或
ハ
紡
績
業
者
ト
ノ
関
係
ニ
於
テ
ハ
四
月

末
迄
ハ
辛
フ
シ
テ
総
テ
受
渡
ヲ
完
了
シ
タ
リ
シ
モ
、
五
月
ニ
入
リ
テ
ハ
益
々
形
勢
悪
化
シ
受
渡
ハ
一
切
爲
シ
能
ハ
ス
、
我
々
ハ
棉
花
部
時
代
ヨ
リ

常
ニ
其
点
ニ
ハ
注
意
ヲ
加
ヘ
他
ノ
同
業
者
ハ
一
ケ
年
若
ク
ハ
半
ケ
年
先
物
ヲ
紡
績
會
社
ト
約
定
シ
之
ヲ
手
持
ト
シ
若
ク
ハ
相
当
利
益
ヲ
以
テ
転
賣
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シ
非
常
ニ
多
額
ナ
ル
商
賣
ノ
取
組
ミ
ヲ
爲
シ
タ
レ
ト
モ
、
新
會
社
ハ
之
ヲ
危
険
ト
シ
常
ニ
二
ケ
月
又
ハ
三
ケ
月
先
物
ノ
商
賣
ニ
止
ム
ル
消
極
主
義

ヲ
取
り
來
リ
シ
ヲ
以
テ
、
是
レ
カ
爲
メ
五
月
ニ
至
リ
形
勢
悪
化
セ
ル
時
ニ
ハ
総
テ
賣
越
ト
ナ
リ
殆
ト
理
想
的
ニ
行
ハ
レ
居
リ
タ
リ
シ
モ
、
御
承
知

ノ
如
ク
六
、
七
月
ト
時
ノ
經
過
ニ
從
ヒ
形
勢
益
々
悪
化
シ
、
遂
ニ
賣
約
セ
ル
モ
ノ
ハ
受
渡
ヲ
爲
ス
コ
ト
能
ハ
ス
、
買
約
ニ
對
シ
テ
ハ
全
部
義
務
ヲ

履
行
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
立
場
ニ
陥
リ
タ
リ
、
而
シ
テ
前
述
ノ
如
ク
我
々
ノ
方
針
ハ
総
テ
賣
越
方
針
ナ
リ
シ
爲
メ
帳
簿
ノ
上
ニ
於
テ
ハ
非
常
ニ
利

益
ナ
ル
數
字
ヲ
現
ハ
シ
タ
リ
シ
モ
、
兎
ニ
角
権
利
ハ
之
ヲ
抛
棄
シ
義
務
ノ
ミ
履
行
ス
ル
カ
爲
メ
過
刻
藤
瀬
取
締
役
ノ
述
ヘ
ラ
レ
シ
如
ク
數
字
ノ
上

ニ
於
テ
甚
タ
不
成
績
ヲ
諸
君
ノ
前
ニ
提
示
セ
ラ
レ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ニ
立
至
リ
タ
リ
、
新
會
社
ノ
如
ク
常
ニ
警
戒
ヲ
加
ヘ
消
極
的
方
針
ニ
出
テ
タ
ル

モ
ノ
サ
ヘ
此
ノ
如
キ
有
様
ナ
レ
ハ
、
或
ル
同
業
者
ノ
如
ク
常
ニ
強
気
方
針
ニ
テ
進
ミ
タ
ル
モ
ノ
ハ
実
ニ
惨
憺
タ
ル

態
ニ
シ
テ
、
或
者
ハ
紡
績
會

社
ニ
嘆
願
シ
半
數
ハ
契
約
ヲ
無
条
件
ニ
テ
解
約
シ
貰
ヒ
、
或
者
ハ
又
半
數
ヲ
解
約
シ

ホ
且
ツ
其
残
部
ニ
付
義
務
ヲ
果
タ
ス
コ
ト
能
ハ
サ
ル
爲
メ

殆
ト
出
世
証
文
的
手
形
ヲ
差
入
レ
、
或
ハ
兄
弟
縁
者
ノ
連
帯
責
任
ヲ
以
テ
十
ケ
年
賦
ト
シ
貰
フ
有
様
ニ
テ
、
最
近
久
原
ノ
如
キ
殆
ト
一
割
位
ノ
値

合（ママ）金
ヲ
納
メ
其
他
ハ
取
消
ヲ
爲
サ
ヽ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル

態
ナ
リ
（
以
下
略
）

右
の
報
告
に
よ
っ
て
み
る
と
、
三
井
物
産
棉
花
部
で
は
一
九
一
九
（
大
正

）
年
か
ら
慎
重
な
姿
勢
を
と
っ
て
き
て
お
り
、
翌
一
九
二
〇

年
四
月
に
棉
花
部
が
東
洋
棉
花
株
式
会
社
に
改
組
・
独
立
し
た
途
端
に
恐
慌
に
際
会
し
た
。
そ
こ
で
四
月
末
日
に
紡
績
会
社
と
の
取
引
に
つ

い
て
は
、
辛
う
じ
て
受
渡
し
を
す
ま
せ
、
そ
の
後
先
物
取
引
か
ら
手
を
引
く
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
五
月
以
降
に
お
い
て
恐
慌
が
深

刻
化
、
長
期
化
す
る
に
い
た
っ
た
と
き
は
、
東
洋
棉
花
と
し
て
は
、
売
越
し
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
恐
慌
の
打
撃
を
ま
ぬ
が
れ
た
ば

か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
「
理
想
的
」
に
取
引
を
始
末
、
継
続
で
き
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
三
井
物
産
棉
花
部
の
動
向
が
、
上
述
し
た
豊
田
利
三
郎
の
豊
田
紡
織
会
社
の
先
物
取
引
の
経
緯
と
始
末
、
そ
し
て
一
九
二
〇
年

の
三
月
決
算
と
配
当
そ
し
て
そ
の
直
後
の
未
払
込
金
の
徴
収
と
い
う
措
置
と
、
ま
っ
た
く
軌
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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１
）

前
掲
『
四
十
年
史
』
七
〇
頁
そ
の
他
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
説
明
を
要
し
ま
い
。

２
）

ち
な
み
に
藤
野
は
、
一
九
一
五
年
三
井
物
産
の
退
任
の
の
ち
、
大
阪
証
券
取
引
所
の
会
長
は
じ
め
、
大
阪
の
財
界
で
活
動
し
、
晩
年
は
か
な

り
の
資
産
家
で
、
藤
野
合
資
会
社
が
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
豊
田
紡
織
会
社
の
第
四
期
以
後
の
資
産
価
値
の
増
大
が
寄
与
し
た
と
考
え

ら
れ
、
一
九
一

年
一
月
当
時
に
自
己
資
金
で
一
〇
〇
万
円
近
い
出
資
が
可
能
と
は
思
わ
れ
な
い
。

３
）

豊
田
紡
織
株
式
会
社
『
豊
田
紡
織
株
式
会
社
史
』（
同
社
、
昭
和
二

年
）
二
七

三
一
頁
に
よ
る
。

４
）
５
）

同
右

二
七

二

頁
。
ほ
か
に
『
豊
田
利
三
郎
伝
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

６
）

興
和
紡
績
株
式
会
社
・
興
和
株
式
会
社
『
興
和
百
年
史
』（
同
社
、
昭
和
四
九
年
）
五
四

六
頁
。

７
）

同
右

五
六
頁
、
な
お
第
一
次
大
戦
か
ら
反
動
恐
慌
期
を
通
じ
て
の
三
井
物
産
の
動
向
と
本
支
店
の
活
動
そ
し
て
業
績
の
推
移
に
つ
い
て
は
、

財
団
法
人
三
井
文
庫
『
三
井
事
業
史
』
本
篇
第
三
巻
上
（
第
三
章
第
三
節
「
三
井
物
産
の
飛
躍
」
三
二
五

三
九
七
頁
）
に
詳
細
に
記
述
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
く
に
棉
花
部
商
品
取
引
全
般
の
動
向
は
本
稿
で
は
記
述
を
省
略
し
た
。
同
書
（
三
三

五
〇
頁
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。

８
）
９
）

前
掲
『
四
十
年
史
』
七
一

七
二
頁
。

10
）

前
掲
『
興
和
百
年
史
』
九

頁
。

11
）

三
井
物
産
株
式
会
社
「
第

回
支
店
長
会
議
々
事
録
」（
大
正
一
〇
年
六
月
）（
三
井
文
庫
所
蔵

三
井
物
産
史
料

物
産

一
九

）

二
四

九
頁
。

六

豊
田
紡
織
廠
（
上
海
）
の
設
立
と
三
井
物
産
上
海
支
店

一
九
二
〇
年
代
の
前
半
に
、
豊
田
佐
吉
が
中
国
に
お
け
る
紡
績
事
業
に
多
大
の
関
心
を
も
ち
、
い
わ
ゆ
る
在
華
紡
績
の
う
ち
で
も
有
力
な
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存
在
と
な
る
豊
田
紡
織
廠
を
創
立
し
た
こ
と
は
、
紡
績
業
の
研
究
お
よ
び
既
存
の
文
献
で
知
ら
れ
て
い
る
。
三
井
物
産
の
上
海
支
店
と
は
無

縁
で
あ
り
得
ず
、
本
稿
に
お
い
て
も
最
後
に
、
簡
単
に
せ
よ
、
両
者
の
関
係
を
ひ
と
と
お
り
述
べ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
か
の
ぼ
っ
て
明
治
中
期
か
ら
、
大
正
時
代
ま
で
、
三
井
物
産
内
部
に
お
い
て
、
三
井
家
な
い
し
三
井
物
産
が
中
国
な
か
で
も
上
海
に
お

い
て
綿
紡
織
業
に
投
資
し
、
紡
績
や
織
物
工
場
を
設
立
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
や
論
議
は
、
事
あ
る
ご
と
に
頻
繁
と
い
え
る
ほ
ど
提
出
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
す
で
に
日
清
戦
争
後
の
一

九
五
（
明
治
二

）
年
に
、
か
の
山
本
条
太
郎
上
海
支
店
長
の
も
と
で
、
本
格
的
な
紡
績

会
社
の
創
立
案
が
登
場
し
た
こ
と
が

１
）

あ
り
、
結
局
こ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
日
露
戦
争
の
直
後
に
山
本
条
太
郎
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

も
と
で
、
日
、
英
、
中
の
三
カ
国
の
出
資
に
よ
る
合
弁
の
上
海
紡
織
有
限
公
司
（
英
国
会
社
法
に
よ
り
香
港
政
庁
に
登
録
）
が
、
創
立
さ
れ

た
。
同
社
に
つ
い
て
こ
こ
で
は
立
ち
い
ら
な
い
が
、
一
九
〇

年
に
同
公
司
は
上
海
の
中
国
系
紡
績
会
社
三
泰
紡
績
を
吸
収
し
、
現
地
で
有

力
な
紡
績
会
社
と
し
て
存
続
し
つ

２
）

づ
け
た
。
し
か
し
そ
の
後
三
井
物
産
で
は
、
一
貫
し
て
商
品
取
引
以
外
に
直
接
同
社
の
経
営
に
関
与
し
な

い
方
針
が
持
続
的
に
採
用
さ
れ
、
大
正
初
年
に
は
関
係
が
む
し
ろ
稀
薄
化
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
第
一
次
大
戦
の
時
代
に
な
る
と
、
再
び
三
井
な
い
し
三
井
物
産
に
よ
る
紡
績
業
へ
の
投
資
や
紡
績
会
社
の
設
立
に
つ
い
て
の
意

見
が
、
活
発
に
論
ぜ
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
論
議
の
な
か
の
一
例
を
一
九
一
五
年
の
支
店
長
会
議
に
み
る
と
、
上
海
支
店
長
の
藤
村
義
朗
は
、

次
の
よ
う
に
積
極
論
を
主
張
し
て

３
）

い
る
。

藤
村

上
海
支
店
ノ
立
場
ト
シ
テ
投
資
ヲ
願
イ
タ
キ
事
業
甚
タ
多
シ
、
其
内
最
モ
必
要
ナ
リ
ト
信
ス
ル
ハ
三
井
家
ニ
於
テ
紡
績
会
社
ヲ
上
海
ニ

設
置
經
營
セ
ラ
レ
支
那
ニ
於
ケ
ル
棉
花
糸
布
商
賣
ノ
発
展
ヲ
助
長
セ
ラ
レ
タ
キ
事
ニ
ア
リ
ト
ス

さ
ら
に
上
海
紡
織
の
好
業
績
も
伝
え
ら
れ
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
は
、
彼
の
議
論
は
一
段
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て

４
）

い
る
。
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支
那
ニ
於
ケ
ル
總
テ
ノ
產
業
發
達
ニ
付
テ
ハ
支
那
政
府
若
ク
ハ
民
間
ニ
於
テ
頻
リ
ニ
支
那
本
位
ト
シ
テ
研
究
セ
ラ
レ
ツ
ヽ
ア
リ
、
所
謂
支
那
國
產

奨
勵
ナ
ル
大
方
策
ト
相
俟
テ
、
今
後
支
那
ノ
產
業
ハ
漸
次
發
達
ヲ
見
ル
ニ
至
ル
ヘ
ク
、
就
中
支
那
内
地
紡
績
業
ノ
發
展
ハ
必
ス
ヤ
今
後
見
ル
ヘ
キ

モ
ノ
ア
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ
、
支
那
關

引
上
問
題
ハ
日
本
ニ
於
テ
モ

ケ
間
敷
キ
問
題
ト
ナ
リ
、
或
ハ
之
ヲ
黨

ノ
具
ニ
利
用
ス
ル
ノ
傾
キ
モ
ア
リ

タ
ル
カ
如
ク
ナ
リ
シ
、
併
ナ
カ
ラ
此
問
題
ハ
早
晩
眞
面
目
ナ
ル
問
題
ト
ナ
ル
ニ
至
ル
ヘ
ク
、
從
テ
日
本
内
地
ノ
紡
績
業
者
モ
過
日
棉
花
部
長
ノ
述

ヘ
ラ
レ
シ
如
ク
、
昨
年
頃
ヨ
リ
大
分
支
那
ニ
於
ケ
ル
紡
績
業
ノ
景
況
ヲ
眞
面
目
ニ
研
究
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
カ
、
多
年
支
那
紡
績
ニ
關
係
ヲ
有
ス
ル

三
井
ノ
如
キ
ハ
、
卒
先
シ
テ
直
接
經
營
ニ
、
將
又
代
理
經
營
ニ
着
手
ス
ル
ヲ
以
テ
方
針
ト
シ
、
着
々
之
ニ
向
テ
進
ム
コ
ト
急
務
ナ
リ
ト
信
ス
、
本

店
ニ
於
テ
先
般
上
海
支
店
ニ
對
シ
上
海
紡
績
會
社
ノ
株
式
過

數
ヲ
當
社
ニ
於
テ
所
有
ス
ル
コ
ト
ノ
許
可
ア
リ
タ
ル
カ
、
是
レ
畢
竟
當
社
棉
花
部

商
賣
ノ
根
據
ヲ
確
實
ナ
ラ
シ
メ
ン
主
趣
ニ
外
ナ
ラ
サ
ル
ヘ
ク
誠
ニ
機
宜
ニ
適
シ
タ
ル
指
圖
ナ
リ
ト
考
フ
ル
所
ナ
リ
、
其
他
我
々
ト
シ
テ
ハ
從
來
關

係
ア
リ
シ
盛
宣
懐
氏
ノ
三
新
紡
績
ノ
實
權
ヲ
握
リ
タ
キ
考
ニ
テ
其
機
會
ヲ
窺
ヒ
居
リ
、
現
ニ
上
海
紡
績
ヨ
リ
一
名
ノ
者
ヲ
三
新
紡
績
ニ
入
レ
、
又

日
本
人
ノ
技
師
ヲ
最
近
入
込
マ
シ
メ
、
漸
次
地
盤
ヲ
固
ム
ル
コ
ト
ニ
力
ヲ
畫
シ
ツ
ヽ
ア
リ

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
積
極
案
が
提
出
さ
れ
た
と
い
え
、
他
方
で
支
店
長
会
議
で
は
、
内
外
を
問
わ
ず
、
三
井
な
い
し
三
井
物
産
は
製

造
工
業
に
直
接
手
を
染
め
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
、
伝
統
的
に
慎
重
な
空
気
も
つ
ね
に
強
い
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
第
一
次
大
戦
期
の
取

引
お
よ
び
業
務
の
拡
大
・
繁
忙
の
も
と
で
、
上
海
紡
織
へ
の
出
資
は
こ
れ
を
増
強
し
た
も
の
の
、
新
規
投
資
は
、
結
局
は
見
送
ら
れ
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
。

三
井
物
産
と
の
関
係
か
ら
、
豊
田
佐
吉
が
、
上
海
に
お
け
る
紡
績
業
や
織
布
業
の
投
資
な
ら
び
に
経
営
の
有
利
、
有
望
に
つ
い
て
、
し
ば

し
ば
耳
に
し
て
い
た
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

豊
田
佐
吉
が
、
は
じ
め
て
中
国
・
上
海
に
渡
航
し
た
の
は
紡
織
工
場
の
経
営
が
発
展
し
、
豊
田
紡
織
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
一
九
一

（
大
正
七
）
年
の
一
〇
月
、
第
一
次
大
戦
の
休
戦
直
後
の
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
同
年
六
月
の
三
井
物
産
支
店
長
会
議
に
お
い
て
、
上
海
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支
店
長
の
藤
村
義
朗
は
、
上
海
に
お
け
る
国
内
の
紡
績
資
本
が
上
海
で
活
動
し
は
じ
め
た
当
時
の
状
況
を
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て

５
）

い
る
。

藤
村

上
海
ニ
ハ
大
分
日
本
ノ
当
業
者
入
込
ミ
來
リ
、
合
同
紡
績
ノ
如
キ
幾
許
ノ
「
ス
ケ
ー
ル
」
ナ
ル
ヤ
知
ラ
サ
レ
ト
モ
工
場
ヲ
設
置
ス
ル
カ
如

シ
、
之
レ
カ
爲
メ
英
國
人
ハ
頗
ル
困
難
ノ
位
置
ニ
ア
リ
過
般
川
崎
ノ
工
場
ヲ
買
収
セ
ル
際
ニ
モ
英
國
ノ
「
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
」
ノ
毀
損
ヲ
憂
ク
ル
旨

公
然
株
主
カ
公
言
セ
ル

態
ニ
シ
テ
、
独
リ
紡
績
業
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
總
テ
ノ
事
業
ニ
關
シ
英
國
人
ヨ
リ
考
フ
レ
ハ
七
十
年
間
モ
苦
心
ノ
結
果
開
拓

セ
ル
所
ヘ
我
々
カ
入
込
ミ
行
ク
次
第
ニ
付
キ
無
理
ナ
キ
コ
ト
ナ
レ
ト
モ
、
過
般
「
ラ
ウ
コ
モ
ー
、
ピ
ヤ
ス
」
ニ
面
会
ノ
節
、
同
工
場
ヲ
日
本
人
ノ

手
ニ
テ
買
収
ス
ル
旨
ノ
、
噂
ア
リ
果
シ
テ
事
実
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
、
貴
下
ハ
上
海
ニ
於
ケ
ル
英
國
「
ソ
サ
イ
テ
ー
」
ノ
元
老
ト
シ
テ
如
何
ニ
考
フ
ル
ヤ

ト
質
問
シ
タ
ル
ニ
「
コ
ン
ミ
ニ
チ
ー
」
ト
商
賣
ハ
別
ニ
シ
テ
相
當
ノ
「
オ
ツ
フ
ァ
ー
」
ア
レ
ハ
株
主
總
會
ニ
提
出
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ト
ノ
答
ナ
リ

シ
、
故
ニ
愈
々
実
力
ヲ
以
テ
買
収
セ
ン
ト
セ
ハ
不
可
能
ニ
ハ
非
サ
ル
ヘ
シ

豊
田
佐
吉
は
、
こ
う
し
た
時
期
に
お
い
て
上
海
に
上
陸
す
る
と
、
同
地
に
一
時
滞
在
し
た
の
ち
、
ひ
と
り
で
漢
口
ま
で
長
江
の
沿
岸
の
主

要
都
市
を
歴
訪
し
、
中
国
の
広
大
な
国
土
と
人
口
の
大
き
さ
、
そ
し
て
市
場
の
将
来
性
を
み
て
、
日
中
両
国
の
友
好
の
上
か
ら
も
、
大
規
模

な
紡
績
お
よ
び
織
布
工
場
の
建
設
の
必
要
と
経
済
性
を
感
得

６
）

し
た
。
ま
た
、
こ
の
と
き
に
念
願
の
自
働
織
機
と
環
状
織
機
の
完
成
は
中
国
が

適
し
て
い
る
と
考
え
た
、
と
も
い
わ

７
）

れ
る
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
豊
田
佐
吉
は
、
発
明
家
的
才
能
と
と
も
に
理
想
と
情
熱
に
動
か

さ
れ
や
す
い
タ
イ
プ
の
人
物
で
あ
っ
た
か
ら
、
訪
中
体
験
で
彼
の
企
業
家
的
な
ア
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
大
い
に
駆
ら
れ
た
こ
と
は
、
十
分
に

あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
い
で
翌
一
九
一
九
（
大
正

）
年
一
〇
月
、
国
内
で
紡
織
業
を
中
心
に
投
機
熱
が
昂
揚
し
て
い
る
最
中
に
、
再
度
出
張

８
）

し
た
。
既
に
述

べ
た
よ
う
に
、
国
内
の
豊
田
紡
織
会
社
の
経
営
は
利
三
郎
に
一
任
し
て
お
り
、
紡
績
担
当
の
西
川
秋
次
を
同
道
し
て
い
る
。
前
年
以
来
、
日

本
国
内
で
綿
糸
布
の
生
産
コ
ス
ト
が
急
上
昇
し
つ
づ
け
、
そ
れ
に
た
い
し
中
国
で
綿
糸
布
の
輸
入
関
税
が
引
上
げ
ら
れ
、
中
国
で
の
紡
績
工
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場
経
営
が
一
段
と
有
利
に
な
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
豊
田
佐
吉
は
、
い
ま
や
上
海
に
お
け
る
本
格
的
な
紡
織
一
貫
工
場
を
、
具
体
的
に
構
想
す

る
に
い
た
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で

９
）

き
る
。

そ
の
翌
年
、
日
本
の
紡
織
業
界
が
一
転
し
て
反
動
恐
慌
に
見
舞
わ
れ
た
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
は
、
正
月
に
一
時
帰
国
し
た
（
一
月
七

日
に
藤
野
亀
之
助
が
死
亡
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
）
も
の
の
、
一
年
の
大
半
を
上
海
に
過
ご
し
、
織
機
の
研
究
を
中
断
し
て
、
構
想
の
実
現

に
む
け
て
、
三
井
物
産
の
上
海
支
店
（
支
店
長
野
平
道
男
）
の
助
力
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
上
海
支
店
で
は
、
同
店
勤
務
の
古
市

勉
が
西
川
秋
次
の
友
人
で
あ
っ
て
、
佐
吉
の
構
想
の
具
体
化
に
向
け
て
協
力
に
つ
と
め
て

10
）

い
る
。
も
っ
と
も
、
三
井
物
産
で
は
、
戦
中
に
上

海
紡
織
へ
の
出
資
を
増
強
し
、
一
九
二
〇
年
七
月
に
は
同
社
の
日
本
法
律
下
へ
の
登
記
替
え
を
行

11
）

っ
た
と
い
え
、
東
洋
棉
花
の
設
立
後
は
、

中
国
に
お
け
る
紡
績
業
へ
の
投
資
熱
の
昂
揚
を
み
て
、
兒
玉
一
造
な
ど
は
は
や
く
も
在
華
紡
の
将
来
に
つ
い
て
は
悲
観
論
を
も
つ
よ
う
に
な

っ
て

12
）

い
る
。

現
地
で
の
一
次
史
料
が
入
手
で
き
ず
、
詳
細
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
三
井
物
産
支
店
の
手
に
よ
り
上
海
市
内
（
極
司
非
面
路
、
現
在
の

長
宇
区
の
東
部
、
中
山
公
園
の
西
側
、
高
速
道
路
の
下
の
場
所
）
に
約
一
万
坪
の
用
地
を
確
保
し
、
多
大
の
困
難
を
お
し
て
、
一
大
紡
織
工

場
の
建
設
に
着
手
し
て

13
）

い
る
。
相
前
後
し
て
、
上
海
法
界
霞
飛
路
（
五
〇
一
）
で
、
中
国
人
の
企
業
家
、
盛
宣
懐
（
先
の
藤
村
報
告
を
参

照
）
の
所
有
と
な
っ
て
い
た
、
元
ド
イ
ツ
人
邸
宅
を
買
収
、
上
海
で
の
住
居
と
定
め
、
翌
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
三
月
に
は
、
名
古
屋

か
ら
建
築
業
者
数
人
を
上
海
に
よ
び
よ
せ
て
建
設
工
事
に
参
加
さ
せ
て

13
）

い
る
。

同
年
七
月
の
三
井
物
産
の
支
店
会
議
に
お
い
て
、
右
の
豊
田
佐
吉
の
上
海
で
の
紡
織
工
場
の
建
設
の
件
は
、
話
題
と
な
っ
て
お
り
、
野
平

道
男
上
海
支
店
長
と
兒
玉
東
洋
棉
花
専
務
取
締
役
と
に
よ
っ
て
、
左
の
よ
う
な
報
告
が
行
わ
れ
て

14
）

い
る
。

野
平

豊
田
紡
織
ニ
テ
最
近
買
入
レ
タ
ル
ハ
一
甲
千

百
両
ナ
リ
シ
カ
最
モ
高
値
ノ
モ
ノ
ハ
六
七
千
両
ナ
ラ
ン
、
而
シ
テ
豊
田
ノ
買
入
地
所
ハ
坪
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十
五
円
位
ナ
ラ
ン

兒
玉

要
ス
ル
ニ
一
坪
ニ
十
五
円
位
ノ
割
合
ト
ナ
ル
ヘ
シ

（
中
略
）

川
村

仮
ニ
一
万
錘
ノ
紡
績
工
場
ヲ
起
ス
ト
シ
テ
資
本
金
幾
許
ヲ
要
ス
ヘ
キ
ヤ

兒
玉

先
ツ
百
万
円
以
上
ナ
ル
ヘ
シ

さ
て
上
海
で
の
豊
田
佐
吉
は
、
こ
の
時
期
中
国
で
の
永
住
を
考
え
て
い
た
と
い
う
ほ
ど
に
中
国
で
の
紡
織
工
場
の
建
設
に
う
ち
こ

15
）

ん
で
い

る
。
そ
し
て
工
場
は
、
個
人
経
営
と
し
て
、
完
成
の
の
ち
一
年
ほ
ど
試
運
転
を
ふ
く
め
て
操
業
さ
れ
た
の
ち
、
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年

一
一
月
二
九
日
に
、
株
式
会
社
豊
田
紡
織
廠
に
改
組
さ
れ
た
。
資
本
金
は
一
、
〇
〇
〇
万
両テール（
払
込
五
〇
〇
万
両
、
出
資
者
の
内
訳
は
不

詳
）、
社
長
は
豊
田
佐
吉
、
西
川
秋
次
が
取
締
役
（
ほ
か
の
役
員
は
不
詳
）
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
工
場
規
模
は
一
工
場
当
位
と
し
て
は
最

大
級
で
六
万

、
〇
〇
〇
錘
で
あ
り
、
織
機
は
四
〇
〇
台
（
一
九
一
三
）
年

17
）

で
あ
っ
た
。

な
お
、
周
知
の
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年
代
の
初
期
は
内
外
綿
、
東
洋
紡
績
、
鐘
淵
紡
績
な
ど
国
内
紡
績
会
社
に
よ
る
中
国
で
の
紡
績
工
場

の
建
設
が
活
発
化
し
た
。
一
九
二
四
年
に
お
い
て
豊
田
紡
織
廠
の
規
模
は
五
位
で

18
）

あ
る
。

豊
田
紡
織
廠
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
史
料
不
足
の
た
め
、
三
井
物
産
と
の
関
係
を
ふ
く
め
て
、
そ
の
経
営
の
実
状
や
業
績
は
、
い
ま
だ
こ

れ
を
知
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
を
ま
つ
ほ
か
な
い
。

豊
田
佐
吉
は
、
自
身
の
回
顧
談
の
な
か
で
、
上
海
で
の
紡
織
工
場
の
建
設
の
動
機
と
意
義
に
つ
い
て
、
多
弁
に
こ
れ
を
語
っ
て
い
る
。
国

内
で
の
製
造
の
コ
ス
ト
高
と
膨
張
す
る
中
国
市
場
の
解
放
と
い
う
点
で
、
今
日
の
日
本
の
製
造
業
の
直
面
す
る
状
況
と
類
似
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
て
興
味
深
い
。
あ
え
て
以
下
に
引
用
し
て
お
く
こ
と
に
し

19
）

よ
う
。
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何
と
言
っ
て
も
支
那
は
、
日
本
の
為
め
の
一
大
市
場
じ
ゃ
。
日
本
内
地
に
於
て
近
年
著
し
く
発
達
し
た
る
紡
織
の
製
品
は
、
其
の
大
部
分
は
皆

支
那
に
仕
向
け
ら
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
こ
ろ
が
日
本
人
の
生
活
は
近
年
著
し
く
向
上
し
た
。
生
活
費
が
著
し
く
膨
張
し
て
来
た
。
虚
栄
贅
沢
も
増

長
し
て
来
た
。
そ
れ
が
為
め
に
労
銀
は
著
し
く
高
く
な
っ
て
来
た
。
往
く
先
き
は
、
日
本
の
紡
織
業
は
こ
の
俄
に
高
騰
し
た
る
労
銀
の
為
に
、
死

ぬ
ほ
ど
苦
し
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
苦
し
み
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
は
、
目
に
見
え
て
居
る
。
そ
れ
を
今
日
の
状
態
で
何
時
ま
で
も
続
け
て
行
け
る
も
の

と
思
っ
て
居
る
の
は
、
あ
ま
り
に
虫
が
良
過
ぎ
る
。
そ
れ
に
英
米
独
の
各
国
が
必
ず
市
場
の
回
復
に
頭
を
抬
げ
て
来
る
。
支
那
市
場
よ
り
日
本
品

を
駆
逐
し
よ
う
と
い
う
一
大
商
業
戦
は
開
か
れ
て
い
る
。
加
う
る
に
、
支
那
自
身
の
紡
織
業
も
亦
次
第
に
発
達
し
て
来
る
。
そ
う
な
る
と
、
物
の

質
よ
り
は
値
段
の
戦
い
じ
ゃ
。
悪
い
品
物
で
は
話
に
な
ら
ぬ
が
、
値
相
応
の
品
と
言
う
よ
り
は
、
良
い
品
を
安
く
す
る
こ
と
に
努
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

結
局
、
日
本
の
将
来
の
紡
織
業
は
何
れ
の
国
の
そ
れ
よ
り
も
格
安
で
あ
る
と
言
う
こ
と
を
以
て
標
榜
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
時
代
が
来
る
こ
と
は
、

疑
い
の
余
地
が
な
い
。
こ
う
考
え
る
と
、
日
本
の
紡
織
業
は
其
の
経
営
大
策
に
於
て
、
又
商
略
の
上
よ
り
し
て
も
、
内
地
よ
り
も
労
銀
の
安
い
支

那
に
於
て
是
を
経
営
す
る
こ
と
が
賢
明
良
善
の
策
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
如
何
な
る
競
争
に
も
打
克
つ
だ
け
の
準
備
を
し
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

資
本
薄
き
日
本
の
紡
織
業
と
し
て
は
特
に
然
り
と
考
え
ざ
る
を
得
ぬ
。

不
幸
に
し
て
、
我
国
の
支
那
市
場
が
英
米
の
為
に
元
を
奪
わ
れ
、
我
国
の
紡
織
製
品
や
日
本
の
商
人
乃
至
事
業
家
が
薄
く
な
っ
た
場
合
に
は
、

支
那
と
日
本
の
関
係
は
果
し
て
何ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
。
素
よ
り
斯
様
な
惨
め
な
事
の
現
わ
れ
う
る
道
理
も
な
い
が
、
此
処
は
取
越
苦
労
し
て
も
無

駄
で
は
あ
る
ま
い
。
湿ぬ
れ
ぬ
先
の
雨
用
心
じ
ゃ
。
安
全
な
上
に
も
安
全
を
期
す
べ
き
根
本
大
策
を
樹
て
て
支
那
に
臨
む
こ
と
が
、
日
本
の
紡
織
業

の
将
来
観
よ
り
し
て
も
、
商
業
観
よ
り
し
て
も
最
も
大
切
な
事
で
あ
る
。
而
し
て
紡
織
の
事
業
は
常
に
多
数
の
人
を
要
す
る
。
是
を
皆
支
那
人
を

用
い
、
其
等
の
多
く
の
人
々
に
、
多
少
な
り
と
も
事
業
の
経
営
よ
り
生
ず
る
利
得
を
穫
せ
し
め
、
而
し
て
其
の
製
品
が
内
地
製
品
よ
り
も
、
乃
至

は
外
国
製
品
よ
り
も
、
安
く
出
来
上
る
と
い
う
こ
と
な
れ
ば
、
所
謂
日
支
親
善
の
立
場
か
ら
し
て
も
、
又
事
業
の
経
営
乃
至
商
売
の
上
か
ら
言
っ

て
も
、
頗
る
良
策
で
あ
っ
て
、
即
ち
我
日
本
に
取
り
て
は
一
挙
両
得
の
策
で
は
あ
る
ま
い
か
、
そ
れ
で
俺
は
上
海
に
紡
績
会
社
を
起
こ
す
の
じ
ゃ
。

支
那
四
億
の
国
民
に
日
本
の
企
業
家
の
腕
一
つ
に
よ
り
て
、
世
界
中
一
番
割
安
な
綿
糸
布
を
供
給
し
て
彼
ら
の
生
活
需
要
を
充
た
し
て
や
る
と

言
う
抱
負
は
、
余
り
に
突
飛
な
考
え
で
あ
ろ
う
か
。
其
の
全
部
が
出
来
ぬ
と
し
て
も
、
其
幾
割
に
て
も
供
給
し
得
る
と
言
う
こ
と
は
、
事
業
家
と
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し
て
も
商
業
家
と
し
て
も
頗
る
愉
快
な
事
で
は
あ
る
ま
い
か
。
若
し
理
想
す
る
が
如
く
、
上
海
に
於
て
紡
織
業
が
成
り
立
つ
と
す
れ
ば
、
勢
い
斯

様
な
遠
謀
大
策
を
以
て
進
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
支
那
市
場
は
少
な
く
て
も
日
本
人
が
其
の
主
人
で
あ
る
と
い
う
決
心
を
以
て
進
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
略

奪
の
意
味
で
は
な
い
、
排
他
の
意
味
で
は
な
い
。
更
に
横
暴
の
意
味
で
は
な
い
。
日
本
製
品
の
優
良
、
商
業
の
信
実
味
よ
り
し
て
、
市
場
が
勢
い

日
本
の
為
に
有
利
に
向
い
て
来
る
様
に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
し
て
、
支
那
市
場
が
日
本
紡
織
製
品
の
本
場
と
な
る
に
至
れ
ば
、
こ
れ
は
取

り
も
直
さ
ず
日
本
紡
織
業
の
世
界
的
進
出
の
第
一
歩
じ
ゃ
。
斯
く
な
れ
ば
、
日
本
の
製
品
は
紡
織
業
の
本
家
本
元
た
る
倫
敦
ま
で
も
進
出
が
出
来

よ
う
。
独
仏
や
白
伊
ベ
ル
ギ
ー

イ
タ
リ
ヤ

）は
素
よ
り
亜
米
利
加
に
於
て
も
商
業
上
一
戦
を
試
み
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
印
度
・
南
洋
諸
国
に
至
り
て
は
勿
論
の

事
で
あ
る
。
而
し
て
、
遂
に
日
本
は
綿
糸
布
を
以
て
全
世
界
に
供
給
し
、
全
人
類
に
対
し
て
一
大
奉
仕
を
為
す
の
覚
悟
を
以
て
進
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。

１
）

日
本
経
営
研
究
所
『
稿
本
三
井
物
産
百
年
史
』
上
巻
（
昭
和
五
三
年
）
二
七
五

六
頁
。

２
）

同
右

二
七
五

七
頁
。
た
だ
し
同
社
の
経
営
の
沿
革
と
上
海
紡
績
へ
の
改
組
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

３
）

「
第
三
回
支
店
長
会
議
々
事
録
」（
大
正
四
年
）（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

物
産
一
九

三
）
二
六
一
頁
。

４
）

「
第
五
回
支
店
長
会
議
々
事
録
」（
大
正
六
年
）（
三
井
物
産
所
蔵
史
料

物
産
一
九

五
）
二
九
〇

一
頁
。

５
）

「
第
六
回
支
店
長
会
議
々
事
録
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

物
産
一
九

六
）
一
一

頁
。

６
）
７
）

前
掲
『
豊
田
佐
吉
伝
』
一
三
三
頁
、
前
掲
『
四
十
年
史
』
七
三

七
九
頁
。

８
）
９
）

前
掲
『
豊
田
喜
一
郎
伝
』

九
頁
。
以
下
の
こ
の
時
期
の
豊
田
佐
吉
の
訪
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
豊
田
喜
一
郎
の
「
日
記
」（
大
正

七
〜
九
）
年
（
ト
ヨ
タ
歴
史
史
料
室
所
蔵
）
の
記
述
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
。

10
）

同
右
、
前
掲
『
四
十
年
史
』
七

頁
。

11
）

前
掲
『
三
井
事
業
史
』
本
篇
第
三
巻
上
、
三

二
頁
。

12
）

兒
玉
一
造
は
、
第

回
（
大
正
一
〇
年
）
の
支
店
長
会
議
に
お
い
て
、
綿
糸
紡
績
に
つ
い
て
は
、
綿
糸
・
粗
布
と
も
、
中
国
の
紡
績
業
の
発

展
に
よ
っ
て
、
コ
ス
ト
高
の
日
本
の
紡
績
・
織
布
工
場
は
数
年
後
の
近
い
将
来
「
極
端
ニ
言
ハ
バ
全
滅
ス
ル
ニ
至
ル
ヘ
ク
」
と
論
じ
て
い
る

三井物産と豊田佐吉および豊田式織機の研究（下）（由井）
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（
前
掲
「
第

回
支
店
長
会
議
々
録
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

物
産
一
九

、
二
五
三
頁
）。

13
）

豊
田
紡
織
廠
お
よ
び
佐
吉
邸
の
場
所
は
、
豊
田
汽
車
公
司
上
海
代
表
処
（
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
上
海
事
務
所
）
の
代
表
東
和
男
氏
の
調
査
に

よ
っ
て
、
最
近
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

14
）

前
掲
「
第

回
支
店
長
会
議
々
事
録
」（
大
正
一
〇
年
）（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

物
産
一
九

）
二
五
七

頁
。

15
）

前
掲
『
豊
田
喜
一
郎
伝
』
九
〇
頁
（
豊
田
喜
一
郎
「
日
記
」
大
正
一
〇
年
）
に
よ
る
。

16
）

前
掲
『
四
十
年
史
』
七

頁
。

17
）

同
右
、
七

九
頁
。

18
）

揖
西
光
速
編
『
現
代
日
本
産
業
発
達
史
』「
繊
維
」
上
（
交
詢
社
出
版
部
、
昭
和
三
九
年
）
四
二
四

五
頁
。

19
）

原
口

晃
『
豊
田
佐
吉
翁
に
聴
く
』（
昭
和
五
年
）
三
頁
以
下
（
前
掲
『
豊
田
佐
吉
』
一
〇
七

一
〇

頁
、
前
掲
『
四
十
年
史
』
七
四

七

五
頁
所
載
）。

結

語

第
一
次
大
戦
の
末
期
か
ら
戦
後
、
す
な
わ
ち
一
九
一
〇
年
代
の
後
半
に
お
い
て
、
三
井
物
産
の
綿
織
物
の
利
益
は
急
増
し
、
豊
田
式
織
機

に
か
か
わ
る
投
資
は
、
大
い
に
報
わ
れ
た
。
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
は
、
年
と
と
も
に
株
主
配
当
を
増
額
し
、
三
井
関
係
者
の
出
資
は
十
分

な
報
酬
を
得
た
上
、
三
井
物
産
は
年
間
数
百
万
円
以
上
の
増
大
す
る
織
機
販
売
の
総
代
理
店
と
し
て
の
利
益
を
確
実
に
手
中
に
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
事
実
、
一
九
一

年
に
な
る
と
谷
口
房
蔵
社
長
は
、
三
井
物
産
に
よ
る
一
手
委
託
販
売
制
を
廃
し
、
同
社
自
身
に
よ
る
製
品
販
売

を
強
く
主
張
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
豊
田
家
の
出
資
を
中
心
と
す
る
豊
田
紡
織
株
式
会
社
も
、
創
立
後
三
年
目
の
一
九
二
〇
年
に
は
実
に
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一
〇
〇
％
配
当
を
実
施
し
、
藤
野
と
兒
玉
の
出
資
は
十
二
分
に
報
わ
れ
た
し
、
三
井
物
産
の
長
期
に
わ
た
る
援
助
は
、
原
料
、
機
械
、
製
品

の
取
扱
い
に
よ
っ
て
、
こ
れ
も
収
入
を
確
実
な
も
の
と
し
た
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
豊
田
式
織
機
の
普
及
に
よ
っ
て
、
原
料
綿
花
か
ら
製
品
綿
布
の
取
引
と
り
わ
け
綿
製
品
の
世
界
的
規
模
で
の
輸

出
増
大
に
よ
っ
て
、
三
井
物
産
は
二
重
、
三
重
の
利
益
を
獲
得
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
四
月
に
は
、

棉
花
部
の
資
産
を
継
承
し
、
一
挙
に
資
本
金
二
五
〇
〇
万
円
（
う
ち
一
二
五
〇
万
円
払
込
）
の
東
洋
棉
花
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
後

も
同
社
は
一
九
二
〇
年
代
前
半
を
通
じ
て
高
い
業
績
を
維
持
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
三
井
物
産
の
構
想
し
た

戦
略
展
開
は
、
十
数
年
を
へ
て
当
初
の
予
想
を
こ
え
る
成
果
が
実
現
し
た
と
い
え
る
。

三
井
物
産
に
よ
る
豊
田
式
織
機
の
支
援
は
、
こ
れ
を
「
発
明
な
い
し
起
業
に
た
い
す
る
支
援
の
成
功
」
の
古
典
的
・
経
営
史
的
な
事
例
と

し
て
み
る
と
き
、
い
く
つ
か
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
こ
こ
で
は
立
ち
い
っ
た
議
論
を
控
え
る
が
、
何
よ
り
も
対
象
が
綿
織
物
と
い
う
二

〇
世
紀
の
四
分
の
一
世
紀
の
、
世
界
的
な
成
長
産
業
、
そ
し
て
国
内
外
の
競
争
の
場
に
お
け
る
東
洋
で
の
出
来
事
で
あ
る
こ
と
が
、
改
め
て

想
起
さ
れ
る
。
ま
た
、
重
要
な
示
唆
と
し
て
、
投
資
の
懐
妊
期
間
す
な
わ
ち
イ
ン
キ
ュ
ベ
イ
ン
ヨ
ン
は
長
期
に
わ
た
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、

こ
の
間
の
競
争
の
場
に
お
け
る
革
新
の
過
程
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
起
業
家
と
支
援
者
と
の
間
に
お
い
て
も
、
リ
ス
ク
を
め
ぐ
っ
て
不
可
避

的
な
摩
擦
や
葛
藤
を
免
れ
な
か
っ
た
。
本
研
究
は
、
そ
う
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
経
営
の
発
展
を
歴
史
的
に
辿
っ
た
も
の
と
な
っ
た
。

豊
田
式
織
機
の
技
術
と
経
営
の
進
化
的
発
展
は
、
も
と
よ
り
本
稿
の
対
象
と
し
た
時
期
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
一
九
二
〇
年
代
か

ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
豊
田
系
企
業
は
、
一
段
と
垂
直
的
に
か
つ
水
平
的
に
統
合
し
た
綿
紡
織
の
一
大
グ
ル
ー
プ
に
発
展
し
、
そ
の
な
か
に

自
動
車
部
門
を
う
み
出
す
に
い
た
る
。
そ
し
て
三
井
と
の
関
係
も
、
別
な
様
相
を
示
す
こ
と
と
な
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
考
察
は
次
の
機

会
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。
本
稿
は
、
不
十
分
な
が
ら
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
一
九
一
〇
年
代
末
ま
で
の
考
察
に
と
ど
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

三井物産と豊田佐吉および豊田式織機の研究（下）（由井）
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補
注
）

本
稿
の
執
筆
に
さ
い
し
て
は
、
産
業
技
術
記
念
館
、
豊
田
汽
車
公
司
上
海
代
表
処
、
御
幸
毛
織
株
式
会
社
社
史
編
纂
室
、
個
人
的
に
は
内

田
星
美
（
東
京
経
済
大
学
）、
高
村
直
助
（
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
）、
和
田
一
夫
（
東
京
大
学
）、
沢
井
実
（
大
阪
大
学
）、
鈴
木
淳
（
東
京
大

学
）
の
各
教
授
は
じ
め
数
多
く
の
知
己
か
ら
の
御
教
示
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
本
稿
は
、
綿
業
の
産
業
な
い
し
経
営
の
発
展
に
か
か
わ
る
も
の

で
あ
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
、
綿
業
史
関
係
の
文
献
や
研
究
は
質
量
と
も
に
厖
大
な
も
の
が
あ
り
、
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
諸
文
献
の
す

べ
て
に
わ
た
っ
て
注
記
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
関
係
各
位
の
御
諒
解
を
い
た
だ
く
ほ
か
な
い
。

な
お
、
本
研
究
の
テ
ー
マ
た
る
「
三
井
物
産
と
豊
田
佐
吉
お
よ
び
豊
田
式
織
機
」
の
研
究
は
、
一

九
〇
〜
一
九
二
〇
年
に
限
っ
て
み
て
も
、

三
回
に
わ
た
る
連
載
に
お
い
て
、
そ
の
重
要
な
側
面
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
史
料
を
洩
れ
な
く
チ
ェ
ッ
ク
し
た
、
と
は
い
い
難
い
。
今
後
の
御

教
示
を
得
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
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1

台湾拓殖製茶株式会社

300,0007,50030,000三井信託株式会社

150,0008,50015,000東神倉庫株式会社

1,000,00062,500100,000三井鉱山株式会社

1,000,000100,000100,000三井物産株式会社

1,000,00060,000100,000株式会社三井銀行三井合名

－200,000200,000三井合名会社
株千円千円

出典） 三井合名会社「決算附属表」（三井文庫所蔵未整理史料）、三井物産「有価証券持越明細」（三井文

庫所蔵史料 川村27-2）、三井銀行「業況報告」（三井住友銀行所蔵史料）、三井鉱山「関係会社要覧

（上）」（三井鉱山所蔵史料）、各社「取締役会議案」（三井文庫所蔵未整理史料）、各社「取締役会報

告」（三井文庫所蔵未整理史料）、各社営業報告書、各社社史、大阪屋商店調査部『株式年鑑』等。

総株数払込資本金公称資本金会社名親会社

第１表 三井財閥の傘下会社（持株率30％以上 1924年９月１日）

10,00050500釧路臨港鉄道株式会社太平洋炭礦

－300300南部物産会社

－1,0001,000合資会社南部棉花

120,0005,0006,000上海紡織株式会社

55,0002,7502,750天満紡績株式会社

20,0005001,000南北棉業株式会社東洋棉花

20,0002,4803,250内外電熱器株式会社芝浦製作所

60,0003003,000夕張鉄道株式会社

60,00030,00030,000株式会社日本製鋼所

5,000500500共立汽船株式会社北海道炭砿汽船

10,000125250株式会社共進組

40,0001,5002,000大正運輸株式会社東神倉庫

20,0006501,000富山鉄道株式会社

60,0002,2503,000北海道硫黄株式会社

100,0003,0005,000神岡水電株式会社

200,0007,75010,000基隆炭礦株式会社

60,0001,8003,000北海曹達株式会社

220,0005,50011,000太平洋炭礦株式会社

100,0003,5005,000松島炭鉱株式会社

200,00020,00020,000釜石鉱山株式会社三井鉱山

10,000125500大連燐寸株式会社

3,0001,5003,000撫順炭販売株式会社

30,0001,2001,500極東 乳株式会社

4,000200200株式会社安全索道商会

10,0001,7505,000湯浅蓄電池製造株式会社

6,000300300株式会社三泰油房

500,00015,00025,000東洋棉花株式会社三井物産

240,0003,75012,000関東水電株式会社

130,0004,4556,500熱帯産業株式会社

1,400,00039,62570,000北海道炭礦汽船株式会社

400,00012,50020,000株式会社芝浦製作所

9,000450450



13,20088.0440,000

93831.375,000

1,50038.550,000

※16,12444.0616,178

5,01356.4225,731

※39487.67,886

※3,85851.4154,320

※8,37099.1148,700

62,31199.8998,110

99,78399.8997,830

43,79267.6675,840

200,000100.0－
千円％株

注） 1.複数の三井財閥傘下会社（本表掲載会社）が投資している会社に備考欄に※を付した。これらの

会社の三井系持株数・持株率・払込額には、親会社以外の三井財閥傘下会社の持株分を含む。持株

の内訳は第○表に掲載した。

2.東洋棉花による上海紡織株式の持株数・払込額は、1922年に三井物産から東洋棉花へ譲渡された

時点の株数36,468株（山村睦夫「1930年代のおける東洋棉花上海支店と在華紡」『土地制度史学』

第174号）に対し、1923年11月の増資の際に旧株あたり新株0.5株が割り当てられたものとして

推計した。

払込額持株率持株数
備 考

三井系持株

2651.05,100

金額単位は千ドル300100.0－

金額単位は千ドル1,000100.0－

推計値。金額単位は千両。2,27945.654,702

1,50054.530,000

500100.020,000

50050.010,000

※20668.844,270

※22,06073.544,120

500100.05,000

8568.26,823

1,500100.040,000

19530.06,000

※81036.021,600

1,50050.050,000

※4,20755.1102,274

99055.033,000

3,24058.9129,600

※2,34166.966,875

18,00090.0180,000

3830.03,000

50033.31,000

40033.310,000

10050.02,000

88450.55,050

21270.64,235
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持株数

％株株

三井系持株
総株数会社名

第２表 三井財閥の投資先会社（持株率30％未満 1924年９月１日）

台湾製塩株式会社 50,000 2,000 4.0 三井合名

三井物産4.016,000400,000郡是製糸株式会社

三井合名4.25,000120,000株式会社帝国ホテル

三井物産4.32,57260,000大阪織物株式会社

三井合名、北海道炭砿汽船4.54,500100,000山東鉱業株式会社

三井物産4.669615,000株式合資会社木下商店

三井物産4.759,5601,260,000台湾製糖株式会社

三井物産5.0501,000株式会社神戸海運集会所

三井物産5.01,00020,000台湾倉庫株式会社

三井鉱山5.05,000100,000株式会社北辰会

三井合名、三井物産5.364,0061,200,000鐘淵紡績株式会社

三井合名5.41,50028,000帝国劇場株式会社

三井物産6.112,160200,000日本電気株式会社

三井合名6.526,000400,000東亜興業株式会社

三井合名6.710,000150,000中央開墾株式会社

三井物産7.115,000210,000大日本炭礦株式会社

三井合名7.324,000330,000電気化学工業株式会社

三井物産7.51,50020,000満洲鉱山薬株式会社

三井物産8.13,23040,000戸畑鋳物株式会社

三井物産8.34,00048,000姪浜鉱業株式会社

三井鉱山、三井物産8.315,000180,000磐城炭礦株式会社

三井物産10.06,00060,000南満鉱業株式会社

三井物産10.012,033120,000小田原紡織株式会社

三井合名12.52,50020,000株式会社日本電報通信社

三井物産12.55,00040,000日高拓殖鉄道株式会社

三井合名、三井物産12.816,680130,000小野田セメント製造株式会社

三井物産13.38,00060,000豊田式織機株式会社

三井物産15.03,00020,000朝鮮生糸株式会社

三井鉱山16.76,67040,000大源鉱業株式会社

三井合名18.737,421200,000台湾製脳株式会社

三井物産21.421,410100,000大正海上火災保険株式会社

三井物産25.05,00020,000日本燐寸製造株式会社

三井鉱山27.33,00011,000雨 炭礦鉄道株式会社

三井物産27.549,500180,000日本樟脳株式会社

三井合名27.755,400200,000大日本セルロイド株式会社

三井合名28.7315,9201,100,000王子製糸株式会社

出所） 第○表、第○表、第○表、第○表の出所史料より作成。

株式所有会社持株率
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2.5 三井物産

株式会社三 社 40,000 1,000 2.5 三井物産

青島電気株式会社 40,000 1,000 2.5 三井物産

横浜絹布倉庫株式会社 20,000 500 2.5 三井物産

若松築港株式会社 72,000 1,792 2.5 三井物産

富士屋ホテル株式会社 22,000 500 2.3 三井合名

株式会社杉村倉庫 150,000 3,000 2.0 東洋棉花

南洋倉庫株式会社 50,000 1,000 2.0 三井物産

株式会社東京会館 60,000 1,000 1.7 三井合名

東洋製鉄株式会社 800,000 11,000 1.4 三井合名

満州製粉株式会社 115,000 1,500 1.3 三井物産

河野製糸株式会社 10,000 125 1.3 三井物産

横浜撚糸織物株式会社 2,000 25 1.3 三井物産

日本銀行 300,000 3,266 1.1 三井合名

第一機関汽 保険株式会社 10,000 100 1.0 三井物産

株式会社時事新報社 105,000 1,000 1.0 三井合名

株式会社漢城銀行 120,000 1,000 0.8 三井合名

程ケ谷ゴルフ株式会社 6,500 50 0.8 三井合名

台湾電力株式会社 600,000 4,500 0.8 三井合名

早川電力株式会社 600,000 3,166 0.5 三井合名

株式会社横浜正金銀行 1,000,000 5,090 0.5 三井合名、三井物産

日本郵船株式会社 2,000,000 5,000 0.3 三井合名

海外興業株式会社 100,000 250 0.3 三井合名

満州刷子工業株式会社 100,000 200 0.2 三井物産

東京電燈株式会社 2,160,000 3,250 0.2 三井合名

朝鮮鉄道株式会社 1,090,000 1,250 0.1 三井合名

三井物産0.11,0001,000,000片倉製糸紡績株式会社

会社名 総株数
三井系持株

株 株 ％

持株数 持株率 株式所有会社

注） 三井系持株は、第○表掲載の38社による持株。

台湾電気興業株式会社 120,000 4,500 3.8 三井合名

東京海上火災保険株式会社 600,000 21,868 3.6 三井合名、三井物産

株式会社哈爾賓日々新聞社 10,000 357 3.6 三井物産

株式会社東京計器製作所 60,000 2,000 3.3 三井物産

金沢電気軌道株式会社 100,000 3,000 3.0 三井物産

中日実業株式会社 50,000 1,500 3.0 三井合名

日華蚕糸株式会社 50,000 1,500 3.0 三井物産

日本 瓦製造株式会社 20,000 600 3.0 三井物産

士製鋼株式会社 156,000 3,962

4



7,470株式会社日本製鋼所
420,00030.014,000新〃
500,00050.010,000電気化学工業株式会社
533,30012.542,664新〃

1,066,60050.021,332鐘淵紡績株式会社
2,770,00050.055,400大日本セルロイド株式会社
2,091,20012.5167,296新〃
2,921,75050.058,435株式会社芝浦製作所
1,723,98812.5137,919新〃
3,016,80050.060,336優先〃
3,879,15050.077,583北海道炭礦汽船株式会社
3,159,20020.0157,960新〃
7,898,00050.0157,960王子製紙株式会社
3,290,00035.094,000新〃
4,570,000100.045,700東神倉庫株式会社
3,608,00025.0144,320三井信託株式会社
12,500,00025.0500,000新〃
49,811,000100.0498,110三井鉱山株式会社
99,783,000100.0997,830三井物産株式会社
23,792,00050.0475,840新〃
20,000,000100.0200,000株式会社三井銀行

円円

出所） 三井合名会社「決算付属表」（三井文庫所蔵未整理史料）、同「有価証券勘定元帳」（同）。

注） 日本銀行株式ならびに東京海上火災保険株式は管理係所属、その他は会計課所属。

投資先会社

第３表 三井合名会社の投資先会社（1924年９月１日）

払込額一株当払込額持株数株種

938,40050.018,768東京海上火災保険株式会社
81,65050.01,633新〃
326,600200.01,633日本銀行
50,0005.010,000夕張鉄道株式会社
6,25012.5500優先株式会社大阪時事新報社

319,30050.06,386台湾拓殖製茶株式会社
62,50025.02,500新株式会社日本電報通信社
70,00070.01,000新株式会社時事新報社
62,50012.55,000新日本郵船株式会社
12,50012.51,000新株式会社漢城銀行
449,000100.04,490株式会社横浜正金銀行
67,50022.53,000山東鉱業株式会社
50,0001000.050程ケ谷ゴルフ株式会社
200,00020.010,000中央開墾株式会社
25,00020.01,250朝鮮鉄道株式会社
6,87527.5250海外興業株式会社
75,00050.01,500帝国劇場株式会社
42,50042.51,000株式会社東京会館
16,25032.5500新富士屋ホテル株式会社
31,25012.52,500新〃
125,00050.02,500株式会社帝国ホテル
40,00020.02,000台湾製塩株式会社
16,00020.0800東洋塩業株式会社
150,000100.01,500中日実業株式会社
937,50012.575,000新関東水電株式会社
46,87537.51,250新〃
100,00050.02,000東京電燈株式会社
146,25032.54,500台湾電気興業株式会社
202,50045.04,500台湾電力株式会社
158,30050.03,166早川電力株式会社
467,50042.511,000東洋製鉄株式会社
650,00025.026,000新東亜興業株式会社
900,00060.015,000小野田セメント製造株式会社

1,122,63030.037,421台湾製脳株式会社
1,500,00030.050,000熱帯産業株式会社
3,735,000500.0
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2,572大阪織物株式会社

75,00012.506,000新〃

301,65050.006,033小田原紡織株式会社

112,50037.503,000朝鮮生糸株式会社

75,00050.001,500日華蚕糸株式会社繊維工業
円円

備考払込額
一株当
払込額

持株数株種投資先会社分類

出所） 三井物産株式会社「有価証券持越明細」（三井文庫所蔵史料 川村27-2）。

第４表 三井物産の投資先会社（1924年９月１日）

22,50022.501,000新〃

25,00050.00500満州製粉株式会社

37,50012.503,000大連燐寸株式会社

75,00050.001,500台湾拓殖製茶株式会社

372,25012.5029,780新〃

1,489,00050.0029,780台湾製糖株式会社

50,40060.00840新〃

50,40060.00840小野田セメント製造株式会社

70,00035.002,000株式会社東京計器製作所

87,50012.507,000新〃

50,00050.001,000豊田式織機株式会社

161,50050.003,230戸畑鋳物株式会社

202,50037.505,400北海道硫黄株式会社

30,00050.00600日本 瓦製造株式会社

206,25012.5016,500新〃

1,650,00050.0033,000日本樟脳株式会社

608,00050.0012,160日本電気株式会社

250,00050.005,000日本燐寸製造株式会社諸工業

25,00012.502,000新〃

100,00050.002,000姪浜鉱業株式会社

453,42525.0018,137新〃

1,650,00050.0033,000基隆炭礦株式会社

450,00025.0018,000新〃

600,00050.0012,000松島炭鉱株式会社

75,00012.506,000南満鉱業株式会社

金額単位はポンド130,8521.0014,420ChineseEngineering & Mining Co.

750,00050.0015,000大日本炭礦株式会社

56,25022.502,500新〃

250,00050.005,000磐城炭礦株式会社鉱業

50,00050.001,000株式会社三 社

280,00017.5016,000郡是製糸株式会社

1,25050.0025横浜撚糸織物株式会社

6,25050.00125新河野製糸株式会社

25,00025.001,000片倉製糸紡績株式会社

12512.5010新鐘淵紡績株式会社

128,60050.00
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175.00 883,750

雑種 株式会社哈爾賓日々新聞社 357 20.00 7,140
TheBalticMarcantile&
Shipping Ex.Ltd 1 5.00 46 金額単位はポンド

東京海上火災保険株式会社 3,100 50.00 155,000

青島電気株式会社 1,000 20.00 20,000

欧亜蚕業株式会社 1,000 25.00 25,000

若松築港株式会社 896 50.00 44,800

〃 新 896 12.50 11,200

金沢電気軌道株式会社 普通 2,000 50.00 100,000

〃 優先 1,000 45.00 45,000

株式会社横浜正金銀行 600100.00 60,000

横浜絹布倉庫株式会社 500 50.00 25,000

第一機関汽 保険株式会社 100 12.50 1,250

台湾倉庫株式会社 1,000 50.00 50,000

TakamineFerment Co. 1,000 5,158

南洋倉庫株式会社 1,000 25.00 25,000

撫順炭販売株式会社 1,000500.00 500,000

株式会社神戸海運集会所 50100.00 5,000

株式合資会社木下商店 696 20.00 13,920

上海電話相互株式会社 75 50.00 7,291 金額単位は両

日高拓殖鉄道株式会社 5,000 15.00 75,000

特殊 東神倉庫株式会社 3,000100.00 300,000

〃 新 6,000 35.00 210,000

東洋棉花株式会社 440,000 30.0013,200,000

大正海上火災保険株式会社 21,470 12.50 267,625

義務 社団法人日本貿易協会 150100.00 15,000

紐育日本人倶楽部 136100.00 19,704 金額単位はドル

社団法人大阪倶楽部 22 5,000

上海日本人倶楽部 45,098 金額単位は両

株式会社神港倶楽部 優先 80 25.00 2,000

U.S.Conditioning & Testing Co. 180 8.25 9,249 金額単位はドル

注）「分類」は原史料による。

分類 投資先会社 株種 持株数
一株当
払込額

払込額 備考

円 円
諸工業 満州鉱山薬株式会社 1,500 25.00 37,500

満州刷子工業株式会社 200 12.50 2,500「不明」と朱筆あり。

Platt Brothers& Co.Ltd 普通 1,800 1.00 16,831 金額単位はポンド

〃 優先 600 1.00 5,511 金額単位はポンド

士製鋼株式会社 優先 3,962 50.00 198,100

株式会社安全索道商会 2,000 50.00 100,000

株式会社三泰油房 4,235 50.00 211,750 金額単位はドル

極東 乳株式会社 10,000 40.00 400,000

湯浅蓄電池製造株式会社 5,050
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〃

2,500,00050.050,000優先北海道炭礦汽船株式会社投資会社

18,000,000100.0180,000釜石鉱山株式会社

大同電力との折半出資1,500,00030.050,000神岡水電株式会社

990,00030.033,000北海曹達株式会社

607,50037.516,200北海道硫黄株式会社

3,240,00025.0129,600太平洋炭礦株式会社

453,42525.018,137〃

1,650,00050.033,000基隆炭礦株式会社

553,12525.022,125〃

737,50050.014,750松島炭鉱株式会社関係会社

円円

備 考払込額
一株当
払込額

持株数株種投資先会社分類

第５表 三井鉱山の投資先会社（1924年９月１日）

出所） 三井鉱山株式会社「営業報告書」、同「関係会社要覧（上）」（三井鉱山史料）、「松島炭砿沿革史」

（同）、「北海道曹達株式会社沿革史」（同）、三井合名会社「鉱山会社議案」（三井文庫所蔵）。

注） 1.分類は原史料による。

2.…は不詳。

45,00015.03,000新〃

150,00050.03,000富山鉄道株式会社

15,0005.03,000雨 炭礦鉄道株式会社

……6,670大源鉱業株式会社

……5,000株式会社北辰会

……3,750新〃

1,875,000500.03,750株式会社日本製鋼所

……2,500新〃

……5,000磐城炭礦株式会社

3,170,92512.5253,674新〃

1,833,30050.036,666
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255,000
50

5,100
釧
路
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鉄
道
株
式
会
社

太
平
洋
炭
礦

250,000
25

10,000
三
井
信
託
株
式
会
社

三
井
銀
行

85,287.50
12.5

6,823
株
式
会
社
共
進
組

〃

1,500,000
37.5

40,000
大
正
運
輸
株
式
会
社

東
神
倉
庫

500,000
50

10,000
内
外
電
熱
株
式
会
社

芝
浦
製
作
所

…
…

1,500
山
東
鉱
業
株
式
会
社

〃

500,000
100

5,000
共
立
汽
船
株
式
会
社

〃

156,350
5

31,270
夕
張
鉄
道
株
式
会
社

〃

14,575,000
500

29,150
株
式
会
社
日
本
製
鋼
所

北
海
道
炭
砿
汽
船

資
本
金
30
万
ド
ル
。
100

％
出
資
。

－
－

－
南
部
物
産
会
社

〃

資
本
金
100

万
ド
ル
。
全
額
出
資
。

－
－

－
合
資
会
社
南
部
棉
花

〃

推
計
値
（
注
）。

金
額
単
位
は
両
。

455,850
25

18,234
新

〃
〃

金
額
単
位
は
両

1,823,400
50

36,488
上
海
紡
織
株
式
会
社

〃

0
3,000

株
式
会
社
杉
村
倉
庫

〃

1,500,000
50

30,000
優
先

天
満
紡
織
株
式
会
社

〃

500,000
25

20,000
南
北
棉
業
株
式
会
社

東
洋
棉
花

円
円

備
考

払
込
額

一
株
当

払
込
額

持
株
数

株
種

投
資
先
会
社

傘
下
会
社

第
６
表

そ
の
他
の
三
井
財
閥
傘
下
会
社
の
投
資
先
会
社
（
1924

年
９
月
１
日
）
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4
5
6

8
5
.
3

1
0
,
2
3
0

1
2
,
0
0
0

5
0
0

6
0
0

株
式
会
社
三
鉱
商
店

2
,
5
5
0

1
0
0
.
0

5
0
,
0
0
0

5
0
,
0
0
0

2
,
5
5
0

5
,
0
0
0

三
成
鉱
業
株
式
会
社

三
井
鉱
山

1
,
8
1
3

3
0
.
2

3
6
,
2
6
2

1
2
0
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

日
本
樟
脳
株
式
会
社

4
9
0

3
2
.
7

9
8
0

3
,
0
0
0

1
,
5
0
0

3
,
0
0
0

撫
順
炭
販
売
株
式
会
社

4
2
0

3
5
.
0

1
0
,
5
0
0

3
0
,
0
0
0

1
,
2
0
0

1
,
5
0
0

極
東

乳
株
式
会
社

3
8

3
7
.
5

1
,
5
0
0

4
,
0
0
0

1
0
0

2
0
0

北
海
木
材
防
腐
株
式
会
社

7
6
5

3
8
.
3

1
5
,
3
0
0

4
0
,
0
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

東
洋
オ
ー
チ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
株
式
会
社

5
7

4
7
.
5

1
,
1
4
0

2
,
4
0
0

1
2
0

1
2
0

株
式
会
社
安
全
索
道
商
会

1
4
5

4
8
.
3

2
,
9
0
0

6
,
0
0
0

3
0
0

3
0
0

若
田

炭
原
料
株
式
会
社

8
7
9

5
0
.
2

5
,
0
2
0

1
0
,
0
0
0

1
,
7
5
0

5
,
0
0
0

湯
浅
蓄
電
池
製
造
株
式
会
社

1
7
9

5
9
.
8

3
,
5
8
5

6
,
0
0
0

3
0
0

3
0
0

株
式
会
社
三
泰
油
房

2
,
3
6
5

6
0
.
1

4
7
,
3
0
0

7
8
,
2
5
0

3
,
9
3
8

3
,
9
3
8

日
本
製
粉
株
式
会
社

3
1

6
1
.
0

1
,
2
2
0

2
,
0
0
0

7
0

1
0
0

日
本
配
合
飼
料
株
式
会
社

6
8
0

6
8
.
0

1
3
,
6
0
0

2
0
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

東
洋
製
糸
株
式
会
社

2
2
5

7
5
.
0

4
,
5
0
0

6
,
0
0
0

3
0
0

3
0
0

三
鱗

炭
原
料
株
式
会
社

1
3
0

8
0
.
0

4
,
0
0
0

5
,
0
0
0

1
6
3

2
5
0

紡
織
機
械
用
品
株
式
会
社

1
3
,
3
4
0

8
8
.
9

4
4
4
,
6
7
0

5
0
0
,
0
0
0

1
5
,
0
0
0

2
5
,
0
0
0

東
洋
棉
花
株
式
会
社

2
3
0

9
2
.
0

9
,
2
0
0

1
0
,
0
0
0

2
5
0

5
0
0

三
昭
自
動
車
株
式
会
社

9
5
3

9
5
.
3

,
5
0
,
0
0
0

1
,
0
0
0

2
,
5
0
0

三
機
工
業
株
式
会
社

9
,
9
5
1

9
9
.
5

1
9
9
,
0
2
0

2
0
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

東
洋
レ
ー
ヨ
ン
株
式
会
社

三
井
物
産

2
,
1
6
8

3
9
.
2

5
1
,
0
0
0

1
3
0
,
0
0
0

5
,
5
2
5

6
,
5
0
0

熱
帯
産
業
株
式
会
社

※
1
5
,
8
6
2

4
0
.
8

5
7
1
,
7
7
8

1
,
4
0
0
,
0
0
0

4
3
,
6
7
5

7
0
,
0
0
0

北
海
道
炭
礦
汽
船
株
式
会
社

5
,
6
4
3

5
6
.
4

1
1
2
,
8
6
5

2
0
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

1
0
,
0
0
0

株
式
会
社
芝
浦
製
作
所

※
4
3
6

9
6
.
8

8
,
7
1
4

9
,
0
0
0

4
5
0

4
5
0

台
湾
拓
殖
製
茶
株
式
会
社

2
5
0

5
0
.
0

2
0
,
0
0
0

4
0
,
0
0
0

5
0
0

2
,
0
0
0

三
井
生
命
株
式
会
社

※
3
,
9
0
6

5
2
.
1

1
5
6
,
2
3
0

3
0
0
,
0
0
0

7
,
5
0
0

3
0
,
0
0
0

三
井
信
託
株
式
会
社

※
1
2
,
1
4
6

9
7
.
6

1
4
6
,
4
6
0

1
5
0
,
0
0
0

1
2
,
5
0
0

1
5
,
0
0
0

東
神
倉
庫
株
式
会
社

6
2
,
1
0
7

9
9
.
6

9
9
6
,
0
7
0

1
,
0
0
0
,
0
0
0

6
2
,
5
0
0

1
0
0
,
0
0
0

三
井
鉱
山
株
式
会
社

9
9
,
5
9
5

9
9
.
6

9
9
5
,
9
5
0

1
,
0
0
0
,
0
0
0

1
0
0
,
0
0
0

1
0
0
,
0
0
0

三
井
物
産
株
式
会
社

※
4
4
,
1
8
5

6
8
.
4

6
8
3
,
6
9
5

1
,
0
0
0
,
0
0
0

6
0
,
0
0
0

1
0
0
,
0
0
0

株
式
会
社
三
井
銀
行

三
井
合
名

2
4
7
,
0
0
0

1
0
0
.
0

－
－

2
4
7
,
0
0
0

3
0
0
,
0
0
0

三
井
合
名
会
社

千
円

％
株

株
千
円

千
円

払
込
額

持
株
率

持
株
数

備
考

三
井
系
持
株

総
株
数

払
込
資
本
金

公
称
資
本
金

会
社
名

親
会
社

出
典
）

三
井
合
名
会
社
「
決
算
附
属
表
」（

三
井
文
庫
所
蔵
未
整
理
史
料
）、

三
井
物
産
株
式
会
社
「
有
価
証
券
持
越
明
細
」（

三
井
家
同
族
会
史
料
）、

株
式
会
社
三
井
銀
行
「
業
況
報
告
」（

三
井
住

友
銀
行
所
蔵
史
料
）、

三
井
鉱
山
株
式
会
社
「
関
係
会
社
要
覧
（
上
）」（

三
井
鉱
山
所
蔵
史
料
）、

三
井
合
名
会
社
「
物
産
会
社
議
案
」（

三
井
文
庫
所
蔵
未
整
理
史
料
）、

同
「
三
井
鉱
山
会
社
議

案
」（

同
）、

同
「
東
神
倉
庫
議
案
」（

同
）、

同
「
三
井
信
託
会
社
取
締
役
会
報
告
」（

同
）、

同
「
北
海
道
炭
砿
汽
船
取
締
役
会
報
告
」（

同
）、

各
社
営
業
報
告
書
、
各
社
社
史
、
大
阪
屋
商
店
調

査
部
『
株
式
年
鑑
』、

東
京
興
信
所
『
銀
行
会
社
要
録
』
等
。

第
７
表

三
井
財
閥
の
傘
下
会
社
（
持
株
率
30
％
以
上

1932
年
10
月
31
日
）
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注
）

1.
複
数
の
三
井
財
閥
傘
下
会
社
（
本
表
掲
載
会
社
）
が
投
資
し
て
い
る
会
社
に
は
備
考
欄
に
※
を
付
し
た
。
こ
れ
ら
の
会
社
の
三
井
系
持
株
数
・
持
株
率
・
払
込
額
に
は
、
親
会
社
以
外
の
三

井
財
閥
傘
下
会
社
の
持
株
分
を
含
む
。
持
株
の
内
訳
は
第
○
表
に
掲
載
し
た
。

2.
株
式
会
社
三
栄
組
に
つ
い
て
は
、
資
本
金
額
・
総
株
数
・
持
株
数
等
は
不
明
で
あ
る
が
、『

三
井
倉
庫

十
年
史
』
等
に
よ
り
子
会
社
と
判
断
し
た
。

3.
サ
ウ
ス
・
テ
キ
サ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ス
に
つ
い
て
は
、
出
資
額
が
不
明
で
あ
る
が
、『

翔
け
世
界
に

ト
ー
メ
ン
70
年
の
あ
ゆ
み
』
に
よ
り
子
会
社
と
判
断
し
た
。

4.
三
建
工
業
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
、
持
株
数
・
払
込
額
が
不
明
で
あ
る
が
、『

三
機
工
業
三
十
五
年
史
』
に
よ
り
子
会
社
と
判
断
し
た
。

5.
…
は
不
詳
。

親
会
社

会
社
名

公
称
資
本
金

払
込
資
本
金

総
株
数

三
井
系
持
株

備
考

持
株
数

持
株
数

払
込
額

千
円

千
円

株
株

％
千
円

三
井
鉱
山

太
平
洋
炭
礦
株
式
会
社

1
1
,
0
0
0

5
,
5
0
0

2
2
0
,
0
0
0

1
8
2
,
6
5
0

8
3
.
0

4
,
5
6
6

三
池
窒
素
工
業
株
式
会
社

1
0
,
0
0
0

2
,
5
0
0

2
0
0
,
0
0
0

1
6
0
,
0
0
0

8
0
.
0

2
,
0
0
0

松
島
炭
鉱
株
式
会
社

5
,
0
0
0

3
,
5
0
0

1
0
0
,
0
0
0

6
8
,
9
7
5

6
9
.
0

2
,
4
4
8

※
北
海
曹
達
株
式
会
社

3
,
0
0
0

2
,
4
0
0

6
0
,
0
0
0

3
2
,
8
2
5

5
4
.
7

1
,
3
1
3

基
隆
炭
礦
株
式
会
社

1
0
,
0
0
0

7
,
7
5
0

2
0
0
,
0
0
0

1
0
8
,
1
7
4

5
4
.
1

4
,
3
7
7

※
釜
石
鉱
山
株
式
会
社

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

4
0
0
,
0
0
0

2
0
0
,
0
0
0

5
0
.
0

1
0
,
0
0
0

神
岡
水
電
株
式
会
社

1
0
,
0
0
0

6
,
2
5
0

2
0
0
,
0
0
0

1
0
0
,
0
0
0

5
0
.
0

3
,
1
2
5

北
海
道
硫
黄
株
式
会
社

3
,
0
0
0

2
,
2
5
0

6
0
,
0
0
0

2
1
,
5
0
0

3
5
.
8

8
0
6

※
富
山
鉄
道
株
式
会
社

1
,
0
0
0

6
5
0

2
0
,
0
0
0

6
,
0
0
0

3
0
.
0

1
9
5

合
成
工
業
株
式
会
社

2
0
0

4
5
0

1
0
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
0
.
0

1
3
5

三
井
信
託

三
信
建
物
株
式
会
社

2
,
0
0
0

5
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

1
0
0
.
0

5
0
0

※
東
神
倉
庫

大
正
運
輸
株
式
会
社

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

1
0
0
.
0

1
,
0
0
0

株
式
会
社
共
進
組

2
5
0

2
5
0

1
0
,
0
0
0

6
,
8
2
3

6
8
.
2

1
7
1

株
式
会
社
三
栄
組

…
…

…
…

…
0

北
海
道
炭
砿
汽
船

共
立
汽
船
株
式
会
社

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
0
,
0
0
0

5
0
,
0
0
0

1
0
0
.
0

5
,
0
0
0

北
海
道
汽
船
株
式
会
社

1
0
0

5
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

1
0
0
.
0

5
0

輸
西
製
鉄
株
式
会
社

1
9
,
0
0
0

1
9
,
0
0
0

3
8
,
0
0
0

3
0
,
5
9
4

8
0
.
5

1
5
,
2
9
7

※
株
式
会
社
日
本
製
鋼
所

1
5
,
0
0
0

1
5
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

2
2
,
1
7
5

7
3
.
9

1
1
,
0
8
8

※
夕
張
鉄
道
株
式
会
社

6
,
0
0
0

3
,
9
0
0

1
2
0
,
0
0
0

8
1
,
8
4
0

6
8
.
2

2
,
6
5
7

※
東
洋
棉
花

南
北
棉
業
株
式
会
社

1
,
0
0
0

5
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

1
0
0
.
0

5
0
0

上
海
紡
織
株
式
会
社

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

1
2
0
,
0
0
0

7
0
,
0
0
0

5
8
.
3

3
,
5
0
0

中
央
紡
織
株
式
会
社

3
,
0
0
0

…
6
0
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

5
0
.
0

…
内
海
紡
織
株
式
会
社

…
…

1
0
0
,
0
0
0

4
9
,
4
0
5

4
9
.
4

…
天
満
紡
織
株
式
会
社

2
,
7
5
0

2
,
7
5
0

5
5
,
0
0
0

3
0
,
0
0
0

5
4
.
5

1
,
5
0
0

サ
ウ
ス
・
テ
キ
サ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ス

…
…

…
…

…
…

合
資
会
社
南
部
棉
花

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

－
－

1
0
0
.
0

1
,
0
0
0

金
額
単
位
は
千
ド
ル

東
洋
ポ
ダ
ー
ミ
ル

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

－
－

6
0
.
0

1
,
2
0
0

金
額
単
位
は
千
ル
ビ
ー

三
機
工
業

三
建
工
業
株
式
会
社

1
,
2
0
0

3
0
0

2
4
,
0
0
0

…
…

…
太
平
洋
炭
礦

釧
路
臨
港
鉄
道
株
式
会
社

5
0
0

5
0
0

1
0
,
0
0
0

9
,
8
0
0

9
8
.
0

4
9
0

三
成
鉱
業

ク
ロ
ー
ド
式
窒
素
工
業
株
式
会
社

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

4
0
,
0
0
0

4
0
,
0
0
0

1
0
0
.
0

2
,
0
0
0

義
州
鉱
山
株
式
会
社

2
0
0

2
0
0

1
0
,
0
0
0

8
,
2
3
3

8
2
.
3

1
6
5
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1,000沼津毛織株式会社

三井合名18.737,421200,000台湾製脳株式会社

三井物産21.221,220100,000大正海上火災保険株式会社

三井物産23.04,60020,000仙石原地所株式会社

三井合名、三井生命保険24.2319,9201,318,833王子製紙株式会社

三井合名、三井生命保険28.356,670200,000大日本セルロイド株式会社

三井物産28.44,97017,500東洋バブコック株式会社

三井物産28.55,70020,000株式会社宗像商会
％株株

株式所有会社持株率持株数

三井系持株
総株数会社名

出所） 第○表、第○表、第○表、第○表の出所史料より作成。

第８表 三井財閥の投資先会社（持株率30％未満 1932年10月31日）

三井合名3.57,000200,000復興建築助成株式会社

三井合名、三井物産3.621,868600,000東京海上火災保険株式会社

三井物産3.816,000413,332郡是製糸株式会社

三井物産3.858215,000株式合資会社木下商店

三井合名4.02,00050,000台湾製塩株式会社

三井合名4.15,000120,000株式会社帝国ホテル

三井合名4.24,254100,000株式会社大阪毎日新聞社

三井物産4.22,57260,000大阪織物株式会社

三井物産4.590020,000台湾倉庫株式会社

三井物産4.5801,759株式会社神港倶楽部

芝浦製作所4.64,40095,000鶴見臨港鉄道株式会社

三井物産、東洋棉花4.78,757183,570東洋モスリン株式会社

三井物産、三井生命保険4.861,2101,260,000台湾製糖株式会社

三井合名4.83,36469,000帝国劇場株式会社

東洋棉花5.01,00020,000満州棉花株式会社

三井物産5.01,00020,000国際無線電話株式会社

三井合名、三井鉱山5.01,50030,000理化学興業株式会社

三井合名5.0501,000東京ゴルフ株式会社

三井合名5.02,00040,000株式会社都ホテル

三井合名5.364,1961,200,000鐘淵紡績株式会社

三井物産5.84,70080,000株式会社金福鉄路公司

三井合名6.526,000400,000東亜興業株式会社

三井物産6.913,849200,000日本電気株式会社

三井鉱山、三井物産6.915,000215,000磐城炭礦株式会社

三井合名、三井生命保険7.140,000560,000電気化学工業株式会社

三井物産、三井鉱山、北海道炭砿汽船7.37,360100,000山東鉱業株式会社

三井合名8.35,00060,000株式会社新大阪ホテル

三井合名、三井鉱山9.59,500100,000東洋窒素工業株式会社

三井物産9.55,73060,000豊田式織機株式会社

三井物産9.84,74048,000早良鉱業株式会社

三井物産10.012,033120,000小田原紡織株式会社

三井合名、三井物産、三井生命保険11.068,220620,000小野田セメント製造株式会社

三井物産11.523,100200,000朝鮮無煙炭株式会社

三井合名12.52,50020,000株式会社日本電報通信社

三井物産14.02,80020,000朝鮮生糸株式会社

三井鉱山、北海道炭砿汽船14.07,00050,000留 鉄道株式会社

三井鉱山、三井合名14.228,425200,000北樺太鉱業株式会社

三井物産15.01,50010,000蚕糸興業株式会社

三井物産16.1161
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総株数
三井系持株

持株数 持株率 株式所有会社

株 株 ％
株式会社東京計器製作所 60,000 2,000 3.3 三井物産

中日実業株式会社 50,000 1,500 3.0 三井合名

南米拓殖株式会社 200,000 6,000 3.0 三井合名、東洋棉花

日本航空輸送株式会社 200,000 6,000 3.0 三井合名

株式会社神戸海運集会所 1,000 30 3.0 三井物産

東京モスリン紡織株式会社 305,125 8,890 2.9 三井物産

日華蚕糸株式会社 50,000 1,400 2.8 三井物産

戸畑鋳物株式会社 238,000 6,055 2.5 三井物産

株式会社三 社 20,000 500 2.5 三井物産

若松築港株式会社 72,000 1,782 2.4 三井物産

株式会社杉村倉庫 208,000 4,800 2.3 東洋棉花

富士屋ホテル株式会社 22,000 500 2.2 三井合名

台湾米穀代行株式会社 20,000 400 2.0 三井物産

北樺太石油株式会社 400,000 7,365 1.8 三井鉱山、三井合名

東洋製鉄株式会社 720,000 11,000 1.5 三井合名

南洋倉庫株式会社 16,000 200 1.2 三井物産

南満州鉄道株式会社 8,800,000 101,558 1.1 三井物産、三井生命保険

日本銀行 300,000 3,276 1.0 三井合名

台湾電力株式会社 689,000 7,425 1.0 三井合名

日本無線電信株式会社 400,000 3,900 0.9 三井合名、三井物産

大社宮島鉄道株式会社 160,000 1,500 0.9 三井合名

U.S.Testing Co. 20,000 180 0.9 三井物産

安田信託株式会社 600,000 5,000 0.8 三井合名

株式会社漢城銀行 60,000 500 0.8 三井合名

株式会社横浜正金銀行 1,000,000 8,090 0.8 三井合名、三井生命保険、三井物産

住友信託株式会社 400,000 3,000 0.7 三井合名

加島信託株式会社 400,000 2,000 0.5 三井合名

東京電燈株式会社 8,591,240 31,415 0.3 三井合名

東武鉄道株式会社 1,010,000 3,500 0.3 三井生命保険

三菱信託株式会社 600,000 2,000 0.3 三井合名

帝国蚕糸倉庫株式会社 60,000 200 0.3 三井物産

国際電話株式会社 200,000 600 0.3 三井生命保険

海外興業株式会社 100,000 250 0.2 三井合名

池信託株式会社 400,000 1,000 0.2 三井合名

日本郵船株式会社 2,125,000 5,000 0.2 三井合名

三菱興業株式会社 2,000,000 3,400 0.1 三井生命保険

東洋紡績株式会社 1,299,500 1,500 0.1 三井生命保険

朝鮮鉄道株式会社 1,090,000 1,250 0.1 三井合名

京成電気軌道株式会社 405,000 400 0.0 三井生命保険

片倉製糸紡績株式会社 1,055,000 1,000 0.0 三井物産

東京瓦斯株式会社 2,000,000 1,630 0.0 三井生命保険、三井銀行

大日本麦酒株式会社 1,600,000 800 0.0 三井生命保険

広島電気株式会社 1,200,000 588 0.0 三井生命保険

Platt Brothers& Co.Ltd. 3,710,160 1,800 0.0 三井物産

大連取引所信託株式会社 240,000 100 0.0 三井物産

明治製糖株式会社 960,000 300 0.0 三井生命保険

注） 三井系企業は、第○表掲載の62社。

会社名
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94,000新〃

4,346,000100.043,460東神倉庫株式会社

250,00012.520,000三井生命保険株式会社

3,655,75025.0146,230三井信託株式会社

12,500,00025.0500,000新〃

49,607,000100.0496,070三井鉱山株式会社

99,595,000100.0995,950三井物産株式会社

24,152,25050.0483,045新〃

20,000,000100.0200,000株式会社三井銀行

円円株

投資先会社

第９表 三井合名会社の投資先会社（1932年10月31日）

払込額
一株当

払込額
持株数株種

250,00050.05,000株式会社帝国ホテル

62,50012.55,000南米拓殖株式会社

200,00020.010,000中央開墾株式会社

8,12532.5250新海外興業株式会社

780,00030.026,000新東亜興業株式会社

150,000100.01,500中日実業株式会社

202,50045.04,500新〃

146,25050.02,925台湾電力株式会社

1,570,75050.031,415東京電燈株式会社

362,20050.07,244台湾拓殖製茶株式会社

40,00020.02,000台湾製塩株式会社

1,122,63030.037,421台湾製脳株式会社

2,167,50042.551,000熱帯産業株式会社

600,00020.030,000新〃

1,500,00050.030,000小野田セメント製造株式会社

467,50042.511,000東洋製鉄株式会社

1,875,000500.03,750輪西製鉄株式会社

1,875,000500.03,750株式会社日本製鋼所

240,00012.519,200新〃

960,00050.019,200電気化学工業株式会社

535,80012.542,864新〃

1,066,60050.021,332鐘淵紡績株式会社

2,786,00050.055,720大日本セルロイド株式会社

5,643,25050.0112,865株式会社芝浦製作所

2,413,58317.5137,919新〃

3,016,80050.060,336優先〃

3,879,15050.077,583北海道炭砿汽船株式会社

3,949,00025.0157,960新〃

7,898,00050.0157,960王子製紙株式会社

7,050,00075.0
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